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16 

『

伊

被

普

猷

全

集
』

第

四

巻

(

九

七

四

年
、

平

九

社
)

所

収
、

五

二

四

i

五

八

頁
。

17 

伊

波

普

猷

は

ま

た

庫

理

(

庫

裡
)

と

同

義

語

の

「

庫

下
」

に

つ

い

て

詳

細

な

分

析

を

加

え

て

い

る

が
、

本

節

の

テ

ー

マ

と

は

直

接

関

連

し

な

レ

の

で

触

れ

な

い
。

伊

波

「

庫

下

最

古

の

用

例

を

め

ぐ

っ

て

||

久

米

島

の

ク

ワ

イ

ニ

ャ

の

解

釈

||
」
(
一

九

四
一

年
、

『

沖

縄

考
』

所

収
、

『

伊

波

普

猷

全

集
』

第

四

巻
)

。

18 

禅

僧
・

禅

宗

の

渡

琉

状

況

に

つ

い

て

は

葉

貫

磨

哉

「

日

本

禅

宗

の

琉

球

発

展

に

つ

い

て
」

(
『

駒

沢

史

学
』

第

七

号
、

一

九

五

八

年
)

参

照
。

19 

『

歴

史

地

理
』

第

六

巻

号

一

九

三

五

年
、

『

伊

波

普

猷

全

集
』

第

九

巻

所

収
。

20 

拙

著

『

新

版
・

琉

球

の

時

代
』

第

六

章

で

尚

真

王

期

の

特

徴

を

若

干

指

摘

し

て

お

い

た
。

21 

ま

と

ま

っ

た

研

究

は

な

い

が
、

さ

し

あ

た

っ

て

は

東

思

納

寛

惇

『

校

註

羽

地

仕

置
』

(

九

五

二

年
)

解

題

を

参

照

(
『

東

恩

納

寛

惇

全

集
』

第

二

巻
、

第
一

書

房
、

=
二

三

i

二

三

五

頁
)

。

22 

仲

原

善

忠

「

田

名

文

書

に

お

ど

ろ

く
」

(
一

九

五

八

年
、

『

仲

原

善

忠

全

集
』

第

二

巻
、

沖

縄

タ

イ

ム

ス

社
)

、

同

「

や

ら

ざ

杜

城

の

碑

文
」

(
一

九

ーノ、
年

、

『

全

集
』
B

第

二

巻
)

な

ど

参

照
。

23 

碑

文

に

関

し

て

は

沖

縄

県

教

育

委

員

会

『

金

石

文

||

歴

史

資

料

調

査

報

告

書

V
』

(
一

九

八

五

年
)

を

参

照
。

24 

本

書

第
一

章

節

「

占

琉

球

研

究

の

方

法
」

参

照
。

古
琉
球
的
耕
地
区
分
の
状
況

近
世
の
耕
地
区
分
状
況

小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料』

第
十
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
島
尻
方
取
納
座
定
手
形」
抜
枠
は 、

近
世
琉
球
に
お
け
る
村
レ

.r-.、
ル
の
耕
地
区
分
の
形
態
を
知
る
う
え
で
恰
好
な
記
録
で
あ
る
と
同
時
に 、

古
琉
球
的
耕
地
区
分
の
反
映
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
に
お
い
て
も
ま
た
価
値
の
高
い
史
料
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

辞令書に見る王同の存在形態とその変化

本
節
で
は

こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ

た
そ
の
史
料
を
手
が
か
り
に 、

琉
球
に
お
け
る
近
世
的
な
耕
地
区
分
形
態
の
原

形
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
古
琉
球
の
耕
地
区
分
の
一
面
を
辞
令
書
を
素
材
に
考
え
て
み
た
い 。

羅
正
七
年
(

七
一
九)

六
月
三
日
付
で
作
成
さ
れ
た
「
島
尻
方
取
納
座
定
手
形」
は
い
わ
ゆ
る
重
出
米
の
元
高
と
し
て
把
握
さ
れ
た

ま
ぶ
に

き
宇
ん

同
史
料
中
に
は
摩
文
仁
間
切 、

喜
屋
武
間
切 、

久
高
島
の
分
が
抜
枠
さ
れ
て
お
り 、

も
の
の
よ
う
で
あ
る
が 、

」
の
う
ち
全
体
的
状
況
を

理
解
し
や
す
い
喜
屋
武
間
切
の
耕
地
区
分
を
表
5
に 、

ま
た 、

表
5
に
示
し
た
喜
屋
武
間
切
の
耕
地
区
分
を
面
的
な
概
念
図
に
し
て
図
5

と
し
て
か
か
げ
た 。

『
琉
球
国
由
来
記』
(一
七

二
平)

に
よ
る
と 、

喜
屋
武
間
切
は
喜
屋
武
村 、

福
地
村 、

凶

作術庁
上
里
村 、

そ
れ
に
束
辺
名
村
の
五

第2市

村
よ
り

成
っ

て
い
た
が 、
「
島
尻
方
取
納
座
定
手
形」
で
は
束
辺
名
村
を
上
里
村
に
あ
わ
せ
行
政
村
と
し
て
四
村
に
把
握
さ
れ
て
い
た
こ

仲

(
地
頭
代) 、

中
村一

と
が
わ
か
る 。

『
由
来
記』

ま
た

に
よ
れ
ば
喜
屋
武
間
切
に
は
束
辺
名
大
屋

大
屋
子 、

東
江

屋
子
(
以
上

- 84-Fhd
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長5喜屋武間切の耕地区分と石尚(品店)

図5 耕地区分の概念

A 再民武絞仁子]掛 24.69824石

B 岳民主武技"，-j掛 8.87192石

C 長尾武被可1.1'ト 3 30899石

o tihそ武I�紅rfr 31.48909行

E f寺尾武里主所 4.58876石

F 山城盟主所 20 21217，石

G 福地'îヒ所 36 08539石

H ヒI]_l是主所 16.36746石

1 f'中村楽大屋子 9.16718石

j 来辺名大屋子 8. 76563石

K 東1工大原子 9.67789石

L 首早大屋「 7.98079石

M 商おきて 4 63173石

N 南風徒 4.24449石

0 大おきて 8 52191石

P 高度式錠 3 90164石

Q 111城提 4.38192石

R 福地おきて 4.26167石

S 上里おきて 4.26811石

T 喜屋武のろくもい 8.44173石

U 山城のろくもい 3.47648石

V 福地のろくもL‘ 3.54091石

W と恒のろくもL、 7.43181石

X 東辺名のろくもL、 3 36732:百

① Fî姓地(喜屋武村) 92.45918石

② 百姓地{LJJ城村) 56.54524石

。 百姓地(福地村) 31.83730石

θ 百姓地(上里村) 32.50164石

地
は
喜
屋
武
村
に
あ
る
が、

夫
地
頭
三
員
の
役
地
は
喜
屋
武
村
に
一

所、

三
員
は
夫
地
頭)
、

首
里
大
屋
子、

大
提、

南
風
旋、

西
提、

福
地
提、

上
里
提、

山

城
提、

喜
屋
武
提
な
ど
の
地
方
役
人
の
い

つ
ま
り、

夫
地
頭
ク

た
こ
と
も
わ
か
る。

ラ
ス
三
人、

そ
の
う
ち
の
一

人
束
辺
名
大

屋
子
が
間
切
筆
頭
の
地
方
役
人
で
あ
る
地

頭
代
の
職
を
占
め、

首
里
大
屋
子
と
三
人

の
間
切
提、

そ
れ
に
行
政
村
と
し
て
把
握

さ
れ
た
四
村
に
対
応
す
る
四
人
の
村
提
に

よ
り
地
方
役
人
は
構
成
さ
れ
て
い
た。

う
ま
で
も
な
く、

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
他
間
切
と
全
く
同
様
で
あ
る。

さ
て、

表
5
お
よ
び
図
5
を
参
照
す
る

と、

四
人
の
村
提
の
役
地
は
そ
れ
ぞ
れ
が

管
掌
す
る
村
に
あ
っ

た。

三
人
の
間
切
綻

の
役
地
は

西
提
が
喜
屋
武
村
に、

南
風

旋
と
大
提
は
と
も
に
福
地
村
に
あ
り
他

村
に
は
こ
れ
が
な
い
。

首
里
大
屋
子
の
役

の
村
提、

間
切
提、

首
里
大
屋
子、

夫
地
頭
の
役
地
が
い
わ
ゆ
る
オ
エ
カ
地
で
あ
る。

上
里
村
に
二
所
あ
っ

て
他
二
村
に
は
存
在
し
て
レ
な
い
。

以
上

ノ
ロ
ク
モ
イ
(
ノ
ロ

と
も
い
う。

神
女
の
こ
と)

は
五
人
お
り、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
地
(
ノ
ロ
ク
モ
イ
地)

上
里
村
に

所
づ
っ

存
在
し
た
が、

は
村
名
を
冠
し
た
各
村
に
一

し
か
し、

束
辺
名
ノ
ロ
ク
モ
イ
の
み
は
束
辺
名
村
が
行
政
村
と
し
て
上
里
村
に
合
さ
れ
て
い
る
た
め、

二
所
の
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
が
存
在
す
る
形
と
な
っ

て
い
る。

五
人
の
ノ
ロ
ク
モ
イ
は
『
由
来
記
』

に
も
そ
の
ま
ま
の
名
で
登
場
す
る
の
で、

喜
屋
武
間
切
の
場
合
は
ノ
ロ
ク
モ
イ
数
が
自
然
村
の
数
に
一

致
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

以
上
の
オ
エ
カ
地
・
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
に
対
し
て
百
姓
地
の
場
合
は、
周
知
の
よ
う
に
地
割
の
対
象
と
な
る
百
姓
の
共
有
地
で
あ
っ

た
が、

あ
じ
が
か
り

さ
と
白
し
ど-

7勺

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
按
司
掛
や
里
主

所
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う。

喜
屋
武
按
司
掛
は
山
城
村
を
除
く
三
村
に
か
か
っ

て
い
る
が、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
特
定
さ
れ
た
耕
地
の
石
高
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な

三
村
に
か
け
ら
れ
た
按
司
地
頭
の
所
得
は
計

辞令書に見る主国の存在形態とその変化

く、

知
行
的
な
形
式
で
い
わ
ゆ
る
按
司
地
頭
の
所
得
と
な
る
分
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う。

三
六
石
八
斗
七
升
九
合
一

勺
五
才
で
あ
る
が、

要
す
る
に
彼
は
間
切
内
の
村
に
特
定
さ
れ
た
地
頭
地
を
も
つ
の
で
は
な
く、

知
行
的
な
収

地
を
指
し
て
い
る
が、

喜
屋
武
里
主
所
二
所
の
場
合
は
お
そ
ら
く
惣
地
頭
の
作
得
地
で
あ
ろ
う。

取
形
式
で
自
己
の
所
得
を
得
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る。

里
主
所
の
う
ち
山
城
・

福
地
・

上
里
の
三
所
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
脇
地
頭
の
作
得

二
所
の
合
計
三
六
石
七
升
七

つ
ま
り

に
考
え
る
と、

脇
地
頭
作
得
地
は
各
村
に
あ
る
が、

合
八
勺
五
寸
が
惣
地
頭
作
得
地
の
高
と
考
え
ら
れ
る。

両
惣
地
頭
(
按
司
地
頭
・

惣
地
頭)

と
脇
地
頭
の
所
得
・

作
得
地
を
上
記
の
よ
う

た
だ
し
惣
地
頭
作
得
地
の
お
か
れ
た
村
に
は
脇
地
頭
作
得
地
は
な
く、

逆
に
上
里
村

の
よ
う
に
脇
地
頭
作
得
地
が
あ
り
な
が
ら
惣
地
頭
作
得
地
の
一

部
を
も
っ
場
合
が
あ
り、

の
所
得
を
特
定
さ
れ
た
耕
地
に
よ
っ

て
指
示
さ
れ
な
い
特
殊
な
形
態
を
も
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

以
上
の
理
解
は
摩
文
仁
間
切
の
場

第2翠:

合
に
つ
い
て
見
て
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る。

ま
た、

按
司
地
頭
は
両
地
頭
に
比
べ

る
と、

し、そ

- 86-- 87-



ノ

ロ

ク

モ

イ

地

と

里

主

所

さ
て 、

喜
屋
武
間
切
に
お
け
る
右
述
の
近
世
的
耕
地
区
分
の
状
況
を 、

何
故
に
古
琉
球
に
お
け
る
耕
地
区
分
を
反
映
し
た
も
の
と
み
な

し
う
る
の
だ
ろ
う
か

。

ま
ず
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
を
例
に
考
え
る
と、

古
琉
球
に
お
い
て

ノ
ロ

は
国
王
の
名
で
辞
令

に
よ
っ

て
任
命
さ
れ 、

叙
任
に
と
も
な
っ

て
役
地
(
ノ
ロ
ク
モ
イ
地)

が
給
賜
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る。

例
え
ば 、

{

り
d

{

御

-

事
】

し
ょ
口
の
口
口
口

固

ミ
や
き
ぜ
ん
ま
ぎ
り
の

ぐ
し
か
わ
の
ろ
又
ち
と
も

五
十

ぬ
き
ち
は
た
け
四
お
ほ
そ

ぐ
し
か
わ
は
る
又
に
よ
は
ば
る
又
は
ま
か
わ
は
る
又
ほ
き
は
る

と
も

も
と
の
の
ろ
の
く
わ

一

人
ま
か
と
う
に

た
ま
わ
り
申
候

回

し

よ

り

よ

り

ま

か

と

う

が

方

へ

ま

い

る

万

暦

三

十

五

年

七

月

十

五

日

と
い
う
辞
令
書
を
使
っ

て
説
明
す
る
と、

わ

ゆ

口

間
切
の
長

忠

川

ノ
ロ
の
死
去
も
し
く
は
引
退
に
と
も
な
い 、

同
職
に
万
麿
三
十
五
年

ハ
O
七)

七
月
十
五
日
付
で
先
代
ノ
ロ
の
娘
マ
カ
ト
ウ
が
「
し
よ
り

」
(
首
里
H

国
王)

の
名
に
お
い
て
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る。

こ

の
時
マ
カ
ト
ウ
は

母
親
が
給
賜
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
五
O
ヌ
キ
(
四
オ
ホ
ソ

)

の
畑
を
役
地 、

す
な
わ
ち
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
と
し
て
改
め

て
授
け
ら
れ
る
形
を
と
っ

て
い
る。

こ
の
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
は 、

具
志
川
原 、

伊
野
波
原 、

浜
川
原 、

ホ
キ
原
と
い
う
四
つ
の
原
に
ま
た
が

っ

て
存
在
し
て
い
た

。

ノ
ロ
が
神
女
と
は
い
っ

て
も
ま
ぎ
れ
も
な
く
一

つ
の
官
職
で
あ
っ

た
こ
と
は 、

右
の
よ
う
に
辞
令
書
に
よ
っ

て
国
王
の
名
で
任
じ
ら
れ 、

国

の
名
に
お
い
て
役
地
を
給
さ
れ
た
点
に
明
ら
か
で
あ
る
が 、

」
こ
で
重
要
な
こ
と
は

ノ
ロ
ク
モ
イ
地
は
ノ
ロ

職
に
就
任
し
た
女
性

個
人
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く 、

ノ
ロ

と
い
う
役
職
に
付
帯
し
て
与
え
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ

た
と
し
う
こ
と
だ
ろ
う 。

そ
の
証

に見る王国の存在形態とその変化

拠
に 、

母
親
が
死
去
も
し
く
は
引
退
し
て
も
娘
マ
カ
ト
ウ
は
自
動
的
に
そ
の
継
承
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く 、

国
王
の
名
に
お
い
て
ノ

ロ

職
へ
の
叙
任
を
新
た
に
確
認
さ
れ 、

そ
れ
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
役
地
を
安
堵
さ
れ
る
と
い
う

非
世
襲
的
な
原
理
が
は
た
ら
い
て
い

(
高
良
『
沖
縄
歴
史
論
序
説
』
〈
二
二

書
房
〉

皿
論
文
参
照)

。

る

ノ
ロ

職
に
付
帯
す
る
役
地 、

つ
ま
り
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
が 、

原
名
に
よ
っ

て
指
示
さ
れ
る
特
定
耕
地
と
し
て
存
在
し
た 、

と
い
う
古
琉
球
に
お
け
る
こ
の
状
況
を 、

先
の
喜
屋
武
間
切
に
五
カ
所
に
わ
た
っ

て
存
在

し
た
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
の
形
態
は
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
い
で
い
る
わ
け
で
あ
る。

次
に
里
主
所
に
つ
い
て
見
る
と

い
わ
ゆ
る
田
名
家
文
書
に
は
里
主
所
の
用
例
が
多
出
す
る
の
で
あ
る
が 、

た
と
え
ば 、

西
原
間
切
の

辞令

天
久
の
里
主
所
を
北
の
庫
理
の
官
舎
に
給
賜
し
た
ケ
l

ス

(
嘉
靖
十
五
年
H

一

五
三
六)

、

真
和
志
間
切
の
儀
聞
の
金
城
の
里
主
所
を
南

第2章

風
の
庫
理
の
天
久
の
大
屋
子
も
い
に
給
賜
し
た
ケ
l

ス

(
同
二
十
四
年
H

一

五
四
五)

、

真
和
志
間
切
の
儀
聞
の
里
主
所
を
南
風
の
庫
理

の
儀
間
金
城
の
大
屋
子
も
い
に
給
賜
し
た
ケ
l

ス

(
同
三
十
年
H

一

五
五

二 、

豊
見
城
間
切
の
大
嶺
の
里
主
所
を
北
の
庫
理
の
瀬
底
の

nuJ
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大
屋
子
も
い
に
給
賜
し
た
ケ
l

ス

(
同
三
十
九
年
H

一

五
六
O)

、

真
和
志
間
切
の
儀
聞
の
里
主
所
を
北
の
庫
理
の
儀
聞
の
里
主
大
屋
子

も
い
に
給
賜
し
た
ケ
ー

ス
(
万
麿
二
十
一

年
H

一

五
九
三)

な
ど
の
例
が
登
場
す
る 。

し
か
し
こ
の
例
の
み
で
は 、

里
主
所
は
た
し
か
に

国
王
の
名
に
お
い
て
給
賜
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
わ
か
り
は
す
る
が 、

里
主
所
の
実
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も

判
然
と
し
な
い

。

そ
こ
で
別
の
事
例
を
さ
ぐ
っ

て
み
る
と 、

万
麿
二
十
年
(
一

五
九
二
)

、

十
月
三
日
付
の
玉
城
の
大
屋
子
あ
て
の
辞
令
書
が
貴
重
な
手

が
か
り
を
ひ
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

そ
の
辞
令
書
で
は 、

今
帰
仁
間
切
の
与
那
嶺
の
里
主
所
と
し
て
六
カ
リ
ヤ

四
九
マ
シ

の
田

と
一

四
O
ヌ
キ
(
七
オ
ホ
ソ
)

の
畑
を
記
述
し 、

以
上
に
「
よ
な
み
ね
の
四
十
五
ぬ
き
か
な
い
の
大
お
き
て
」

を
添
え
て
玉
城
の
大
屋
子

に
国
王
の
名
に
お
い
て
給
賜
し
て
い
る 。

し
か
も 、

里
主
所
の
う
ち
六
カ
リ
ヤ
の
田
は
諸
喜
田
原 、

モ
ク
ロ
チ
カ
ワ

原
に
あ
り 、

一

四
O

ヌ
キ
の
畑
は
ヤ
タ
ウ
原 、

ヒ
ラ
ノ
ネ
原 、

ハ

ナ
原 、

サ
キ
原 、

ナ
カ
サ
コ

原 、

オ
エ

原
に
あ
る
と
指
示
さ
れ
て
い
る 。

里
主
所
は 、

こ
こ

で
明
ら
カ
に
原
名
に
よ
っ

て
指
示
さ
れ
る
特
定
の
耕
地
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る 。

念
の
た
め
に
今
一

つ
の
例
を
あ
げ
る
と 、

万
暦
十

五
年
(
一

五
八
七)

七
月
八
日
付
の
伊
平
屋
の
首
里
大
屋
子
あ
て
の
辞
令
書
で
も 、

伊
平
屋
の
仲
田
の
里
主
所
に
さ
ら
に
三
オ
ツ
カ
五
O

ツ
カ
の
田
を
加
え
て
五
カ
リ
ヤ
三
オ
ツ
カ
五
O
ツ
カ
の
田
と
し
て
首
里
大
屋
子
に
給
賜
す
る
こ
と

」
の
田
は
イ
ノ
エ

ナ
原 、

下
原 、

ハ

原 、

天
城
原 、

チ
ャ

フ
ケ
ナ
原
に
あ
る
と
指
示
さ
れ
て
お
り 、

こ
こ
で
も
や
は
り
里
主
所
は
特
定
さ
れ
た
耕
地
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な

の
で
あ
る 。

安
良
城
盛
昭
は
「
古
琉
球
の
『
さ
と
ぬ
し
と
こ
ろ
』
」
(
同
氏
『
新
・

沖
縄
史
論
』
〈
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
〉

所
収)

と
題
す
る
論
文
に
お

い
て
こ
の
点
を
明
確
に
指
摘
し 、

渡
口
真
清
の
主
張
す
る
里
主
所
H
-ゾ

マ

説
に
決
定
的
な
批
判
を
加
え
て
い
る 。

こ
こ
で
は
両
氏
の
間
で

た
た
か
わ
さ
れ
た
論
争
を
詳
し
く
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
結
論
の
み
を
解
説
し
て
お
く
と 、

渡
口
の
い
う
よ
う
に
里
主
所
を
シ
マ
(
近

世
の
村
に
相
当〕

と
解
す
る
と、

里
主
所
の
所
在
を
何
故
に
原
名
に
よ
り
指
示
し
な
け
れ，
ま
な
ら
な
い
の
か、

ま
た 、

向
故
に
里
主
所
の

地
積
を
カ
リ
ヤ
・
ヌ
キ
な
ど
の
単
位
で
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
か、

そ
し
て
ま
た、

先
の
伊
平
屋
の
首
里
大
屋
子
あ
て
辞
令
書
の
伝
え

る
よ
う
に
向
故
に
従
来
の
里
主
所
に
三
オ
ツ
カ
五
O
ツ
カ
の
田
を
加
え
て
五
カ
リ
ヤ
三
オ
ツ
カ
五
O
ツ
カ
の
田
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か 、

と
い
っ

た
疑
問
に
全
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る 。

渡
口
は
『
近
世
の
琉
球
』
(
法
政
大
学
出
版
局)

で
唱
え
た
里
主
所

H
シ
マ

説
に
固
執
し
て
「
さ
と
ぬ
し
ど
こ
ろ
と
シ
マ
」
(
『
球
陽
研
究
』

第
一

号)
、

「
さ
と
ぬ
し
ど
こ
ろ
と
シ
マ
(
続)
」
(
同
第
二
号)

、
「
安

良
城
氏
の
『
地
頭
地
の
起
源
』

を
読
む
」
(
同
第
四
号)

な
ど
に
お
い
て
自
説
の
擁
護
に
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
が 、

安
良
城
へ
の
反

論
に
も
な
っ

て
い
な
い
と
同
時
に
里
主
所
H
シ
マ

説
の
弁
護
に
も
な
り
え
て
い
な
い
と
私
は
思
う 。

安
良
城
の
強
調
す
る
よ
う
に 、

里
主
所
は
原
名
で
所
在
を
指
示
さ
れ
る
こ
と 、

ま
た 、

そ
の
大
き
さ
を
丈
量
単
位
で
表
示
さ
れ
る
な
ど

の
点
か
ら
考
え
て

シ
マ
の
中
の
特
定
さ
れ
た
耕
地
を
指
す
こ
と
は
も
は
や
疑
う
余
地
が
な
い

。

そ
し
て
ま
た 、

同
氏
が
「
近
世
琉
球
の

『
地
頭
地
』

の
起
源
」
(
『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』

付
報
l)

で
説
得
力
を
も
っ

て
展
開
し
て
い
る
よ
う
に 、

近
世
の
地
頭
地
は
こ
の
古
琉
球

に見る王国の存在形態とその変化

の
里
主
所
に
起
源
を
も
つ

も
の
な
の
で
あ
り 、

先
の
「
島
尻
方
取
納
座
定
手
形
」

に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に 、

近
世
に
お
い
て
も
ま

た
里
主
所
(
H

地
頭
地)

と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。

し
た
が
っ

て 、

喜
屋
武
間
切
に
お
け
る
五
カ
所
の
里
主
所
川

地
頭
地
は 、

近
世

に
な
っ

て
は
じ

め
て
出
現
し
た
も
の
な
ど
で
は
な
く 、

す
で
に
古
琉
球
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
耕
地
区
分
と
し
て
存
在
し
た
も
の
の
延
長

線
に
あ
る
も
の

と
い
え
る
の
で
あ
る 。

辞令

そ
の

他
の

耕
地
区
分

第2章

と
こ
ろ
で 、

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は 、
「
島
尻
方
取
納
座
定
手
形
」

に
お
い
て
は
里
主
所
H

地
頭
地
を
も
つ
の
は
惣
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地
頭
・

脇
地
頭
の
み
で
あ
り 、
夫
地
頭
や
首
里
大
屋
子
に
与
え
ら
れ
て
い
る
役
地
は
里
主
所
と
は
称
さ
れ
て
い
な
カ
っ

た
こ
と
で
あ
る 。

」
れ
に
対
し 、
肯
琉
球
辞
令

で
は
大
屋
子
も
い
を
は
じ
め
大
屋

-
首
里
大
屋
子
も
里
主
所
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
こ
の

間
の
事
情
は一
体
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か 。

」
の
問
題
は 、
辞
令
書
的
編
成
原
理
か
ら
系
図
的
編
成
原
理
へ
の
転
換 、
い
い
か
え
る
と、
古
琉
球
的
編
成
か
ら
近
世
的
編
成
へ
の
移

」
こ
で
は
さ
し
あ
た
っ

行
に
と
も
な
う
身
分
制
の
編
成
替
え
を
具
体
的
に
解
明
し
な
け
れ
ば
正
確
な
答
え
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が 、

て
次
の
点
の
み
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う 。
ム川
小
が
『が
わ
い

了ぃ 、
古
琉
球
に
お
け
る
按
司
は
近
世
の
按
司
に 、
古
琉
球
の
首
里
大

屋
子
は
近
世一
の
首
里
大
屋
子
に
そ
の
ま
ま
系
譜
的
に
つ
な
が
っ

て
い
る
が 、
古
琉
球
の
大
屋
子
も
い
と
大
屋
子
は
近
世
に
入
る
と、
す
な

わ
ち
大
屋
子
も
レ
は
惣
地
頭
と
脇
地
頭
に 、
大
屋
子
は

地
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
先
の
「
島
尻
方
取
納
座

定
手
形」
に
記
載
さ
れ
る
喜
屋
武
間
切
を
例
に
と
る
と、

按
司
と
首
里
大
屋
子
は
古
琉
球
そ
の
ま
ま
の
呼
称
で
あ
る
が 、
五
カ
所
の
里
主

所
を
も
っ
物心
地
頭
・

脇
地
頭
は
古
琉
球
の
大
屋
子
も
い
に

二
人
の
「
大
屋
子」
H
夫
地
頭
は
古
琉
球
の
大
屋
子
に
そ
れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る 。
レ
う
ま
で
も
な
く 、
近
世
の
夫
地
頭
が
「
大
屋
子」
の
肩
書
を
も
っ

て
称

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は 、

彼
ら
が
古
琉
球

の
大
屋
子
に
系
譜
を
も
つ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い 。

と
す
れ
ば 、
市
琉
球
に
お
レ
て
は
大
屋
子
や
首
里
大
屋
子
も
里

所
の
給
賜
に
あ
ず
か
れ
る
身
分
だ
っ

た
が 、
近
世
に
な
っ

て
彼
ら
は

里

所
H

地
頭
地
拝
領
資
格
か
ら
除
外
さ
れ 、
大
屋
子
も
い
ク
ラ
ス

惣
地
頭
・

脇
地
頭

の
み
に
限
っ

て
里
主
所
H

地
頭
地
を
給
さ
れ

る
ソ
ス
テ
ム
に
転
換
し
た 、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る 。
こ
こ
に 、
近
世
に
な
っ

て
導
入

れ
た
地
頭
制
の
意
義
の

端
が
如
実
こ

表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
こ
の
意
味
で 、

喜
屋
武
間
切
に
お
け
る
三
人
の
夫
地
頭
H
「
大
屋
子」
お
よ
び
首
里

大
屋
子
の
役
地
(
オ
エ
カ
地)
は 、
占
琉
球
的
な
役
地
給
与
の
基
本
を
持
続
し
な
が
ら
も 、
彼
ら
の
地
位
の
低
下
を
反
映
し
た
近
世
的
表

現、

と
み

な
す-へ

き
で
あ
ろ
う。

な
お
こ
こ
で
注
記
し
て
お
き
た
い
の
は、

古
琉
球
に
お
い
て
大
屋
子
や
首
里
大
屋
子
に
給
さ
れ
る
特
定
さ
れ
た
耕
地
の
す
べ

て
を
里
主

所
と
称
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か 、
そ
れ
と
も 、
彼
ら
に
給
さ
れ
る
役
地
は
里
主
所
と
は
別
に
あ
っ

た
が 、
同
時
に
ま
た
里
主
所
の
給

賜
を
受
け
る
場
合
も
あ
っ

た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か 、
と
い
う
論
点
の
存
在
で
あ
る 。

私
は
『
沖
縄
歴
史
論
序
説』
所
収
の
「
古
琉
球
辞
令

と
そ
の
形
式」
の
中
で 、
」
の
論
点
に
関
連
し
て

里
主
所
は
大
屋
子
も
い
ク

ラ
ス
の
給
地
で
あ
り 、

玉
城
の
大
屋
子
や
伊
平
屋
の
首
里
大
屋
子
が
里
主
所
を
給
さ
れ
た
場
合
に
は 、
彼
ら
は
里
主
所
の
存
在
す
る
ゾ
マ

名
を
冠
し
て
「
よ
な
み
ね
の
大
や
こ
も
い」 、
「
な
か
た
の
大
や
こ
も
い」
と
称
す
る
身
分
に
な
っ

た
は
ず
だ 、
と
い
う
主
張
を
お
こ
な
っ

た 。
こ
の
主
張
は
現
段
階
で
確
認
さ
れ
る
史
料
に
基
つ
い
て
再
検
証
す
る
と
完
全
な
誤
認
で
あ
り 、
こ
こ
で
明
記
し
て-
訂
正
し
て
お
き
た

い
と
思
う 。

と
い
う
の
は 、
田
名
家
文

で
見
る
と、
た
し
か
に
大
屋
子
も
い
が
里
主
所
を
給
せ
ら
れ
た
ケ
l

ス
が
四
例
も
登
場
す
る
の
で
あ
る
が 、

に見る王国の存在形態とその変化

し
か
し 、
玉
城
の
大
屋
子
や
伊
平
屋
の
首
里
大
屋
子
が
里
主
所
を
明
確
に
与
え
ら
れ
て
い
る
事
実
を
こ
そ
重
視
す
べ
き
な
の
で
あ
る 。
「
も

と
の
し
ま
し
り
の
し
よ
り
の
大
や
こ
か
ち」
「
し
よ
り
の
大
や
こ
か
ま
き
り」

(
万
暦
二
十
三
年
下
地
の
大
首
里
大
屋
子
あ
て
辞
令
書)

い
う
用
例
も
登
場
は
す
る
が 、
し
か
し
そ
れ
を
も
っ

て
里
主
所
と
は
別
の
首
里
大
屋
子
独
自
の
役
地
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
ま
ず
不

可
能
で
あ
り 、
さ
ら
に
ま
た 、
大
屋
子
独
自
の
役
地
ら
し
き
も
の
も
全
く
登
場
し
て
は
こ
な
い
の
で 、
安
良
城
が
明
言
す
る
よ
う
に 、

主
所
こ
そ
が
「
首
里
大
屋
子
・

大
屋
子
に
対
し
て
王
府
が
給
与
し
た
『
職
田』
に
つ
い
て
の
古
琉
球
時
代
の
呼
称
に
ほ
か
な
ら
な
い」
(『
新

-
沖
縄
史
論』

二

O
頁)

と
の
結
論
を
私
も
こ
こ
で
確
認
す
る 。

辞令

さ
て 、
喜
屋
武
間
切
に
お
け
る
三
人
の
間
切
提
(
西
錠・
南
風
錠・
大
錠)
の
オ
エ
カ
地
に
相
当
す
る
古
琉
球
の
役
地
に
つ
い
て
は
事

わ
ず
か
に
「
よ
な
み
ね
の
四
十
五
ぬ
き
か
な
い
の
介
炉
ト
や」
(
玉
城
の
大
屋
子
あ
て
辞
令

第2市

例
が
ほ
と
ん
ど
な
く 、

)
を
あ
げ
う
る
程

度
で
あ
る 。
だ
が 、
間
切
行
政
の
一
環
と
し
て
こ
の
三
職
は
す
で
に
肯
琉
球
に
お
い
て
設
置

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で 、
喜
屋
武
間

円、un同d

と里
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切
に
見
る
近
世
の
間
切
提
の
オ
エ
カ
地
も
ま
た
古
琉
球
に
起
源
を
も
つ
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

そ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に、
喜
屋
武
間
切
に
お
け
る
四
村
の
村
提
の
前
身
を
な
す
古
琉
球
の
シ
マ
提
に
つ
い
て
は、
た
し
か

に
役
地
(
オ
エ
カ
地)
が
給
さ
れ
て
い
た。
「
中
く
す
く
の
か
ト
わ
か
か」
(
万
暦
十
四
年
浦
崎
目
差
あ
て
の
辞
令
書)
を
は
じ
め
と
し
て、

万
暦
五
年
二
五
七
七)
に
北
谷
提
が一
五
O
ヌ
キ
(
三
オ
ホ
ソ)
の
畑
地
を
給
さ
れ
て
い
る
例
(
北
谷
提
あ
て
辞
令
書)、
同
十
五
年

ご
五
八
七)
に
読
谷
山
錠
が一
定
量
(
地
積
表
示
部
分
不
明)
の
田
地
を
給
さ
れ
て
レ
る
例
(
読
谷
山
綻
あ
て
辞
令
書)
が
あ
り、

マ
提
も
ま
た
特
定
さ
れ
た
耕
地
を
受
け
て
お
り、
そ
の
形
式
は
近
世
の
村
提
と
そ
の
役
地
に
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

残
る
二
つ、
つ
ま
り
百
姓
地
と
按
司
掛
に
つ
い
て
だ
が、
ま
ず
百
姓
地
の
場
合
は
伊
波
普
猷
が
す
で
に
『
古
琉
球
の
政
治』
(『
全
集』

〈
平
凡
社〉
第一
巻)
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に、
古
琉
球
に
お
レ
て
は
辞
令
書
の
中
で
真
人
地
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る。

碑
文
の
中
に
も一
般
民
衆
を
真
人
と
称
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
の
で、
安
良
城
も
指
摘
す
る
よ
う
に
百
姓
地
の
起
源
は
た
し
か
に
古
琉
球

の
真
人
地
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る。
按
司
掛
に
つ
レ
て
は
手
が
か
り
ら
し
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く、
辞
令
書
の
中
に
わ
ず
か
に
「
く

に
の
か
な
い」
と
い
う
用
例
が
登
場
す
る
の
み
で
あ
る。
た
だ、
古
琉
球
に
お
け
る
按
司
は
大
屋
子
も
い
の
よ
う
に
特
定
さ
れ
た
耕
地
H

里
主
所
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
く、
間
切
H
ク
ニ
か
ら
カ
ナ
イ

叶

の
形
式
で
所
得
を
得
て
レ
た
と
想
定
さ
れ
る
の

で、
按
司
掛
の
よ
う
な
所
得
形
式
も
ま
た
古
琉
球
に
そ
の
起
源
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に、

喜
屋
武
間
切
に
見
る
近
世
的
な
耕
地
区
分
の
形
態
は
近
世
に
な
っ
て
は
じ
め
て
登
場
し
た
も
の
で
は
な
く、

そ
の
原
形
は
す
で
に
古
琉
球
に
お
い
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た。
耕
地
区
分
の
し
か
た、
所
得・
給
地
の
方
法、
お
よ
び
そ
の
受
給
者

リ
役
職
の
設
定
と
い
う
ゾ
ス
テ
ム
の
基
本
も
ま
た
古
琉
球
に
お
い
て
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

古
琉
球
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
こ
の
ン
ス
テ
ム
は、
近
世
に
お
い
て一
定
の
編
成
替
え
が
な
さ
れ
た
の
は
た
し
か
に
事
実
で
あ
る
が(
そ

の
具
体
的
分
析
は
別
稿
を
期
し
た
い

し
か
し

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
ゾ
ス
テ
ム

は
強
靭
で
あ
り、

近
世
に
お
け
る
耕
地
区
分
を
決

定
的
に
規
定
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ

た
。

こ
の
よ
う
な
強
靭
な
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
た
と
こ
ろ
に
古
琉
球
の
も
つ

重
み
が
あ
り、

そ
こ

か
ら
古
琉
球
の
歴
史
的
意
義
の
問
題
が
お
の
ず
か
ら
浮
ん
で
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

多
良
間
島
の
辞
令
書
と
そ
の
背
景

||
琉
球
社
会
に
お
け
る
近
世
的
転
換
の
一
端

親
里
家
文
書
の
内
容

辞令書に見る王国の存在形態とその変化

私
が
多
良
間
島
を
訪
れ、
親
里
家
所
蔵
の
辞
令
書
に
初
め
て
接
し
た
の
は一
九
七
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た。
向
島
史
料
調
査
の
概

要
を、
私
は
「
多
良
間
の
史
料
に
つ
い
て」
(『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要』
創
刊
号、
一
九
七
六
年
三
月)
と
題
し
て
発
表
し
た
が

迂
潤
な
が
ら
私
は、
そ
の
時
点
ま
で
ま
だ
こ
の
辞
令
書
の
も
つ
史
料
的
意
義
に
気=つ
い
て
は
い
な
か
っ
た。
数
年
後、
当
時
沖
縄
大
学
教

授
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
安
良
城
盛
昭
よ
り
辞
令
書
の
重
要
性
に
関
し
て
薫
陶
を
受
け
る
こ
と
に
な
日、
お
そ
ま
き
な
が
ら
私
も
集

(2)
 

中
的
に
勉
強
し
て、
そ
の
成
果
の
一
端
を
論
文
「
古
琉
球
辞
令
書
の
形
式
に
つ
い
て」
(『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要』
第
3
号、
一
九
七
八

年
三
月)
と
題
し
て
ま
と
め
た
の
だ
が、
そ
の
頃
か
ら
あ
ら
た
め
て
多
良
間
島
の
辞
令
書
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た。
そ
こ
で、
本
節

第2章

に
お
い
て、

木
を
見
て
森
を
見
ざ
る
類
の
失
態
を
演
じ
た一
O
余
年
前
の
我
が
史
眼
を
越
え
る
べ
く、
多
良
間
島
の
辞
令
書
と
そ
の
背
景

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る。

、
ノ

- 94-

‘-r』
中/
千J

F円unuJ
 



(3)
 

多
良
間
島
の
辞
令
書
は
四
点
あ
り 、

所
蔵
者
名
を
と
っ

て 、

「
親
里
家
文
書」
(
県
指
定
文
化
財)

と
総
称
さ
れ
て
い
る 。

ま
ず
は 、

の
原
文
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う 。

A 

仲
筋
目
差
職
叙
任
辞
令
書
(
一

六
三
一

年)

{
御事)

首
里
の
口
口
口

回
大
ミ

や
こ
ま
き
り
の

中
す
し
め
さ
し
ハ

人
い
る
い
す
し
め
さ
し
に

固
た
ま
わ
り
申
候

崇
禎
四
年
九
月
二
日

B 

仲
筋
与
人
職
叙
任
辞
令
書

二

六
四
五
年)

首
里
の
御
ミ

事

回
大
宮
古
間
切
之

中
す
し
与
人
ハ

一

人
な
か
す
し
め
さ
し
に

固
た
ま
わ
り
申
候

弘
光
元
年
八
月
十
日

C 

多
良
間
首
里
大
屋
子
職
叙
任
辞
令

ハ
四
七
年)

首
里
の
御
み
事

回
大
宮
古
間
切
之

た
ら
ま
の
し
よ
り
大
屋
子
ハ

一

人
中
す
し

与
人
に

固
た
ま
わ
り
申
候

隆
武
三
年
八
月
廿
八
日

D 

水
納
目
差
職
叙
任
辞
令
書
(
一

六
五
二
年

首
里
の
御
ミ

事

回
大
宮
古
間
切
之

水
納
め
さ
し
ハ

辞令3に見る王国の存在形態とその変化

一

人
ま
さ
り

に

固
た
ま
わ
り
申
候

順
治
九
年
十
月
九
日

以
上
A
i

D
四
点
が
親
里
家
文
書
の
す
べ
て
で 、

各
辞
令
書
の
上
部
左
右

か
所
に
押
印
さ
れ
て
い
る
印
判
は
朱
方
印
「
首
里
之
印
」

で
あ
る 。

一

覧
し
て
気 ご
つ
く
と
思
う
が 、

右
四
点
の
辞
令
書
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る 。

第
一

に 、

全
体
に
平
仮
名
を
基
調
と
し
た

定
型
の
表
記
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と 。

第
二
に
年
号
に
中
国
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と 。

第
三
に
年
号
表
示
こ

干
支
紀
年
法

が
全
く

使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と 、

な
ど
の
点
を
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

内
容
を
検
討
す
る
と 、

さ
ら
に
次
の
特
徴
点
を
見
出
す

賞� 2 ;手

こ
と
も
で
き
よ
う 。

A
の
辞
令
官ぱ
は
崇
禎
内
年

/'\ 

二

九
月
二
日
付
で
イ
ル
イ
(
西
井)

筋
目
差
の
職
に
あ
っ

た
あ
る
人
物
を
大
宮
古
間
切
(
宮
古 そ

phu
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地
方
全
体
の
総
称
で
あ
る
と
同
時
に
同
地
方
を
単
一

の
行
政 ，
フ
ロ
ッ

ク
と
す
る
行
政
区
画
名)

の
仲
筋
目
差
職
に
任
じ
た
も
の 、

B
の
辞

令
書
は
弘
光
元
年

ハ
四
五)

八
月
十
日
付
で
仲
筋
目
差
職
に
あ
っ

た
あ
る
人
物
を
大
宮
古
間
切
の
仲
筋
与
人
職
に
任
じ
た
も
の 、

の
辞
令
書
は
隆
武
主
年

こ

六
四
七

ノ
月
二
十
八
日
付
で
仲
筋
与
人
職
に
あ
っ

た
あ
る
人
物
を
大
宮
古
間
切
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
職

に
任
じ
た
も
の 、

D
の
辞
令

は
順
治
九
年

二

六
五
二
)

十
月
九
日
付
で
マ
サ
リ
な
る
人
物
を
大
宮
古
間
切
の
水
納
目
差
職
に
任
じ
た

も
の 、

で
あ
る 。

こ
こ
に 、

登
場
す
る
イ
ル
イ
筋
目
差 、

仲
筋
目
差 、

仲
筋
与
人 、

多
良
間
首
里
大
屋
子 、

水
納
目
差
の
五
職
は
す
べ
て

そ
の
当
時
多
良
間
島
の
統
治
に
か
か
わ
る
役
職
で
あ
り 、

序
列
は
首
里
大
屋
子 、

与
人 、

(
い
う
ま
で
も
な
く 、

多
良

目
差
の
順
で
あ
る

間
島
は
行
政 担
フ
ロ
ッ

ク
大
宮
古
間
切
の
一

区
で
あ
っ

た)
。

辞
令
書
の
内
容
を
把
握
す
る
と 、

A
i

D
は
大
き
く
二
つ
に
区
分
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。

す
な
わ
ち 、

イ
ル
イ
筋
目
差
の
職

に
あ
っ

た
あ
る
人
物
(
名
前
不
詳)

は
崇
禎
四
年
九
月
二
日
付
で
仲
筋
目
差
職
へ

と
転
任
し

A 

一

三
年
後
の
弘
光
元
年
八
月
十
日

付
で
仲
筋
与
人
職
へ

昇
任
(
B) 、

三
年
後
の
隆
武
三
年
八
月
二
十
八
日
付
で
さ
ら
に
多
良
間
首
里
大
屋
子
へ

昇
任
し
た
(
C)

。

D
の
辞

メk
ìJ 

を
賜
っ

た
マ
サ
リ

は
無
任
の
所
か
ら
順
治
九
年
十
月
九
日
付
で
水
納
目
差
職
に
就
任
し
て
い
る
か
ら 、

彼
と
A
i

C
の
辞
令
書
を
賜

っ

た
人
物
と
は
全
く
別
人
で
あ
る 。

し
た
が
っ

て 、

A
i

D
の
辞
令
書
は
受
給
者
か
ら
区
分
す
る
と
A
i

C
と
D
に
二
分
で
き
る
こ
と
が

わ
か
る 。

こ
れ
を
第
四
の
特
徴
と
し
た
い

。

さ
ら
に 、

右
四
点
の
辞
令
書
が
多
良
間
島
の
親
里
家
に
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
す
る

と 、

A
i

C
の
辞
令
書
を
賜
っ

た
人
物
と
D
の
辞
令
書
を
賜
っ

た
マ
サ
リ
と
は
近
親
関
係
に
あ
り 、

さ
ら
に
い
え
ば 、

C
の
辞
令
書
で
あ

る
人
物
が
多
良
間
統
治
の
頂
点
多
良
間
首
里
大
屋
子
に
登
っ

た
五
年
後
に
マ
サ
リ

が
水
納
目
差
に
就
任
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て 、

両
者

は
父
子
の
間
柄
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る 。

こ
の
推
定
を
第
五
の
特
徴
点
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う 。

そ
し
て
第
六
に 、

右
の
第
五
と
も
関
連

す
る
の
だ
が

A
I

C
の
辞
令

を
賜
っ

た
人
物 、

を
賜
っ

た
マ
サ
リ

両
名
は
多
良
間
の
人
で
あ
る
か
ら 、

右
四
点
の
辞
令

D
の
辞
令

書
が
発
給
さ
れ
た
十
七
世
紀
三
0
1
五
つ
年
代
に
お
い
て
ま
多
良
間
島
の
人
自
身
が
多
良
間
島
統
治
の
要
職
で
あ
る
首
里
大
屋
子、
与
人、

日
差
の
職
に
就
く
慣
例
・

制
度
が
厳
然
と
存
在
し
て
レ
た
こ
と
も
わ
か
る。

辞
メ入
TJ 

形
式
上
の
位
置

さ
て 、

右
述
の
六
点
に
お
よ
ぶ
特
徴
を
今
一

歩
踏
み
込
ん
で
吟
味
し 、

多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
を
包
む
背
景
に
つ
い
て
論
を
進
め

て
み
た
い

。

第
一

1一一一
点
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と 、

す
な
わ
ち 、

全
体
に
平
仮
名
を
基
調
と
し
た
定
型
の
表
記
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と 、

年

号
に
中
国
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と 、

年
号
表
示
に
干
支
紀
年
法
が
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と 、

を
ど
う

考
え
る
へ

き
だ
ろ
う
か

。

評令11?に見るE国の存fF形態とその変化

「
古
琉
球
辞
令

の
形
式
に
つ
い
て
」

の
中
で
私
は 、

琉
球
の
辞
令
書
は
表
記
形
式
の
点
か
ら
「
古
琉
球
辞
令
書」

と
「
近
世
琉
球
辞

令
書
」

に
二
大
別
で
き 、

両
者
の
中
間
に
古
琉
球
辞
令
書
か
ら
近
世
琉
球
辞
令
書
へ
の
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
過
渡
期
の
辞
令
書
が
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た 。

古
琉
球
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
の
相
違
が
表
記
上
い
か
に
際
立
っ

て
い
る
か 、

そ
れ
は
次
の
例
示
を
見

れ
ば
す
ぐ
に
了
解
で
き
る
と
思
う 。

E 

天
久
里
主
所
給
賜
辞
令
書
(
一

五
三
六
年)

し
よ
り
の
御
ミ

事

固
に
し
は
ら
ま
き
り
の

第2 r;r 

あ
め
く
の
さ
と
ぬ
し
と
こ
ろ
ハ

に
し
の
こ
お
り
の

C 

n6
 
nuJ
 

nuJ
 
nud
 



人
く
わ
ん
し

ゃ
に

固
た
ま
わ
り
申
候

し
よ
り
よ
り
く
わ
ん
し
や
か
方
へ
ま
い
る

嘉
靖
卜

五
年
五
月
十
三
日

F 

儀
間
里
主
所
給
賜
辞
令
書
(

ハ
七一
年)

首
里
之
御
詔

回
真
和
志
間
切

儀
間
里
主
所
者

回
儀
間
筑
登
之
親
雲
上
給
之

康
照
十

年
辛
亥
正
月
十
七
日

E
は
古
琉
球
辞
令
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
で

嘉
靖
十
五
年
(一
五
三
六)
五
月
十
三
日
付
で
北
の
庫
理
の
官
舎
職
に
あっ
た
人
物
に

西
原
間
切
の
天
久
里
主
所
を
給
賜
し
た
も
の
で
あ
る 。
F
は
近
世
琉
球
辞
令
書
の
典
型
で 、
康
照
十
年
ご
六
七
二
一
月
十
七
日
付
で

儀
間
筑
登
之
親
雲
上
に
儀
間
里
主
所
を
給
賜
し
た
も
の
で
あ
る 。
上
部
左
右
の
印
形
は
A
i
D
同
様
朱
方
印
「
首
里
之
印」
で
あ
る
が
(
E

-
F
と
も
沖
縄
県
立
博
物
館
寄
託) 、
E
と
F
を
対
照
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に 、
ま
ず
①
E
に
み
ら
れ
る
「
し
よ
り
よ
り
く
わ
ん
し

ゃ

か
方
へ
ま
い
る」
と
い
う
限
定
句
が
F
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と 、
②
E
の
平
仮
名
表
記
に
対
し
て
F
は
完
全
に
漢
字
表
記
と
なっ
て
い

る
こ
と 、
①
E
に
見
ら
れ
る
「

人」
な
る
限
定
句
が
F
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と 、
④
E
で
は
干
支
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し

F
で
は
干
支
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と 、
な
ど
の
相
違
点
が
あ
る 。
こ
の
よ
う
に 、
古
琉
球
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令

と
の
聞
に
は
表

記
形
式
上
大
き
な
隔
り
が
存
在
す
る
の
で
あ
る。

右
の
E、

F
両
者
と
多
良
間
島
の
A
i
D
の
辞
令
書
と
を
対
照
す
る
と、

ま
ず、

①
A
i
D
が
全
体
に
平
仮
名
表
記
を
基
調
と
す
る
と

は
い
っ

て
も 、
E
に
比
べ
る
と
漢
字
表
記
が
目
立
ち 、
逆
に
F
に
比
べ
る
と
平
仮
名
表
記
が
日
立
っ
と
レ
う
点
で
A
i
D
は
E 、
F
の
中

聞
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
る 。
②
「一
人」
な
る
限
定
句
の
使
用
お
よ
び
干
支
を
用
い
な
い
点
で
A
i
D
は
E
の
古
琉
球
辞
令
書
に
近

く 、
「
し
よ
り
よ
り

ハむO
か
方
へ
ま
い
る」
と
い
う
限
定
句
を
欠
落
し
て
い
る
点
で
A
i
D
は
F
の
近
世
琉
球
辞
令
書
に
近
い 。

り 、
表
記
形
式
か
ら
い
え
ば 、
多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
は、
古
琉
球
辞
令
書
お
よ
び
近
世
琉
球
辞
令
書
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
有
し
つ

つ
も 、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
特
定
さ
れ
な
い
中
間
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。

こ
の
よ
う
な
中
間
型
の
辞
令
書
は、
島
津
侵
入
事
件
こ
六
O
九
年)
を
契
機
に
発
生
し 、

一
六
六
0
年
代
に
近
世
琉
球
辞
令
が
出

現
す
る
ま
で
の
半
世
紀
余
に
わ
た
っ

て
登
場
す
る
こ
と 、
同
時
に
ま
た 、
こ
の
中
間
型
の
辞
令

は、
古
琉
球
辞
令
書
か
ら
近
世
琉
球
辞

令
書
へ
と
継
起
的
に
変
遷
す
る
辞
令
の
歴
史
の
中
で
「
過
渡
期
辞
令
書」
と
把
握
で
き
る
こ
と
な
ど
の
点
を
私
は
「
古
琉
球
辞
令
書
の

辞!令l"rに見る王凶の存{f形態とその変化

形
式
に
つ
い
て」
の
中
で
指
摘
し
た
が
一
六
三
0
1

五
0
年
代
に
発
給
さ
れ
た
先
の
多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
こ
そ
は
ま
さ
し
く
右

の
過
渡
期
辞
令
の
典
型
的
な
事
例
に
属
す
る
の
で
あ
る 。

過
渡
期
辞
令
書
と
し
て
現
存
す
る
の
は、
右
の
多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
の
ほ
か
に
な
お
二二
点
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が 、
立
論

の
都
合
上 、
そ
の
す
べ
て
を
左
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
(
押
印
は
朱
方
印
「
首
里
之
印」) 。

G 

謝
花
提
職
叙
任
辞
令
書
こ
六
二一
年

事}

し
よ
り
の
御
ミ

口

回
ち
ゃ や
は き
な せ
の ん
お ま
き 口‘
口τ 口1
口， 、 口

り

第2 i宇

、
の
へ
は
ん
の
口
口
口

つ
ま

-100--101-
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岡
く
た
さ
れ
候

万
麿
四
十
年

月
)\ 

口日

H 

屋
嘉
ノ
ロ

職
叙
任
辞
令
室

こ

六
二
五
年

首
里
の
御
ミ

事

固
は
ね
し
ま
き
り
の

屋
か
の
ろ
ハ

も
と
の
の
ろ
の
う
ま
か

一

人
お
と
う
に

口き
啓 四
五 た
年 ま
四 わ
月 り
廿 申
日 候

新
木
目
差
職
叙
任
辞
令
書

ご

六
二
六
年

首
里
の
御
ミ

事

回
屋
へ

ま
ま
き
り
の

あ
ら
ぬ
と
め
さ
し
ハ

一

人
あ
ら
ぬ
と
の
ち
く
に

固
た
ま
わ
り
申
候

天
啓
六
年
八
月
二
十

八
日

儀
間
村
知
行
高
三
O
石
給
賜
辞
令
書
(
一

六
二
七
年

首
里
の
御
み
事

回
真
和
志
間
切
き
ま
村
よ
り

知
行
高
三
拾
石
ハ

南
風
の
こ
お
り
の

一

人
き
ま
の
大
や
く
も
い
に

固
給
申
候

天
啓
七
年
六
月
廿
二
日

K 

仕
上
世
奉
行
職
叙
任
辞
令
室

(
一

六
二
八
年)

首
里
の
御
ミ

事

固
仕
上
世
奉
行
ハ

に
し
の
こ
お
り
の

一

人
儀
間
の
里
之
子
大
や
く
も
い
に

回
た
ま
わ
り
申
候

天一
碑
八
年
四
月
二
十

八
日

L 

儀
間
村
知
行
高
三
O
石
給
賜
辞
令
書

こ

六

首
里
の
御
み
事

回
真
和
志
間
切
き
ま
村
よ
り

知
行
高
三
拾
石
ハ

年

- 102 一-103-



は
ゑ
の
こ
お
り
の

一

人
き
ま
の
里
之
子
親
雲
上
に

回
た
ま
わ
り
申
候

崇
禎
四
年
十
二
月
廿
五
日

M 

勢
遺
富
引
の
里
主
部
家
来
赤
頭
の
筑
殿
職
叙
任
辞
令
書
(
一

六
三
四
年)

首
里
の
御
ミ

事

固
勢
遺
富
か
引
の
里
主
部

家
来
赤
頭
の

筑
殿
ハ

一

人
き
ま
之
子
に

固
た
ま
わ
り
申
候

崇
禎
七
年
八
月
八
日

N 

渡
名
喜
島
首
里
大
屋
子
職
叙
任
辞
令

首
里
の
御
口
事

(
年
代
不
明)

固
と
な
き
島
之

固
た 口 し
ま 口さよ
口五も り
り な の
申 ミ 大
候 に 屋

子

口
口
口
口
口
廿
一

日

。

中
城
ノ
ロ

職
叙
任
辞
令
書
(
一

六
五
二
年)

首
里
の
御
み
事

回
今
帰
仁
間
切
之

中
城
の
ろ
ハ

前
の
ろ
ノ
子

一

人
か
那
に

固
た
ま
わ
り
申
候

降
武
八
年
二
月
五
日

-105-

苦手令書に見る主国の存在形態とその変化

恩
納
ノ
ロ

職
叙
任
辞
令

P 

(
一

六
五
八
年)

首
里
の
御
み
事

囲
金
武
間
切
の

お
ん
な
の
ろ
ハ

本
の
ろ
之
子

一

人
ま
せ
に
に

固
た
ま
わ
り
申
候

第2章

順
治
ト

五
年
七
月
廿
八
日

Q 

渡
名
喜
島
大
屋
子
職
叙
任
辞
令
書

ご

六
五
九
年

-104-



首
里
の
御
み
事

回
渡
名
喜
島
之

大
屋
子
ハ

人
し
よ
り
の
口戸
口高
口Z
口

}

ロー
治 団
拾 た
六 ま
年 わ
己 り
亥 申
六 候
月
十
五
日

首
里
の
御
み
事

勢
高
富
引
の
里
主
部
家
来
赤
頭
の
筑
殿
職
叙
任
辞
令
書

ご
六
六
O
年)

R 

回
勢
高
富
か
引
之

里
主
部
家
来
赤
頭
之

ち
く
と
の
ハ

人
儀
間
し
に

固
た
ま
わ
り
申
候

順
治
十
七
年
庚
子
十
二
月
十
五
日

ヨ
キ
ヤ
ノ
ロ
職
叙
任
辞
令
書
(

二ハ
六
一

年)

S 
首
里
の
御
み
事

回
中
城
間
切
の

よ
きやの
ろハ

本
の
ろ
の
姪

一
人
ま
ふ
し
に

固
た
ま
わ
り
申
候

順
治
十

八
年
辛
丑
正
月
十
三
日

以
上
の

点
に
多
良
間
島
の
四
点
を
加

え
た
一

七
点
が
現
存
す
る
過
渡
期
辞
令
書
の

す
べ
て
で
あ
る

た
だ
し、

今
後
発
掘
さ
れ

る
可
能
性
は
ま
だ
残
さ
れ
て
は
い
る
が) 。

七
点
の
過
渡
期
辞
令
書
を
表
6
に
集
計

辞令書に見る王国の存在形態とその変化

し
て
み
た
が

そ
の
一

覧
表
と
各
辞
令
書
本

文
と
を
検
討
す
る
と 、

以
下
の
特
徴
点
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る 。

ま
ず
第
一
に 、

限
定

句
「
し
よ
り
よ
り

(δ
か
方
へ
ま
い
る」

は

す
で
に
謝
花
提
職
叙
任
辞
令
書
(
G

一
二
年)

に
な
く 、

以
後
に
発
給
さ
れ
た
他

の
一
六
点
の
辞
令
書
に
お
い
て
も
ま
た
記
載

第2章

さ
れ
て
い
な
い
の
で

」
の
限
定
句
の
有
無

は
過
渡
期
辞
令
書
と
古
琉
球
辞
令
書
と
を
区 一」

/'\ 

現存過渡期辞令書一覧長6

口.，・廿内とナ手合年 号記号 者
巳日番の仁二コ

"p. 玉亡

今帰仁間切の謝花提職
羽地問切の屋嘉ノロ職

6 I八重山間切の新本日差職

G I万暦40

元のノロの孫オトウ

新本の筑

南風の庫理の儀聞の大屋子もい
北の庫理の里之子大屋子もい

真和志間切儀間村より知行高30石
仕上世奉行職
大宮古間切の仲筋目差職

H I天啓5

7 

8 

J 

K 

イルイ筋円差

真和志間切儀間村より知行高30石 l 南風の車理の儀聞の里之子親雲上
勢j宣富引の里主部家来赤頭の筑殿職 l 儀間子

A I崇禎4

仁二コ

L 

渡名喜島首里大屋子職
大宮古間切の仲筋与人職

M 

N 

B 

モナ:

弘光l

隆武3
仲筋目差

大宮古間切の多良間首里大屋子職c 

o 
仲筋与人

今帰仁間切の中城ノロ職
D 111国治9

前のノロの子
マサリ大宮古間切の水納目差職

15 I 金武間切の恩納ノロ職
16 I渡名喜島の大屋子職

P 本のノロの子マゼニ
Q 首里大屋子

儀間子17 I勢高富引の里主部家来赤頭の筑殿職
18 I中城間切のヨキヤノロ職

R 

S 本のノロの姪マフン
コ'チ y ク体は多良間島の分。 記号は本節ーにおける反別表示アルファベy卜。 配列(i年代11僚と

住)

した。
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別
す
る
形
式
上
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
点
が
了
解
て
き
る 。

第

に 、

Q
(
一

六
五
九
年

六
一
/
O
年)

六
六

年)

に

R 

S 

は
干
支
が
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
れ
以
前
の
G

/
一

二
年)

i
p

ノ
五
八
年)

に
は
干
支
が
そ
う
入
さ
れ
て

い
な
い

。

こ
の
こ
と
か
ら 、

干
支
の
そ
う
入
は
Q
の
示
す
よ
う
に
一

六
五
九
年
か
ら
は
じ
ま
り

や
が
て
近
世
琉
球
辞
令

に
そ
の
ま
ま

受
け
継
が
れ
て
い
っ

た
と
推
定
で
き
る

多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令

は
そ
れ
以
前
の
発
給
な
の
で 、

当
然
干
支
は
入
っ

て
い
な
レ
)

。

第
三
に 、

J
(
一

六
二
七
年)

、

二

六
三
一

年)

に
は
石
高
表
示
が
登
場
し
て
レ
る
の
だ
が 、

」
れ
は
カ
リ
ヤ
・

マ
シ

制 、

ヌ

キ

L 

オ
ホ
ソ

制
で
表
示

れ
て
き
た
古
琉
球
辞
令
書
と
際
立
っ

た
相
違
点
と
な
っ

て
い
る 。

第
四
に 、

限
定
句
「
一

人
」

i
G
i
S
一

七
点
す

べ
て
の
辞
令
書
で
用
い
ら
れ
て
お
り

こ
の
面
で
古
琉
球
辞
令

と
連
続
し 、

「
一

人
」

を
欠
く

近
世
琉
球
辞
令
書
と
の
間
で
大
き
な
区

別
が
存
在
す
る 。

第
五
に 、

先
述
し
た
よ
う
に
古
琉
球
辞
令
書
に
比
べ

る
と
漢
字
表
記
が
目
立
つ

も
の
の 、

逆
に
近
世
琉
球
辞
令
書
に
比

べ

る
と
干
仮
名
表
記
が
目
立
つ

、

と
い
う

過
渡
期
辞
令
書
の
折
衷
的
性
格
は
G
i
S
全
体
に
認
め
ら
れ
る 。

こ
の
よ
う
に
全
体
的
に
観
察
す
る
と 、

多
良
間
島
の
同
点
の
辞
令

ま 、

古
琉
球
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
の
中
間
に
位
置
す
る
過

渡
期
梓
令
HA
の
中
に 、

み
ず
か
ら
の
位
置
を
占
め
て
レ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う 。

と
ニ
ろ
て 、

多
良
間
島
の
梓
令
書
問
点
に
中

年
号
が
使
用

れ
て
い
る
点
だ
が

こ
の
特
徴
は 、

別
段
多
良
間
島
の
辞
令
室円
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く 、

琉
球
に
お
け
る
す
べ
て
の
梓
令
書
(
肯
琉
球
辞
令
書 、

過
渡
期
辞
令
書 、

近
世
琉
球
辞
令
書)

こ
共
通
す
る
特
徴
の

つ
で
あ
る 。

そ
の
理
由
は
明
白
で 、

琉
球
国
王
が
中
国
皇
帝
の
冊
封
を
受
け
そ
の
権
威
に
服
し
て
い
る
外
交
形
式
上
の
故
で
あ
る 。

中

国
年
号
は
外
交
文
書 、

行
政
文
書 、

系
図
家
譜 、

金
石
文
な
ど
あ
ら
ゆ
る
琉
球
の
文
書
で
用
い
ら
れ
て
お
り 、

辞
令
書
の
場
合
も
ま
た
そ

の
慣
例
に
従
っ

て
い
る
だ
け
の
事
で
あ
る 。

こ
こ
で
花
日
し
て
い
た
だ
き
た
レ
の
は 、

と
く
に
過
渡
期
辞
令
書
の

部
に
み
ら
れ
る
中
国

年
号
の
混
乱
ぶ
り
で
あ
ろ
う 。

た
と
え
i 、

多
良
間
島
の
辞
令
書
の
う
ち
B
は
「
弘
光
元
年
」
(

ハ
内
五

C
は
「
降
武
三
年
」

六
円
七d

と
い
う
年
号
を
用
い
て
い
る。

そ
れ
以
外
の
過
渡
期
辞
令
書
の
中
て
は
O
が
「
隆
武
八
年
」
(
一

六
五一
)

と
い
う
年
号
を
用

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

周
知
の
よ
う
に
中
国
で
は

一

三
六
八
年
に
建
国
さ
れ
二
七
O
年
余
に
わ
た
っ
て
中
国
全
土
に
君
臨
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
明
朝
が

二
ハ

四
阿
年
(
崇
禎
卜

七)

に
滅
び 、

か
わ
っ

て
清
朝
が
同
年
(
順
治
元)

に
建
国
さ
れ
た

。

し
か
し 、

明
の
「
遺
臣
」

た
ち
は
征
服
国
家
清

朝
に
抵
抗
し

い
わ
ゆ
る
南
明
政
権
を
樹
立
し
た
た
め
中
国
に
お
け
る
政
情
の
不
安
定
は
去
ら
な
か
っ

た
(
明
清
交
替
期)

。

弘
光
ま

南

明
政
権
福
王
の
年
号 、

隆
武
は
同
唐
王
の
用
い
た
年
号
で
あ
る 。

し
か
も 、

隆
武
は
元
年
の
み
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で 、

C
や
O

の
い
う
よ
う
に
隆
武
三
年 、

同
八
年
と
い
う
用
い
か
た
は
は
な
は
だ
奇
妙
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

表
6
に
も
と ず
つ
い
て
説
明
す
る

と 、

G
i

M

N
は
損
欠
に
よ
り

不
明

の
辞
令
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
万

天
啓 、

崇
禎
は
い
ず
れ
も
明
朝
の
年
号

D
I
S
で
用

い
ら
れ
て
い
る
順
治
は
清
朝
の
年
号
で
あ
る 。

こ
の
明
朝 、

清
朝
の
年
号
の
間
に
B
1

0
の
弘
光 、

降
武
と
い
う
南
明
政
権
の
年
号
が
入

っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る 。

に見るL困の存主形態とその変化

す
で
に
お
気
づ

き
の
よ
う
に 、

右
の
事
態
は
次
に
述
べ

る
事
実
を
反
映
し
て
い
る 。

一

三
七
二
年
以
後
明
朝
と
の
聞
に
冊
封
・

進
貢
関

係
を
維
持
し
て
き
た
琉
球
王
国
は 、

中
国
に
お
け
る
明
清
交
替
に
際
し
て
も
し

ば
ら
く
は
南
明
政
権
と
の
聞
に
冊
封
・

進
貢
関
係
を
継
続

し 、

や
が
て
南
明
政
権
の
弱
体
化
に
と
も
な
っ

て
新
し
い
覇
者
で
あ
る
清
朝
と
の
聞
に
冊
封
・

進
貢
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。

B
i

O
の
弘
光 、

隆
武
年
号
使
用
期
は 、

中
国
に
お
け
る
右
の
動
勢
を
見
き
わ
め
な
が
ら
南
明
政
権
と
暫
定
的
に
伝
統
的
な
冊
封
・

進
貢
関
係

を
継
続
し
た
時
期
に
相
当
す
る 。

し
か
し 、

こ
の
間
中
国
の
国
土
・

沿
岸
に
お
け
る
治
安
の
乱
れ
か
ら
琉
球
の
進
貢
使
船
の
中
国
渡
航
は

困
難
を
き
わ
め 、

中
国
の
内
情
を
正
確
に

羽
握
す
る
機
会
は
遠
の
い
て
い
た
わ
け
だ
が 、

こ
の
点
が
隆
武
三
年 、

隆
武
/
年
と
い
う
奇
妙

な
年
号
使
用
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、

過
渡
期
辞
令
書 、

な
か
ん
ず
く
B
1

0
の
三
点
の
辞
令
書
ま 、

明
清
交
替

辞令第2y

と
そ
れ
に
対
応
し
た
琉
球
王
国
の
対
中
国
外
交
事
情
の
臨
場
感
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
も
興
味
ぶ
か
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る 。
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受
給
者
の
限
定
と
役
人
制
度
の
転
換

さ
て、

多
良
間
島
の
内
点
の
辞
令

お
よ
び
同
辞
令
書
の
位
置
す
る
過
渡
期
辞
令
書
の
形
式
上
の
問
題
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
検
討
し

て
き
た
が、

次
に
角
度
を
変
え
て
一

歩
内
容
上
の
問
題
点
に
わ
け
入
っ

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う。

琉
球
の
辞
令
書
の
変
遷
史
の
中
で、

実
は、

最
も
興
味
ぶ
か
い
変
化
の
一

つ
は
受
給
者
の
範
囲
が
近
世
琉
球
辞
令
書
の
段
階
に
至
っ

て

十
年

二

六
六
七)

の
条
は
「
往
昔
の
世、

貴
賎
重
軽
を
論、
ぜ
ず、

官
職
を
授
賜
す
る
に、

著
し
く
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う。
『
球
陽
』

巻
六、

尚
質
王

則
ち
御
朱
印
を
以
て
す。

今
年
改
定
し
て、

金
奉
行
・

貝
摺
奉
行
・

螺
赤
頭
奉
行
・

勢
頭
・

筑
登
之
・

諸
蔵
役
人

-

親
見
世
役
人
・

問
役
・

唐
主
部
・

久
米
村
民
・

那
覇
大
筆
者
・

脇
筆
者
・

諸
郡
酋
長
・

提
・

日
差
・

祝
女
・

三
平
作
事
提
・

太
平
山、

局{
巳
・

重
職
に
擢
ん
づ
れ
は、

則
ち
此
の
印
を
賜

ー/
 

(5)
 

ふ
」

と
述
べ

る。

右
の
記
事
に
よ
れ
ま、

往
昔
よ
り
こ
の
年
(

山
脇
首
里
大
屋
チ
・

栄
良
比
等
は、
{
日
職
を
授
く
と
難
も、

御
朱
印
を
授
け
ず、

ムノ
一
ハ
七
年)

ま
で
は
貴
賎
重
軽
を
論
ぜ
ず
官
職
を
授
賜
す
る
際
に
御
朱

印
H
辞
令
書
を
発
給
す
る
慣
例
と
な
っ

て
レ
た
が

官
の
職
に
の
み
辞
令
書
を
与
え
る
よ
う
に
し
た、

一

大
変
化
が
起
こ
っ

て
レ
る。

こ
の
年
よ
り
改
定
し
て
軽
職
・

下
官
の
任
職
こ
は
辞
令
書
を
発
給
せ
ず、

重
職
・
」口同

と
い
う。

こ
の
記
事
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に、

近
世
琉
球
辞
令
書
で
ま
発
給
範
囲
に

一

覧
し
て
了
解
で
き
る
よ
う
に
重
職
・

高
官
の
み

し
か
あ
が
っ

て
い
な
レ
。

ま
ず

里

表
7
は
近
世
琉
球
昨
令
行一円
の
発
給
状
況
を
見
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が、

王
府
行
政
機
構
で
は
三
司
官
・

奉
行
お
よ
び
久
米
村

所
や
知
行
高
を
給
せ
ら
れ
る
地
頭
ク
ラ
ス
、

地
方
行
政
機
構
で
は
両
先
島
の
頭 、

各
間
切
の
夫
地
頭
ク
ラ
ス
、

神
女
で
は
大
阿
母
ク
ラ
ス

し
か
見

の
正
議
大
夫
・

中
議
大
夫
ク
ラ
ス
、

当
た
ら
な
い

。

表
6
と
対
照
す
る
と 、

右
の
各
官
職
よ
り
下
位
の
錠
・

ノ
ロ
・

目
差
・

筑
殿
・

首
里
大
屋
子
・

与
人
な
ど
の
役
ま

表
7
の

は
発
給
せ
ず、

示
す
発
給
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
さ
に
『
球
陽
』

の
述
べ

る
よ
う
に、

軽
職
・

下
官
の
職
に
対
し
て
は
任
職
を
す
れ
ど
も
辞
令

の
発
給
範
囲
か
ら
見

と
い
う
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
状
況
を
明
瞭
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。

し
た
が
っ

て、

辞
令

る
と、

古
琉
球
辞
令
書
・

過
渡
期
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
と
の
聞
に
は
深
い
断
絶
が
横
た
わ
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う。

残
存
す
る
過

渡
期
辞
令
書
の
最
後
は
順
治
卜
八
年

ご

六
六

二

の
ヨ
キ
ヤ
ノ
ロ

職
叙
任
辞
令
書
で
あ
る
か
ら
(
表
6
参
照)
、

右
の
辞
令
書
発
給
範

囲
の
改
定
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と、
お
そ
ら
く
過
渡
期
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令

は
康
照
五
年

二

六
六
六
)

十
一

に
一

線
を
画
す
年
代
は
一

六
六
七
年
な
の
で
あ
ろ
う。

周
知
の
よ
う
に、

琉
球
に
お
け
る
近
世
的
改
革
の
最
大
の
立
役
者
で
あ
っ

た
向
象
賢
(
羽
地
朝
秀)

月
王
国
最
高
の
政
治
ポ
ス
ト
で
あ
る
倶
政
の
地
位
に
就
任
し、

同
十

辞令l::に見るで同の存在形態とその変化

持 |事例数

2 
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ハI!_ 1::1引のド賜(地鼠叙fT:含む)

犬伝[-(土地頭)の叙fE

修行職の叙任

�員職の叙任

中議太夫職の叙{長

正議太夫職の叙fT:

知行自の下賜

:司官職の叙fT:

大阿{辻職の叙任

第2市

点7

年

二

六
七
三
)

十
一

月
退
職
す
る
ま
で
の
七
年
間
国
政
に
敏
腕

を
ふ
る
う
の
で
あ
る
が、

過
渡
期
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
に
一

線
を
画
す

と
み
ら
れ
る
一

六
六
七
年
が
こ
の
向
象
賢
摂
政
就
任
直
後
の
時
点
に
当
る
点
に

着
目
し
た
い
。

向
象
賢
摂
政
期
の
施
策
を
伝
え
る
『
羽
地
仕
置
』

に
は
右
の
問
題
を
解
く
直

接
の
手
が
か
り
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が、

し
か
し
な
が
ら
問
題
の
カ
ギ
は
古
琉

球
的
伝
統
の
見
直
し、

近
世
的
政
治
路
線
の
確
立
を
画
策
し
た
彼
の
施
策
体
系

H
向
象
賢
路
線
の
中
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で、

そ
の
検
討
は
い
ず
れ
別
稿
に

(6)
 

お
い
て
お
こ
な
い
た
い
。

た
だ、

こ
こ
で
一

つ
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は、

彼
の
施
策
に
お
い
て

貫
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
身
分
・

役
職
・

位
階
の
序
列
化

で
あ
ろ
う。

た
と
え
ば、

「
+

里
之
子
座
之
儀、

当
若
里
之
子
・

勢
頭
・

筑
登
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之
と
申
候
て 、

若
里
之
子
は
筑
登
之
座
敷
よ
り

位
上
ニ

て
候
処 、

下
座
仕
候
儀 、

不
可
然
候
問 、

比
節
よ
り 、

筑
登
之
た
よ
り

上
座
ニ

召

成
候
紅
」
(
句
読
点
引
用
者 、

変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た

。

以
下
同
じ)

と
あ
る
よ
う
に 、

王
府
内
で
の
序
列
に
と
も
な
う
着
座
の

規
準
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
施
策
も
そ
の
一

つ
で
あ
る 。

あ
る
い
は
ま
た、

「
普
代
筋
目
之
衆
ハ

、

諸
問
切
衆
中
或
ハ

新
参
之
衆 、

此

中
同
位
ハ

歳
次
第
座
仕
候
得
共 、

此
節
よ
り

相
改 、

普
代
筋
目
之
衆
ハ

可
為
座
上
候 。

其
外 、

細
工
上
り 、

町
上
り 、

田
舎
衆
中 、

又
内

(8)
 

上
り

は
歳
次
第
座
可
仕
候 。

附 、

諸
人
筋
目
之
儀 、

公
儀
然
と
不
相
知
候
問 、

各
系
図
仕
可
被
差
出
候
」

と
あ
る
よ
う
に 、

諸
代
筋
目
の

序
列
上
の
優
位
を
強
調
し、

筋
目
を
明
確
化
す
る
た
め
に
系
図
の
作
成
・

提
示
を
求
め
た
こ
と
も
そ
の
一

例
と
い
え
よ
う 。

よ
う
す
る
に

身
分
・

役
職
・

位
階
上
の
序
列
を
明
ら
か
に
し、

序
列
に
応
じ
た
規
定
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
向
象
賢
路
線
と 、

身
分
・

役
職
・

位
階
の

ま
で
の
段
階
と
が
対
立
し、

前
者
が
後
者
を
駆
逐
す
る
と
こ
ろ

に
過
渡
期
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令

序
列
に
関
係
な
く
い
か
な
る
任
職
に
も
辞
令
書
を
与
え
た
過
渡
期
辞
令

を
区
切
る
論
理
を
見
る 、

と
の
結
論
だ
け
を
こ
こ
で
は
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う 。

目
差
各
職
の
叙
任
に
と
も

さ
て 、

右
に
述
べ

た
よ
う
な
背
景
を
理
解
す
れ
ば 、

多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
は
首
里
大
屋
子 、

与
人 、

に
相
当
し

そ
れ
以
後
は
そ
の
よ
う
な
役
職
の
任
職
に
と
も
な
う
辞
令

は
当
の
多
良
間
島
で

な
っ

て
発
給
さ
れ
た
最
後
段
階
の
辞
令

と
い
う
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

事
実 、

そ
の
結
論
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に 、

残
存

も
沖
縄
全
体
で
も
見
出
す
こ
と
は
な
し

目
差
の
各
職
へ
の
叙
任
を
伝
え
る
事
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る

す
る
近
世
琉
球
辞
令
書
の
中
に
首
里
大
屋
子 、

与
人 、

(
表
7
参
照)

。

こ
こ
に
至
っ

て 、

多
良
間
島
の
辞
令
書
を
め
ぐ
る
問
題
点
の
検
討
も
終
止
符
が
打
た
れ
る
べ

き
と
こ
ろ
で
あ
る
が、

し
か

し、

今
一

つ
だ
け
な
お
吟
味
す
べ

き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る 。

十
七
世
紀
三
0
1

五
0
年
代
に
多
良
間
島
の
人
自
身
が
多
良
間
島
統
治
の
要
職
で
あ
る
首
里

大
屋
子 、

与
人 、

私
は 、

多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
は 、

と
先
に
指
摘
し
て
お
い
た

。

こ
の
問
題
に

日
差
の
職
に
就
く
慣
例
・

制
度
が
厳
然
と
存
在
し
た
こ
と
を
教
え
て
い
る 、

つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
思
う 。

tr令刊にはるE国の作在形態とその変化
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多
良
間
島
は
近
世
琉
球
に
お
い
て
特
異
な
身
分
制
的
状
況
を
も
っ

島
と
し
て
知
ら
れ
て
レ
る。

系
図
を

も
つ

身
分
を
土
H
系
持、

も
た
な
い
身
分
を
百
姓
H
無
系
と
し
た
琉
球
独
自
の
士
農
分
離
H
身
分
制
下
に

あ
っ

て 、

多
良
間
島
の
み
が
人
口
の
過
半
を
士
身
分
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。

表
8
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い

。

明
治
卜

六
年

二

八
八
三
)

月
一

日
現
在
の
多
良
間
島
(
水
納
島
を
含
む)

の
人
n

状
況
を
示
し
た
も
の
だ
が、

そ
れ
に
よ
る
と
総
人
n
に
占
め
る
士
族
の
構
成
比
は
五
一
・

二
% 、

戸
数
で

見
て
も
五
0
・

五
% 、

つ
ま
り
島
民
の
過
半
は
士
族
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る 。

士
族
の
い
な
い
水
納
島

を
除
い
て
多
良
間
島
の
み
に
つ
い
て
計
算
す
る
と 、

総
人
口
に
対
し
て
五
四
・

O
% 、

戸
数
で
五
三
・

三

%
で
あ
り 、

士
族
構
成
比
は
さ
ら
に
高
く
な
る 。

こ
う
し
た
特
異
性
を
も
っ
多
良
間
島
に
は 、

当
然
の
こ

と
な
が
ら
土
原
姓 、

向
葡
姓 、

浦
渡
姓
な
ど
島
独
自
の
士
身
分
の
一

門
H

姓
族
と
そ
の
系
図
が
存
在
す
る 。

多
良
間
島
の
代
表
的
な
姓
族
に
土
原
姓
が
あ
り 、

?)
 

の
際
に
功
が
あ
り
「
多
良
間
島
主
」

に
な
っ

た
と
い
う
「
土
原
豊
見
親
春
源
」

を
祖
と
す
る 。

」
の
姓
族
は
ア
カ
ハ

チ
・

ホ
ン
ガ
ワ
ラ
の
乱

ご

五

0
0
年)

二
代
目
「
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
図
」 、

三
代
目
「
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
信
」

ま
で
の
履
歴
は
は
っ

き

り
し
な
レ
が、

『
土
原
氏
家
譜
』

正
統
か
ら
推
察
す
る
か
ぎ
り
で
は 、

多
良
間
島
主
H

多
良
間
首
里
大
屋

子
の
地
位
を
継
承
し
て
き
た
模
様
で
あ
る 。

四
代
以
後
十

代
ま
で
は
表
9
に
そ
の
任
職
の
状
況
を
整
理
し

た
が

一

覧
し
て
興
味
ぶ
か
い
問
題
点
が
浮
び
あ
が
っ

て
く
る 。

第
一

に 、

四
世
春
村 、

五
世
春
信一
両
名

の
記
事
は
御
朱
印
H

辞
令
書
に
も
と ‘、
つ
い
て
お
り 、

四
世
春
村
の
賜
っ

た
分
ま

古
琉
球
辞
令
書 、

五
世
春

喧
が
賜
っ

た
三
点
は
過
渡
期
辞
令
指一日
で
あ
る 。

つ
ま
り 、

目
差 、

与
人 、

首
里
大
屋
子
の
各
職
に
対
し
て

も
辞
令
室
が
発
給

れ
て
い
た
時
代
の
産
物
で
あ
る

残
念
な
が
ら
春
村 、

春
喧
の
受
け
た
四
点
の
辞
令
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l�原性の任職状況( 4 Ilt-----I 01吐)

圃 一回一

人 名 fT: 職
一

4世 作村
• 1567年8 JlI 011多良間首早大原f-(御朱fll)

(1538-----1608) 

• 1612年9月1811多良間11差(御朱印)
5世 存H宵

• 1655年7月 1 1]塩川与人(御朱印)
(1587-----1663) 

• 1659年8月11 U多良間首里大屋[-(御朱印)
一

6世 存店、
• 1692年赤八巻

(1634-----1700) 

• 1692年赤八巻
7位 存遊

• 1700-----02年宮占島耕作当
(1637� 1700) 

• 1713年筑査之座敷

• 1712年亦八巻

.1744-----46年芭蕉当

• 1747年東仲宗根円差
8世 春倫

• 1748年水納11差
(1668�1761) 

• 1750年佐和田11差

• 1754年国仲与人

• 1756年塩川与人

9世 春猶

(1723�55) 

10世 存清 • 1758年仙山仮筆者

(l727�75) • 1761年西里村耕作筆書

長9
春
清
は
耕
作
当 、

耕
作
筆
者
ど
ま
り
で
し
か
な
い

。

第
三
は 、

八
世
春
倫
が
東
仲
宗
根
目
差 、

佐
和
田
目
差 、

が
西
里
村
耕
作
筆
者
に
な
っ

て
い
る
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、

多
良
間
島
の
土
が
宮
古
島
・

伊
良
部
島
の
役
人
に
な
る
事
態
が
登
場
し
て

い
る
点
で
あ
る。

つ
ま
り 、

在
所
と
任
地
の
垂
離
が
起
こ
っ

て
い
る
点
に
注
目
し
た
い

。

右
の
第
-

の
点
に
つ
い
て
よ
す
で
に
論
じ
て
お
い
た
の
で
再
説
を
要
し
な
い
と
思
う
が、

第
二、

第
三
の
点
に
つ
い
て
よ
若
干
の
コ
メ

告一口
は
現
存
し
な
い
)

。

第
二
に

任
職
の
状
況
を
見
る
と 、

五
世

春
喧
と
六
世
春
穏
の
聞
に
深
い

ギ
ャ
ッ

プ
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

る。

つ
ま
り 、

春
喧
ま
で
は
多

「平良rlî史J第3巻資料編lより作成。

良
間
首
里
大
屋
子
の
職
に
就
い

て
い
る
も
の
の 、

春
穏
以
後
は

多
良
間
首
里
大
屋
子
こ

な
っ

た

者
が
な
く

わ
ず
か
に
ノ
世
春

倫
が
塩
川
与
人
の
地
位
に
就
い

た

点
が

目
を
ひ

く
程
度
で
あ

る

ハ
世
春
穏 、

九
世
春
猶
に

注)

至
っ

て
は
全
く
役
職
を
与
え
ら

れ
で
な
く 、

七
世
春
遊 、

十
世

国
仲
与
人
に 、

十
世
春
清

ン
卜
が
必
要
と
思
わ
れ
る。

な
ぜ
な
ら、

右
二
点
の
状
況
は
多
良
間
島
の
今
一

つ
の

有
力
な
姓
族
で
あ
る
向
喬
姓
な
ど
に
つ
レ
て
も
全
く

あ
る。

同
様
に
認
め
ら
れ
る
一

般
的
傾
向
で
あ
り、

向
故
に
こ
う
し
た
事
態
が
登
場
し
て
き
た
の
か、

当
然
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
だ
か
ら
で

=;) 

/ 

山
島
年
来
記
』

に
よ
る
と 、

康
県
十
七
年

こ

六
七一
/
)

思
納
親
方
仕
置
の
際
「
諸
地
頭
目
差
唆
村
一

代
仕
候
得
ハ

、

遠
所
之

地
頭
不
勝
手
有
之
候
付 、

三
年
替
仕 、

六
月
ニ

更
相
被
御
定
候
」 、

と
い
う 。

つ
ま
り 、

諸
地
頭
(
首
里
大
屋
子
・

与
人
の
こ
と)

差
な
ど
唆
役
人
が
「
終
身
制
」

か
ら
「
三
年
交
替
制
」

全
体
の
現
存
す
る
系
図
・

家
譜
類
を
通
覧
す
る
と 、

多
良
間
島
の
唆
役
人
四
職 、

す
な
わ
ち
多
良
間
首
里
大
屋
子 、

塩
川
与
人 、

多
良
間

へ
と
大
き
く
転
換
し
た
の
で
あ
る。

こ
の
施
策
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に 、

宮
古

日
差

水
納
日
差
の
職
に
多
良
間
以
外
の

の
任
職
例
が
お
び
た
だ
し
く
登
場
し
て
く
る。

こ
の
こ
と
か
ら 、

多
良
間
島
の
唆
役
人
四
職

一

六
七
八
年
を
契
機
に
宮
古
全
体
の
唆
役
人
三
年
交
替
制
に
と
っ

て
単
な
る
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ

ン
・

ポ
ス
ト

の
一

つ
に
す
ぎ
な
く
な
っ

』ま

辞令�iにはるl.IIiJの{rイL形態とその変化

た
こ
と
が
わ
か
る。

し
た
が
っ

て 、

終
身
制
時
代
に
は
多
良
間
島
の
人
が
自
動
的
に
任
職
さ
れ
る
は
ず
の
ポ
ス
ト

だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら

ず 、

二一
年
交
替
制
時
代
に
入
る
と
他
所
(
と
く
に
蔵
元
の
置
か
れ
た
宮
肯
三
箇)

の
士
た
ち
の
ロ
l

テ
l
シ
ョ

ン
・

ポ
ス
ト

に
性
格
が
変

ノ
世
春
倫 、

ー
惜一
春
清
が
他
所
の
役
人
に
任
職

化
し
た 。

土
原
姓
の
五
世
春
喧
と
六
世
春
穏
の
聞
に
横
た
わ
る
ギ
ャ
ッ

プ
は 、

右
に
述 、
べ
た
よ
う
な
事
情
の
反
映
で
あ
り 、

れ
た
の
も
右
の
事
情
の
証
左
な
の
で
あ
る。

こ
の
事
情
か
ら
い
え
ば 、

多
良
間
島
の
A
i
D
の
四
点

る、

と
レ
う
こ
と
が
で
き
よ
う 。

の
辞
令
乃
は 、

多
良
間
島
の
人
が
多
良
間
統
治
の
要
職
に
自
動
的
に
任
職
さ
れ
て
い
た
終
身
制
時
代
の
最
後
段
階
の
証
拠
の
一

つ
で
も
あ

第2 1字

目
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若
干
の
総
括

以
上 、

多
良
間
島
の
四
点
の
辞
令
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
吟
味
し
て
き
た
の
で
あ
る
が 、

最
後
に
要
点
の
み
を
か
い
つ
ま
ん
で
整
理

し
て
お
こ
う 。

① 

多
良
間
島
の
辞
令
書
四
点
は
A
i
C
が
あ
る
特
定
の
人
物
に
与
え
ら
れ
た
一

連
の
も
の 、

D
が
マ
サ
リ

に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り

」
の
両
者
は
父
子
と
推
測
さ
れ
る
こ
と。

② 

多
良
間
島
の
辞
令
書
は
形
式
上 、

古
琉
球
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
の
中
間
に
位
置
す
る
過
渡
期
辞
令
書
の
中
に
含
ま
れ
る
こ

と
③ 

多
良
間
島
の
辞
令
書
B 、

C
は
明
清
交
替
期
の
混
乱
を
反
映
し
た
年
号
を
も
っ
数
少
な
い
事
例
の
一

つ
で
あ
る
こ
と。

④ 

過
渡
期
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
を
画
す
る
契
機
は
受
給
者
の
限
定
で
あ
り 、

年
代
と
し
て
は
一

六
六
七
年
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
こ
と。

⑤ 

受
給
者
の
限
定
は
向
象
賢
路
線 、

な
か
ん
ず
く
そ
の
身
分
・

役
職
・

位
階
の
序
列
化
政
策
に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と。

⑤ 

多
良
間
島
の
辞
令
書
は
右
の
受
給
者
の
限
定
に
よ
り 、

以
後
は
辞
令
書
を
受
け
な
く
な
る
首
里
大
屋
子 、

与
人 、

目
差
各
職
の
直

前
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と。

⑦ 

一

六
七
八
年
の
暖
役
人
終
身
制
か
ら
三
年
交
替
制
へ
の
転
換
に
と
も
な
い 、

多
良
間
首
里
大
屋
子
以
下
の
多
良
間
島
の
唆
役
人
は

宮
古
全
体
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・

ポ
ス
ト
の
一

つ
に
す
ぎ
な
く
な
り、

多
良
間
島
の
人
が
向
島
の
唆
役
人
に
自
動
的
に
任
職
さ
れ
る

時
代
は
終
止
符
を
打
た
れ
た
こ
と。

③ 

⑦
に
よ
り 、

多
良
間
島
の
辞
令
書
は 、

多
良
間
島
の
人
が
向
島
の
畷
役
人
に
自
動
的
に
任
職
さ
れ
て
い
た
終
身
制
時
代
の
最
後
段

階
を
伝
え
る
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と。

以
上
が
本
節
の
要
点
で
あ
る
が 、

念
の
た
め
に
補
足
す
る
と、

多
良
間
島
か
ら
今
後
新
た
に
辞
令
書
が
発
見
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
場
合 、

そ
れ
は
古
琉
球
辞
令
書
も
し
く
は
過
渡
期
辞
令
書
の
い
ず
れ
か
で
あ
り 、

近
世
琉
球
辞
令
書
が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
は
論
理
的
に
い
っ

て
あ
り
え
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う 。

最
後
に
今
一

点
だ
け
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
問
題
が
あ
る 。

そ
れ
は
B 、

C
の
辞
令
書
に
登
場
す
る
仲
筋
与
人 、

A
の
辞
令
書
に
登

場
す
る
仲
筋
目
差 、

イ
ル
イ
筋
目
差
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る 。

近
世
の
多
良
間
島
の
唆
役
人
は 、

た
と
え
ば
『
琉
球
国
由
来
記
』

巻一
一
(
一

七

三
年)

が
記
す
よ
う
に 、

多
良
間
首
里
大
屋
子 、

塩
川
与
人 、

多
良
間
目
差 、

水
納
目
差
の
四
職
で
あ
り 、

各
史
料
に
し
ば
し
ば
「
四

辞令書に見る王国の存在形態とその変化

人
」

と
略
称
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
う
ち
多
良
間
首
里
大
屋
子
は
C
の
辞
令
書
に 、

水
納
目
差
は
D
の
辞
令
書
に
そ
の
名
称
が
登
場
し

唆
役

人
と
一

致
す
る
も
の
の 、

仲
筋
与
人 、

仲
筋
目
差 、

イ
ル
イ
筋
目
差
の
三
職
は
唆
役
人
名
と
一

致
し
て
い
な
い

。

こ
の
問
題
を .
と
う
解
決

す
る
か

い
ず
れ
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が 、

そ
の
場
合
ア
プ
ロ
ー

チ
の
方
法
と
し
て
は 、

呼
称
の
変
化
が
あ
っ

た
か

ど
う
か 、

唆
役
人
の
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
ど
う
か 、

が
焦
点
に
な
る
で
あ
ろ
う 。

と
く
に
後
者
は 、

行
政
単
位
と
し
て
の
古
琉
球
以

来
の
シ
マ

制
度
が
近
世
に
入
っ

て
村
制
度
に
転
換
し
た
際 、

行
政
単
位
と
し
て
の
シ
マ
が
い
か
に
再
編
さ
れ
た
か 、

同
時
に
ま
た 、

そ
れ

に
と
も
な
っ

て
役
人
制
度
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
た
か
が
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
結
論
は
得
ら
れ
な
い
と
思
う 。

と
い
う
の
は 、

首
里
大

屋
子
職
は
古
琉
球
以
来
間
切
も
し
く
は
間
切
に
準
ず
る
島
な
ど
の
行
政
範
囲
に
一

人
づ
っ
設
置
さ
れ
る
原
則
が
あ
る
の
で 、

多
良
間
首
里

第2京

大
屋
子
職
が
古
琉
球
そ
し
て
近
世
に
お
い
て
も
存
続
す
る
理
由
は
ひ
と
ま
ず
う
な
づ
け
る
の
で
あ
る 。

問
題
は
与
人 、

目
差
の
冠
頭
に
用

レ
ら
れ
る
仲
筋、

イ
ノレ

イ
筋

水
納
(
A
l

D
の
辞
令
書
参
照)

で 、

」
れ
ら
は
い
ず
れ
も
シ
マ

名
で
あ
ろ
う 。

し
た
が
っ

て 、

近
世
の
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あ
る
時
期
(
十
七
世
紀
後
半
頃)

か
ら
多
良
間
島
が
仲
筋
村、

塩
川
村、

水
納
村
の
三
村
構
成
と
な
り、

そ
れ
に
対
し
て
上
記
の
多
良
間

首
里
大
屋
f
以
下
四
人
の
唆
役
人
体
制
が
設
置
さ
れ
た
時、

そ
の
変
化
を
根
底
に
お
い
て
規
定
す
る
問
題
は、

多
良
間
島
に
お
い
て
シ
マ

か
ら
村
へ
の
編
成
替
え
が
い
か
な
る
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
か

に
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る。

今
後
じ
っ

く
り
検
討
し
た
い
テ
1
マ
の

一

つ
と
考
え
て
い
る。

〔
註
〕

安
良
城
盛
昭
の
辞
令
書
研
究
の
一

端
は
同
氏
著
『
新
・

沖
縄
史
論
』

九
八
O
年
七
月、

沖
縄
タ
イ
ム
ス

社)

所
収
の
第
一

部
第
二
論
文、

第
二

部
第
4

論
文
に
示
さ
れ
て
い
る。

2 

後
に
「
古
琉
球
辞
令
書
と
そ
の
形
式
」

と
改
題
し
て
拙
著
『
沖
縄
歴
史
論
序
説
』
(
一

九
八
O
年
十
一

月、

=
二

書一
房)

に
第
一

部
E
論
文
と
し
て

収
録。

3 

親
里
家
文
書
の
全
文
は
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書』
(
一

九
七
九
年
三
月)
、

『
平
良
市
史
』

第
三
巻
資
料
編
l
(
一

九

八
一

年
一

月)

な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る。

な
お、

前
者
は
残
存
す
る
全
辞
令
書
の
写
真
を
掲
げ
て
お
り、

辞
令
書
研
究
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
便
利

で
あ
る。

本
節
も
こ
れ
の
思
恵
に
浴
し
て
レ
る
点
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

4 

明
清
交
替
期
の
琉
球
・

日
本
の
対
中
国
関
係
に
つ
い
て
は
石
原
道
博
『
明
未
清
初
日
本
乞
師
の
研
究』
(
一

九
四
五
年
十
一

月、

富
山
房)

と
レ
う

古
典
的
研
究
が
あ
る。

な
お、

明
清
交
替
期
の
琉
球
王
国
に
お
け
る
年
号
混
乱
は
王
家
の
墓
陵
玉
殿
内
の
石
厨
子
に
も
見
出
せ
る
(
本
書
第
三
章
「
玉

御
殿
の
石
厨
子
銘
書
に
つ
レ
て
」

参
照)
。

5 

球
陽
研
究
会
編
『
球
陽』

読
み
下
し
編

ご

九
七
四
年
三
月、

角
川
書
店)
一
一
O
一

1
二
O
二
頁
参
照。

6 

向
象
賢
路
線
の
基
本
像
に
つ
い
て
は
本
書
第
五
章

節
「
ユ
タ
禁
圧
の
前
提
|
古
琉
球
否
定
策
の
登
場
」

参
照。

沖
縄
史
料
編
集
所
編
『
沖
縄
県
史
料
』

前
近
代
!

こ

九
八
一

年
三
月)

一

O
頁
参
照。

同
右、

三
二
頁
参
照。

9 

土
原
豊
見
親
春
源
が
就
任
し
た
ポ
ス
ト
を
漢
文
史
料
は
「
多
良
間
島
主
」

と
表
現
し
て
レ
る
が、

尚
真
王
期
の
治
世
の
特
質
か
ら
見
て
多
良
間
首

里
大
屋
子
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。

nu
 
l
 

前
掲
『
平
良
市
史
』

第
三
巻
資
料
編
l
に
収
録
さ
れ
て
レ
る。

11 

前
掲
『
沖
縄
県
史
料
』

前
近
代
l

二
八
四
頁。

12 

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
前
掲
『
平
良
市
史
』

第
三
巻
資
料
編
l
に
収
め
ら
れ
て
い
る。

Z平令苫に見る王国の存在形態とその変化

付
論
l
・

古
琉
球
の
終
駕
と
ノ
ロ

辞
令
書

ハ
六
六
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
七
年
問、

摂
政
と
し
て
琉
球
王
国
の
国
政
に
敏
腕
を
ふ
る
っ

た
配
ぅ
劇
ぅ
駅
の
政
治
に
つ
い
て、

従
来

唱
え
ら
れ
て
き
た
評
価
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
再
検
討
し
て
み
た
い、

と
い
う
の
が
こ
こ
数
年
来、

私
が
い
だ
き
っ
と
つ
け
て
き
た
テ
ー
マ

の
一

つ
で
あ
る。
『
羽
地
仕
置
』

を
除
い
て
は
こ
れ
と
い
っ

た
史
料
が
な
く、

当
初
か
ら
困
難
は
予
想
し
て
い
た
も
の
の、

テ
ー
マ
の
ひ

め
る
魅
力
に
負
け
て
し
ま
い、

首
を
つ
っ
こ
む
羽
目
と
な
っ

た
次
第
で
あ
っ

た。

第2軍

向
象
賢
の
政
治
は、

琉
球
歴
史
の
上
で
古
琉
球
と
近
世
琉
球
の
結
節
点、

転
換
点
を
な
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る。

い
レ
か
え

れ
ば、

古
琉
球
よ
り
つ
ε
つ
い
た
政
治
や
社
会
の
体
質
を
い
か
に
近
世
的
な
体
質
へ
と
転
換
さ
せ
る
か
と
い
う
重
要
な
当
面
す
る
課
題
に
取
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り
組
ん
た
も
の
が、

向
象
賢
の
お
こ
な
っ

た
政
治
の
本
質
で

あ
り
歴
史
的
意
義
で

あ
る。

こ
の
実
感
は、

向
象
賢
以
後
の
近
世
期
史
料
を

ひ
も
と
く
た
び
に
痛
感
し
た
点
で 、

彼
の
政
治
を
明
確
に
把
握
し
な
い
か
ぎ
り

近
世
琉
球
を
全
体
と
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

:
、

、

右
L

カ

と
ま
で
思
う
よ
う
に
な
っ

た 。

た
と
え
ば 、

近
世
期
史
料
に
頻
出
す
る
固
有
信
仰
・

祭
杷
の
規
制 、

合
理
化
の
問
題
を
例
に
と
る
と、

こ
の
仕
掛
人
は
実
は
向
象
賢
だ

っ
た
の
で

あ
る。
『
羽
地
仕
置』

の
中
で
彼
は、

第
一

に 、

神
女
層
が
政
治
や
行
政
に
た
と
え
儀
礼
的
に
で

あ
れ
関
与
し
て
き
た
従
来
の

慣
例
を
否
定
し、

神
女
層
を
政
治
や
行
政
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
企
図
し
て
い
る。

第
二
に 、

固
有
信
仰
・

祭
杷
の
も
つ
迷
妄
を
批
判
し、

煩
墳
な
儀
礼
を
合
理
化
し
て 、

こ
れ
に
か
わ
る
儒
教
的
な
価
値
観
の
育
成
に
努
め
て
い
る。

第
三
に 、

固
有
信
仰
・

祭
杷
が
幅
を
き
か
せ

て
い
る
現
況
が
社
会
の
も
つ
べ
き
生
産
性
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
る
点
を
批
難
し、

そ
の
克
服
に
よ
っ

て
生
産
性
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る

か
に
腐
心
し
て
い
る。

こ
の
三
つ
の
点
は、

向
象
賢
以
後
の
首
里
王
府
宗
教
対
策
の
基
本
を
な
し
て
お
り、

そ
の
こ
と
を-
証
明
す
る
お
び

た
だ
し
い
史
料
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る。

第
三
の
点
に
つ
い
て
は

現
存
す
る
近
世
期
の
祭
杷
関
係
史
料
の
す
べ
て
が

」
と
に
第

そ
れ
を
裏
書
き
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い 。

い
う
ま
で
も
な
く 、

固
有
信
仰
・

祭
杷
へ
の
規
制 、

合
理
化
も
ま
た
向
象
賢
政
治
に
お
け
る
古
琉
球
か
ら
近
世
琉
球
へ
の
転
換
を
画
策

す
る
事
業
の
一

環
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で

あ
る
が

さ
て 、

こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
を
典
型
的
に
示
す
と
思
わ
れ
る
事
例
を
一
つ
だ
け
紹
介

し
て
お
き
た
い
と
思
う。

古
琉
球
の
時
期
に
は

(
地
方
に
配
置
さ
れ
た
神
女)

は
国
王
の
名
に
お
い
て
ノ
ロ
職
に
叙
任
さ
れ 、

そ
の
証
と
し
て
辞
令
書
を

ノ
ロ

例
外
な
し
に
支
給
さ
れ
て
い
た 。

た
と
え
ば

ノ
ロ
職
に

あ
っ

た
母
親
が
死
去
し、

そ
の
跡
を
娘
が
受
け
継
ぐ

場
合
で
も、

そ
の
娘
に
対

し
て
国
王
名
の
辞
令

が
あ

ら
た
に
発
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た 。

実
は、

こ
こ
に
は、

ノ
ロ
職
に
関
す
る
世
襲
制
の
原
理
は
働
い

て
は
お
ら
ず

た
と
え
母
か
ら
娘
へ
の
継
受
が
お
こ
な
わ
れ
た
に
し
て
も、

あ
ら
た
に
ノ
ロ

職
を
得
る
者
は
辞
令
書
に
よ
っ

て
国
王
の
名

で
認
知
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
古
琉
球
の
叙
任
原
理
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る。

辞
令
書
に
即
し
て
考
え
る
と、

母
親
が
受
け
た
辞

令
書
は
母
親
の
死
去
と
と
も
に
効
力
を
失
う
の
で

あ
り、

娘
に
対
し
て
は
全
く
別
の

あ
ら
た
な
効
力
を
有
す
る
辞
令
書
が
必
要
だ
っ

た 、

と

し う
よ 事
り 情

の が
口訓あ
口: る
口

P

た
と
え
ば

回

ミ
や
き
せ
ん
ま
き
り
の

く
し

か
わ
の
ろ
又
ち
と
も
口

五
十
ぬ
き
ち
は
た
け
四
お
ほ
そ

又
ほ;

き
iま は;
る ま
と か
も わ
口( は

口き

く
し

か
わ
は
る
又
に
よ
は
は
る

辞令古に見る主国の存夜形態とその変化

も
と
の
の
ろ
の
く
わ

一

人
ま
か
と
う
に

回

た
ま
わ
り
申
候

し
よ
り
よ
り
ま
か
と
う
か
方
へ
ま
い
る

万
暦
三
十
五
年
七
月
卜

五
日

と
い
う
辞
令
書
を
例
に
と
る
と、

右
の
辞
令

は、

母
親
の
死
去
も
し
く
は
退
職
に
と
も
な
い 、

今
帰
仁
間
切
の
具
志
川
ノ
ロ

職
に
娘
の

マ
カ
ト
ウ
が
襲
任
す
る
に
際
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で

あ
る。

ノ
ロ
職
へ
の
叙
任
と
と
も
に 、

四
ヶ

所
の
ハ
ル
(
原)

に
所
在
す
る
五
O

第2京

ヌ

キ

(
四
オ
ホ
ソ

)

の
畑
を
役
地
(
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
と
い
う)

と
し
て
安
堵
さ
れ
て
お
り、

以
上
の
件
に
つ
い
て
国
王
に
よ
る
認
知
が
な

さ
れ 、

左
右
に
朱
印
(
首
里
之
印)

が
押
印
さ
れ
て
レ
る。

死
去
し
た
母
親
も
同
様
の
辞
令

を
得
て
い
た
は
ず
だ
が、

そ
の
辞
令

は
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当
人
の
死
去
に
よ
り
効
力
を
失
い 、

た
と
え
娘
に
よ
る
継
受
と
い
え
ど
も 、

あ
ら
た
め
て
辞
令

に
よ
る
認
知
が
必
要
だ
っ

た
事
情
を

点
の
疑
い
も
な
く
例
証
し
て
く
れ
て
い
る 。

世
襲
制
に
も
と
づ
か
な
い
古
琉
球
独
特
の
叙
任
原
理
は 、

別
段
ノ
ロ
に
か
ぎ
っ

た
こ
と
で
は
な
く 、

他
の
神
女
や
官
人
・

官
職
に
も
見

ら
れ
る
共
通
し
た
も
の
だ
が 、

こ
う
し
た
状
況
が
近
世
期
に
入
っ

て
大
き
く
変
容
し
た
こ
と
を
辞
令
書
は
教
え
て
い
る 。

そ
の
点
は

ず
辞
令
書
の
形
式
的
な
変
化
と
な
っ
て
表
れ
る
が

た
と
え
ば

①
平
仮
名
表
記
か
ら
漢
文
表
記
へ
と
移
行
す
る
こ
と

②
「
一

J
」

と
い
う
限
定
句
が
欠
落
す
る
こ
と

③
「
し
よ
り
よ
り

方
へ
ま
い
る
」

と
い
う
後
段
の
指
示
句
が
欠
落
す
る
こ
と

④
年
号
表
記
に
干
支
が
登
場
し
は
じ
め
る
こ
と

⑤
古
琉
球
伝
統
の
丈
量
単
位
に
か
わ
っ

て
石
高
表
示
が
登
場
し
て
く
る
こ
と

な
ど
と
い
っ
た
形
式
上
の
変
化
が
顕
著
に
表
わ
れ
て
く
る 。

そ
し
て 、

決
定
的
と
も
い
え
る
変
化
は 、

辞
令

の
発
給
範
囲
が
限
定
さ
れ

て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。

『
球
陽
』

巻
六 、

尚
質
王
二
十
年

こ

六
六
七)

の
条
に
「
往
昔
の
世 、

貴
賎
重
軽
を
論
ぜ
ず 、
{
目
職
を
授
賜
す
る
こ 、

則
ち
御
朱
印

を
以
て
す 。

今
年
改
定
し
て 、

金
奉
行
・

貝
摺
奉
行
・

螺
赤
頭
奉
行
・

勢
頭
・

筑
登
之
・

諸
蔵
役
人
・

親
見
世
役
人
・

問
役
・

唐
主
部
・

久
米
村
提
・

那
覇
筆
者
・

諸
郡
酋
長
・

提
・

目
差
・

祝
女

等
は 、

官
職
を
授
く
と
難
も 、

御
朱
印
を
授
け
ず 、

高
官
・

重
職
に
擢
ん

づ
れ
ば 、

即
ち
此
の
印
を
賜
ふ
」

と
あ
る 。

古
琉
球
の
時
代
に
は
貴
賎
重
軽
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
官
職
に
就
任
す
る
者
に
対
し
て
は

辞
令
書
(
御
朱
印)

を
発
給
し
て
き
た
が

一

六
六
七
年
よ
り
は
高
官
・

重
職
に
か
ぎ
り
発
給
し 、

軽
職
に
対
し
て
は
こ
れ
を
用
い
な
い

と
い
う
内
容
で
あ
る 。

辞
令
書
の
受
給
資
格
外
に
お
か
れ
た
職
の
中
に
ノ
ロ

祝
女)

職
が
入
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い

。

辞
令
書
の
支
給
範
囲
を
限
定
し
た
一

六
六
七
年
は、

向
象
賢
の
摂
政
二
年
目
に
当
る。

ま
た、

先
に
指
摘
し
た
五
点
に
わ
た
る
辞
令
書

の
形
式
上
の
変
化
が
決
定
的
・

固
定
的
と
な
っ
た
の
も
向
象
賢
の
倶
政
期
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
が 、

こ
の
こ
と
と
向
象
賢
政
治
の

聞
に
は
一

体
い
か
な
る
連
関
が
横
た
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か 。

少
な
く
と
も 、

向
象
賢
慎
政
期
の
政
治
に
よ
っ

て 、

辞
令
書
の
も
つ
意
義
は
古
琉
球
の
時
代
に
比
べ
て
著
し
く
低
下
し
た
こ
と
だ
け
は

明
ら
か
だ
ろ
う 。

あ
ら
ゆ
る
官
職
に
つ
い
て
辞
令
書
を
媒
介
に
し
た
国
王
名
の
個
別
的
叙
任
原
理
の
働
い
て
き
た
古
琉
球
の
段
階
に
対
し

て 、

向
象
賢
政
治
の
段
階
に
お
い
て
辞
令
書
は
限
定
的
・

形
式
的
な
位
置
に
低
下
し
て
し
ま
い 、

辞
令
書
に
か
わ
る
別
の
原
理
が
主
軸
を

な
す
よ
う
に
な
っ

た
と
予
想
さ
れ
る 。

お
そ
ら
く
こ
の
新
原
理
は 、
『
羽
地
仕
置』

の
随
所
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に 、

身
分
制
の
確
定 、

序
列
の
厳
格
化 、

王
府
機
能
の
整
備
な
ど 、

全
体
と
し
て
首
里
王
府
を
近
世
的
統
治
主
体
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
の
中
に
あ
り 、

安
良
城
盛
昭
が
『
新
・

沖
縄
史
論
』
(
一

九
八
O
年)

の
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に 、

い
う
な
れ
ば
系
図
的
な
編
成
原
理
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

辞令書に見るE国のff{f形態とその変化

も
の
で
あ
っ

た 。

つ
ま
り

国
王
と
各
官
職
が
辞
令

を
媒
介
と
し
て
個
別
的 、

直
接
的
に
結
束
さ
れ
た
古
琉
球
と
は
異
な
っ

て 、

系
図

に
よ
っ

て
身
分
制
的
に
編
成
さ
れ
た
集
団
に
対
し
て
国
王
が
向
い
合
う

形
を
と
り 、

こ
の
集
団
を
近
世
的
な
一

元
的
秩
序
に
ま
と
め
あ
げ

て
い
く
た
め
の
編
成
原
理
な
の
で
あ
る 。
『
羽
地
仕
置』

寛
文
十
年
十
一
月
十
八
日
の
覚
に
「
諸
人
筋
目
之
儀 、

八ム
儀
然
与
不
相
知
候
問 、

各
系
図
仕 、

可
被
差
出
候
」

と
あ
る
が 、

筋
目
を
系
図
に
よ
っ

て
確
定
す
る 、

つ
ま
り
系
図
に
よ
っ

て
系
持
(
士
族
身
分)

と
無
系
(
必l

民)

の
身
分
区
分
を
明
ら
か
に
し 、

系
図
の
内
容
に
よ
っ

て
系
持
内
の
身
分
の
上
F

を
定
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る 。

同
じ

覚
に
「
普
代
筋
目
之
衆
ハ

、

諸
問
切
衆
中
域
ハ

新
参
之
衆 、

此
中
同
位
ハ

歳
次
第
座
仕
候
得
共 、

此
節
よ
り

相
改 、

普
代
筋
目
之
衆

ハ

可
為
座
上
候
」

と
あ
り 、

普
代
筋
目
の
優
位
を
強
調
し
て
い
る
点
も
同
様
の
意
図
で
あ
る 。

第2守主

つ
ま
り 、

向
象
賢
政
治
は 、

琉
球
に
お
け
る
近
世
的
な
編
成
原
理
を
樹
立
す
る
事
業
で
あ
っ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
が 、

そ
の
結
果
と

し
て
辞
令
Z
の
も
つ
意
義
は
著
し
く
低
下
し

こ
れ
に
か
わ
っ

て
系
図
が
と
く
に

要
視

れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る 。

肯
琉
球
の ま
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時
期
に
辞
令
指一口
を
給
賜

れ
て
レ
た
官
職
の
中
で

向
象
賢
の
時 、

軽
職
に
対
し
て
は
そ
の
支
給
が
停
止
さ
れ
た
の
は
先
述
し
た
通
り
だ

が

し
か
し

か
と
い
っ

て

軽
職
に
あ
る
者
の
す
べ
て
が
あ
ら
た
に
登
場
す
る
系
図
に
よ
っ

て
系
持
に
ラ
ン
ク

れ
た
の
で
も
な
か
っ

た
。

た
と
え
ま

そ
の
代
表
的
な
例
が
ノ
ロ
で
あ
る 。

ノ
ロ
ェ 、

向
象
賢
政
治
に
よ
っ

て
辞
令
書
受
給
資
格
外
に
お
か
れ
た
の
み
な
ら
ず 、

系
図
の
時
外
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
無
系
と
な
り

身
分
制
の
仁
で
も
そ
の
地
位
は
大
き
く
低
下
し
た

。

系
図
に
象
徴
さ
れ
る
身
分
編
成
は
す
ぐ
れ
て
父
系
的
・

男
系
的
な
秩
序
で
あ
っ

た
の

で

そ
の
こ
と
も
彼
女
の
地
位
を
押
し
下

げ
る
面
で
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う 。

ま
た 、

役
地
(
ノ
ロ
ク
モ
イ
地)

や

夫
遣
の
点
で
も
待
遇
は
低
ド

の
傾
向
を
た
と
る
よ
う
に
な
っ

て
レ
く 。
『
羽
地
仕
置
』

寛
文
七
年
四
月

十
三
日
の
覚
に
「
諸
問
切
ぬ
る

く
も
ひ
之
儀 、

他
間
切
ぬ
る
く
も
ひ
申
請 、

祭
礼
仕
候
儀 、

此
節
よ
り

禁
止
申
付
候 、

若
ぬ
る
く
も
ひ
居
不
申
村
者 、

間
切
中
之
ね
る
く

も
ひ
申
請 、

祭
礼
仕
候
共 、

新
敷
立
候
共 、

勝
手
次
第
之
事
」

と
布
達
さ
れ
て
い
る 。

(
ぬ
る
く
も
ひ)

が
自
分
の
間
切
を
越
え
て
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ノ
ロ

他
間
切
の
祭
礼
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
じ 、

あ
わ
せ
て
指
定

れ
た
自
己
の
村
も
し
く
は・
間
切
内
に
お
い
て
の
み
祭
礼
を
と
り
お
-」
な
え

と
の
趣
旨
で
あ
る
が

」
こ
に
は

ノ
ロ
の
活
動
に
対
し
て

定
の
枠
が
は
め
ら
れ
て
レ
く
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る 。

ノ
ロ
が
王
府
レ
ベ
ル
で
尊
重
さ
れ
た
時
代
か
ら 、

や
が
て
王
府
レ
ベ
ル
で
地
位
を
著
し
く
低
下

せ
て
い
く
段
階
に
移
行
す
る
転
換
期

に
向
象
賢
の
施
政
が
あ
り

そ
れ
を
占
う
位
置
の
手
が
か
り
と
し
て
辞
令
書
を
め
ぐ
る
動
き
が
あ
っ

た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る 。

近
世
を

通
じ
て

ノ
ロ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
間
切
や
村
に
お
け
る
祭
紀
で

依
然
と
し
て
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
つ

ず
つ
け
る
わ
け
だ
が 、

し
か
し、

辞

令
書
受
給
者
よ
り

除
外
さ
れ
た
と
は
い
え 、

襲
任
に
際
し
て
は
王
府
の
認
可
を
要
し
た
と
い
う
点
で 、

彼
女
は
な
お
官
ノ
と
し
て
の
性
格

を
色
濃
く
残
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、

向
象
賢
の
政
治
は

ノ
ロ
に
つ
い
て
見
て
も 、

古
琉
球
の
段
階
に
終
止
符
を

打
ち 、

近
世
的
な
段
階
へ

と
移
行
す
る
転
換
点
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

付
論
2
・

辺
名
地
仲
村
家
辞
令
自
に
つ
い
て

一

六
七
六
年
六
月
二
十
日 、

安
良
城
盛
昭
・

仲
地
哲
夫
の
両
氏
と
私
は
木
部
町
字
辺
名
地
三
三
六
番
地 、

仲
村
貞
男
氏
宅
を
訪
ね
同
家

所
蔵
の
三
点
の
辞
令
書
を
調
査
し
た

。

こ
の
辞
令
書
の
存
在
に
つ
い
て
の
情
報
は
仲
地
が
入
手
し
た
が 、

実
見
す
る
ま
で
そ
の
存
在
の
真

偽
は
漠
然
と
し
て
い
た

。

し
た
が
っ

て 、

辞
令
書
を
手
に
し
た
時
の
私
た
ち
の
よ
ろ
こ
び
ま

き
わ
め
て

き
か
っ

た
。

翌

ト

口 、

私

た
ち
ま

県
教
育
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
し、

同
辞
令
書
の
発
見
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
ひ
と
ま
ず
公
表
し
た

『
沖
縄
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，5"Y令22に見る工同の存。:形態とその変化

タ
イ
ム
ス
』
『
琉
球
新
報
』

ハ
月
二
十

二
日
朝
刊
参
照)

。

い
っ

ぽ
う 、

保
存
状
態
の
悪
レ
同
辞
令
書
を
修
復
す
る
必
要
を
痛
感
し、

仲
村
家
に
そ
の
旨
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ 、

同
家
は
門
中
会
議

を
ひ
ら
い
た
う
え
で
こ
れ
に
同
室
し
た

。

そ
こ
で
七
月
九
日 、

石
川
市
の
当
真
恵
喜
氏
に
辞
令
書
の
修
復
を
依
頼
し、

九
月
十
三
日 、

修

復
作
業
は
み
ご
と
な
出
来
で
完
了
し
た

。

修
復
に
要
し
た
費
用
は
本
部
町
が
す
べ
て
負
但
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い

。

修
復
の
な

っ

た
日、

ひ
と
ま
ず
辞
令
笠け
を
仲
村
家v」
返
却
し、

そ
の
翌
日
(
十

円
口)

伊
波
普
猷
展
出
品
の
た
め
再
び
辞
令
書
を
借
用
し
た

。

そ
し

て 、

九
月
十

五
日
l

一
十
日
デ
パ

ー
ト
リ
ウ
ホ
ウ
で
開
催
さ

れ
た
伊
波
普
猷
展
に
同
辞
令
書
は
展
示
さ
れ
た

。

展
示
会
終
了
の
習
口
(

日)

辞
令
書
は
仲
村
家
に
返
却
さ
れ

現
在 、

仲
村
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る 。

第2市

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と 、

そ
の
後 、

民
俗
調
査
な
ど
で
ノ
ロ
の
家
筋
を
持

同
辞
令
書
は
一

O
年
ほ
ど
前
ま
で
は
か
な
り

保
存
も
よ
く 、

つ
同
家
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
乱
暴
に
扱
っ

た
た
め
破
損
に
及
ん
だ
も
の
ら
し
い

。

私
た
ち
が
調
査
し
た
時
に
は 、

す
で
に
危
険
な
状
態
に



お
ち
い
っ

て
い
た 。

仲
村
家
所
蔵
の
辞
令
書
は
万
暦
三
十

年

ハ
O
円

-
同
三
十

五
年

こ
六
O
七

-
同
四
十

年

二
六

)

の
三
点
か
ら
な

り 、

私
た
ち
は
こ
れ
に
辺
名
地
仲
村
家
辞
令
書
の
名
称
を
与
え 、

年
代
順
に
第一
ぢ
1一一一

号
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た 。

辺
名
地
仲
村
家
辞
令
書
第一
号

二
六
O
四
年)

L
よ

-
事

口
口
里
の
御
ミ

ロ

回
ミ

や
口
ぜ
ん
ま
ぎ
り

の

へ
な
ち
の
め
ざ
し
ハ

や
き
せ
ん
の
あ
ん
じ
の
御
ま
口5

一

人
う
し
の
へ
ば
ん
の
あ
く
か ‘へ
の
さ
ち
に

た
ま
わ
り
申
候

回
し
よ
里
よ
り
う
し
の
へ
ば
ん
の
あ
く
か
ベ
の
さ
ち
の
方
へ
ま
レ
る

万
暦=
にl

二
年
間
九
月
十

九
日

辺
名
地
仲
村
家
辞
令
書
第
二
号

ご
六
O
七
年)

聞島ザ

戸
田師
、
政MF}

し
ょ
口
の
口
口
口

回
ミ

や
き
ぜ
ん
ま
ぎ
り
の

ぐ
し
か
わ
の
ろ
又
ち
と
も

五

十
ぬ

き
ち

ょ
た

冷

円
お

ふ

そ

ぐ
し
か
わ
は
る
又
に
よ
は
ば
る
又
は
ま
か
わ
は
る

又
ほ
き
は
る
と
も

も
と
の
の
ろ
の
く
わ

一

人
ま
か
と
う
に

回

た
ま
わ
り
申
候

し
よ
里
よ
り
ま
か
と
う
が
方
へ
ま
い
る

万
暦
三
十
五
年
七
月
十
五
日

辺
名
地
仲
村
家
辞
令

第
三
号

二

六
一

二
年)

し
よ
里
の
御
ミ

事

辞令3に見る工国の存{主形態とその変化

固

ち
や や
は き
な ぜ
の ん
お ま
き ぎ
口そ り
口二 の

、
の
へ
ば
ん
の
口
口
口

固

く
だ

れ
候

万
麿
四
十

年
卜

二
月
八
日

第
一

号
は
サ
チ
を
辺
名
地
目
差
に
任
じ
た
も
の 、

第
二
号
は
マ
カ
ト
ウ
を
具
志
川
ノ
ロ
に
任
じ
た
も
の
で
あ
る 。

第
三
号
は
人
名
が
欠

落
し
て
い
る
が 、

謝
花
錠
の
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
一一一
点
と
も
「
首
里
之
印
」

が
押
印
さ
れ
(
こ
と
に
第
三
号
の
朱
印
は
あ

第2章

さ
や
か) 、

第

-
二
号
は
島
津
侵
入
直
前
の
も
の 、

第
三
号
は
侵
入
直
後
の
も
の
で
あ
る 。

大
づ
か
み
に
い
っ

て 、

こ
の
辞
令

の
史
料
的
価
値
は
少
な
く
と
も
六
つ
あ
る 。

①
ま
ず 、

古
琉
球
期
の
沖
縄
本
島
に
も
目
差
(
目
指)
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波
普
猷
全
集
』

第
一

巻、

の
役
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
定
で
き
る
点
で
あ
る
(
第
一

号)
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
伊
波
普
猷
が
『
古
琉
球
の
政
治』
(
一

九
二
二
年)

の
中
で
紹
介
し
て
い
る
嘉
靖
四
十
二
年(
一

五
六
三)
今
帰
仁
間
切
の
浦
崎
凡町
長
あ
て
の
辞
令
書
に
お
い
て
す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
(
『
伊

{作}

内
内
九
頁)
。

だ
が
こ
の
辞
令
書
は
今
の
と
こ
ろ
現
存
せ
ず、

決
定
的
な
証
拠
は
仲
村
家
辞
令
書
第
一

号
を
お

い
て
ほ
か
に
な
い
。

②
第
一

号
に
「
う
し
の
へ
ば
ん
の
あ
く
か
ベ
」
(
丑
の
日
番
の
赤
頭)

と
あ
り、

古
琉
球
に
お
け
る
行
政
上
の
編
成

原
理
の
解
明
に
あ
ら
た
な
素
材
を
提
示
し
て
い
る。

二
番
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
伊
波
普
猷
が
『
沖
縄
歴
史
物
語
』

二

九
四
七

年)

な
ど
で
先
駆
的
な
論
議
を
展
開
し
て
お
り、

興
味
深
い
問
題
で
あ
る。

(
注)

こ
の
辞
令
書
と
同
一

の
も
の
か
確
定
で
き
な
い
が、

宮
城
真
治
『
古
代
の
沖
縄』

第
二
版

こ

九
七
二
年)

四
九
頁
に
紹
介
さ

れ
て
レ
る
万
麿
卜
四
年

五
八
六)

浦
崎
日
差
あ
て
の
辞
令
書
も
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る。

③
+円
琉
球
に
お
い
て
ノ
ロ

も
結
婚
し
て
い
た
。

第
二
号
で
マ
カ
ト
ウ
は
「
も
と
の
の
ろ
の
く
わ
」
(
元
の
ノ
ロ
の
子)

で
あ
り、

元
の
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ノ
ロ
は
処
女
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

ノ
ロ

職
は
母
か
ら
娘
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る。

③
第
二
号
は
ノ
ロ

し
か
も
こ
の
場
合

叙
任
に
と
も
な
う
得
分
が
記
載
さ
れ
て
お
り

ノ
ロ
ク
モ
イ
地
が
古
琉
球
段
階
で
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
あ
ら
た
な
証
拠
と
な
ろ

う。

ノ
ロ
の
得
分
に
つ
い
て
は
奄
美
の
須
古
茂
文

の
万
麿
二
年
(

五
七
四)

の
辞
令
書
に
も
見
え
て
い
る
が、

沖
縄
で
は
今
の
と
こ

ろ
こ
の
第
二
号
が
唯
一

の
も
の
で
あ
る。

⑤
第
二
号
は
辞
令

の
形
式
か
ら
見
て
も
興
味
傑
く

ノ
ロ

職
叙
任
と
得
分
規
程
が
「
又
」

の

字
で
結
ば
れ
一

体
と
な
っ
て
レ
る。
一

般
に
肯
琉
球
の
辞
令

は、

役
職
叙
任
だ
け
の
も
の
と
得
分
規
程
の
み
の
も
の
こ
区
別
さ
れ
る
が、

第
二
号
は
折
衷
型
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
り
興
味
深
い
。

⑤
第
一
・
二
号
に
「
し
よ
里

方
へ
ま
い
る
」

と
あ
る
文
句
が
第
三
号
で

は
省
略
さ
れ
て
レ
る。

こ
れ
は
田
名
家
文
書
第
卜
一

号
(
万
暦
三
十
四
年)

一
号
(
天
啓
七
年)

の
間
こ
も
み
ら
れ
る
現
象
で、

と
第
十

島
津
侵
入
事
件
を
契
機
に
辞
令
書
の
記
載
様
式
に
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る。

安
良
城
盛
昭
が
つ
と
に
強
調
す
る
よ
う
に
辞
令
書
(
こ
と
に
古
琉
球
辞
令
書)

の
持
つ

史
料
的
価
値
は
大
き
く、

こ
れ
の
分
析
に
よ
っ

て
解
明
さ
れ
る
問
題
は
多
い
と
思
わ
れ
る。

だ
が、

戦
禍
を
こ
う
む
り
辞
令
書
も
ま
た
散
逸
し
て
し
ま
っ

た。

今
後、

散
逸
を

の
が
れ
か

ろ
う
じ
て
伝
え
ら
れ
て
レ
る
は
ず
の
埋
も
れ
た
辞
令
書
の
発
掘
が
緊
急
の
課
題
と
な
ろ
う。

ハ
付
記
〉

木
稿
は
安
良
城
・

仲
地
の
両
氏
と
私
の
連
署
で
発
表
す
べ

き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が、

ひ
と
ま
ず
私
の
責
任
で
報
告
し
て

お
く
こ
と
に
し
た
。

仲
村
家
辞
令
書
を
含
め
て
古
琉
球
辞
令
書
の
持
つ
意
義
に
つ
レ
て
は、

や
が
て
安
良
城
の
手
で
包
括

的
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
思
う。

な
お、

辞
令
書
の
史
料
調
査
お
よ
び
研
究
上
の
視
点
・

方
法
に
つ
い
て
安
良
城
か
ら
多

大
の
教
示
を
い
た
だ
い
た。

記
し
て
学
恩
に
感
謝
し
た
い
。

昨令�!}に見る仁国の存在形態とその変化

付
論
3
・

伊
江
家
辞
令
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に
つ
し
て

周
知
の
よ
う
に、

尚
清
王
の
第
七
子
朝
義
(
童
名
金
千
代
金)

を
祖
と
す
る
向
姓
伊
江
家
は、

首
里
を
代
表
す
る
門
閥
の

つ
で
あ
る

が、

同
家
の
当

伊
江
朝
雄
氏
宅
(
在
東
京)

に
は
い
く
つ
か
の
貴
重
な
史
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る。

そ
の
所
蔵
状
況
は

九
七
九
年
に

沖
縄
史
料
編
集
所
に
よ
っ
て
調

さ
れ

そ
の
中
の
あ
る
部
分
は
写
真
複
製
本
の
形
で
す
で
に
収
集

れ
て
い
る。

こ
こ
に
紹
介
す
る
近

世
琉
球
辞
令
指一閉

件
も
そ
の

部
で
あ
る。

第2 .';í 

辞
令
長日
の
本
格
的
な
調
査
成
果
の
集
成
と
も
い
う
べ

き
『
詐
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』
(

九
七
九
年、

沖
縄
県
教
育
委
員
会)

の
中
に
は
現
存
円
四
件、

逸
存
五
件、

都
合
同
九
件
の
近
世
琉
球
辞
令
書
が
把
握
・

紹
介

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が

し
か
し

そ
の
中



に
は
こ
こ
に
紹
介
す
る

一

件
に
も
お
よ
ぶ
伊
江
家
辞
令
官一回
は
含
ま
れ
て
い
な
い

。

同
報
告
書
中
の
四
九
件
の
近
世
琉
球
辞
令

を
タ
イ

プ
別
に
整
理
す
る
と

里
主
所
の
下
賜
(
地
頭
職
の
叙
任
お
よ
び
知
行
の

賜
を
含
む)

二
O
件 、

頭
職
の
叙
任
一

八
件 、

大
屋
子
(
夫

地
頭)

職
の
叙
任
五
件 、

大
阿
母
職
の
叙
任
二
件 、

奉
行
職
・

中
議
大

職
・

正
議
大

職
・

三
司
官
職
の
叙
任
各
一

件
で
あ
る
が

れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば 、

伊
江
家
辞
令
書
が
新
し
い
タ
イ
プ
の
近
世
琉
球
辞
令
書
の
事
例
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
す
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う 。

す
な
わ
ち 、

伊
江
家
辞
令
書
の
内
訳
は
地
頭
職
・

知
行
・

里
主
所
の
給
賜
一

二
件 、

名
島
の
下
賜
六
件 、

按
司
掛
・

聞
得
大
君
職

-

御
双
紙
庫
理
職
各
一

件
で
あ
り 、

こ
の
う
ち
名
島
下
賜
以
下
の
九
件
は
『
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』

に
は
全
く
登
場
し
な
い
も

の
ば
か
り
で
あ
る 。

と
く
に
聞
得
大
君
職
へ
の
叙
任 、

名
島
拝
領
の
事
例
は
注
目
す
べ

き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

一

つ
の
家
に
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
辞
令

が
蔵
さ
れ
て
い
る
例
は
麻
姓
田
名
家
と
こ
の
伊
江
家
の
み
で
あ
り 、

そ
の
点
で
は
同
家
の
家
譜

記
録
と
対
照
し
て
興
味
ぶ
か
い
事
実
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る 。

以
下 、

伊
江
家
辞
令
書
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
が 、

念
の
た
め
『
向
姓
家
譜』

伊
江
家
(
『
那
覇
市
史
』

資
料
篇
第
一

巻
七

一

九
八
二
年
所
収)

と
の
対
応
を
知
る
た
め
の
注
記
を
各
辞
令

国
ご
と
に
略
記
し
た

。

ま
た 、

同
家
譜
で
足
り
な
い
分
は 、

伊
江
家
所
蔵
の
家
譜
控
に
よ
り

捕
っ

て
あ
る
(
印
形
は
い
ず
れ
も
朱
方
印
「
首

里
之
印
」)

。

〔
付
記
〕

伊
江
家
辞
令
書
第
卜

三
号 、

第
卜

八
号
に
つ
い
て
は
『
宜
野
湾
市
史
』

第
四
巻
資
料
編
=

こ

九
八
O
年)

に
す
で
に
紹

介
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い

。

伊
江
家
辞
令
書
第

号

二

七

七
年

首
里
之
御
詔

〔
注〕

ノ
世
朝
良 、

康
照
五
十
六
年
丁
酉
四
月
二
十
三
日
続
家
統
任
伊
江
島
惣
地
頭
職
並
賜
知

団

行
吉
岡
百
削
也。

伊
江
嶋
惣

地
頭
者
猶
子

者一
寄
按
司

四

給
之

康
配…
五
十

六
年
丁
酉
阿
月
廿
三
口

2 

伊
江
家
辞
令
書
第
二
号

二

七
三
一

年

首
里
之
御
詔

〔
注〕

六
世
朝
良 、

康
照
三
十
四
年
生 、

乾
隆
十

年
卒 。

七
世
朝
筒 、

康
隈
五
十
四
年
生 、

回

伊
江
嶋
大
城
者
向
氏

乾
隆
二
十
八
年
卒 。

朝
筒 、

大
城
の
名
島
を
賜
う 。

伊
江
按
司
朝
良
嫡
子

S字令力に見るf.I司のイヂイE形態とその変化

思
次
良
按
司
朝
筒

回

之

薙
正
九
年
辛
亥
八
月
朔
日

伊
江
家
辞
令
書
第
三
号

七
三
五
年)

3 

首
里
之
御
詔

〔
注〕

思
戸
金
按
司
は
七
世
朝
侍
の
室 、

康
県
六
十
年
生 、

乾
隆
五
十
四
年
卒 、

尚
敬
王
次
女 。

回

中
城
間
切
瑞
慶
覧
者

名
島
を
賜
い
瑞
慶
覧
翁
主
と
称
す 。

第2 I守

尚
姓
忠
戸
金
按
司

四

ý;:' 
小口

之
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薙
正
卜

三
年
乙
卯
閏
内
月
八
日

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
四
号

こ

七
三
九
年)

4 
回

知
行
高
五
拾
石
者

尚
氏
大
城
按
司
朝
筒

固

之

乾
隆
内
年
己
未
六
月
八
日

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
五
号
(
一

七
四
六
年

5 
回

伊
江
嶋
惣
地
頭
井

知
行
高
百
石
者
尚
氏

嫡
子
大
城
按
司
朝
筒

固

之

乾
隆
卜

一

年
丙
寅
十
一

月
八
日

6 

伊
江
家
辞
令
書
第
六
号

ご

七
五
五
年)

首
里
之
御
詔

回

伊
江
嶋
大
城
者
尚
氏

伊
江
按
司
朝
侍
嫡
子

思
加
那
按
司
朝
徳

回

之

乾
隆
廿
年
乙
亥
七
月
卜
九
日

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
七
号

こ

七
七
三
年)

7 

政令主に見るr同の存症形態とその変化

回

伊
江
嶋
大
城
者

向
氏
伊
江
按
司
朝
徳

嫡
子
思
次
良
金
按
司

回

朝
潔
給
之

乾
隆
三
卜

八
年
契
巳
八
月一

日

第2Y:

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
八
号

ご

七
八
O
年

〔
注〕

朝
侍
の
室 。

し
か
し
家
譜
に
記
載
な
し 。

8 
四

南
風
原
間
切
津
嘉
山

〔
注〕

乾
隆
四
年
己
未
六
月
八
日
賜
知
行
高
五
十
餅
云
々
と
あ
る 。

〔
注〕

本
年
(
乾
隆
十
一

年)

十
一

月
八
日
続
家
統
任
伊
江
島
総
地
頭
職
並
賜
知
行
高
百
餅
云

々
と
あ
る 。

〔
注
〕

八
世
朝
藩
(
朝
侍
長
男、

童
名
思
加
那
金)

が
乾
隆
二
十
年
乙
亥
八
月
朔
日
に
伊
江
島

大
城
の
名
を
賜
っ

た
記
事
あ
る
も 、

該
当
記
事
な
し 。

〔
注〕

該
当
記
事
な
し 。

家
譜
控
も
同
断 。

-132-
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按
司
掛
者
尚
姓
瑞
慶
覧

回

按
司
給
之

乾
隆
四
十
五
年
庚
子
五
月
朔
口

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
九
号

こ

七
八
四
年)

〔
注
〕

朝
筒
の
室。

乾
隆
四
十
九
年
甲
辰
四
月
二
十
九
日
室
尚
氏
任
問
得
大
君
賜
知
念
間
切
総

9 
回

開
得
大
君
井
知
念

間
切
惣
地
頭
知
行
高

弐
百
餅
者
尚
姓

回

瑞
慶
覧
按
司
給
之

乾
隆
四
十
九
年
甲
辰
四
月
廿
九
日

地
頭
職
併
知
行
高
二
百
餅
云
々
と
あ
る。

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
卜
号

ご

七
九
O
年)

〔
注
〕

九
世
朝
郁、

乾
隆
二
十
四
年
生、

嘉
慶
十
二
年
卒。

10 

回

伊
江
嶋
惣
地
頭
井

知
行
高
百
削
者
尚
氏

回

大
城
按
司
朝
郁
給
之

乾
隆
五
十
五
年
庚
成
三
月
廿
一

日

11 

伊
江
家
辞
令
書
第
十
一

号

首
里
之
御
詔

図

伊
江
嶋
大
城
者

尚
氏
伊
江
按
司
朝
郁

嫡
子
思
加
那
金
按
司

回

朝
英
給
之

嘉
慶
十
年
乙
丑
八
月
十
五
日

辞令3に見る工闘の存在形態とその変化

1 2 

こ

八
O
五
年)

〔
注
〕

十
世
朝
英、

乾
隆
五
卜
四
年
生、

道
光
五
年
卒。

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
十
二
号

ご

八
O
七
年

〔
注
〕

嘉
慶
十
二
年
丁
卯
十
一

月
八
日
継
父
之
家
統
任
伊
江
島
物心
地
頭
職
並
賜
知
行
高
八
十
餅

回

伊
江
嶋
惣
地
頭
弁

知
行
高
八
拾
石
者
尚
氏

回

大
城
按
司
朝
英
給
之

嘉
慶
十
二
年
丁
卯
卜
一

月
八
日

第2京

13 

伊
江
家
辞
令
書
第
卜
三
号

首
里
之
御
詔

云
々
と
あ
る。

ノ
二
五
年)

〔
注〕

十
世
朝
平
(
朝
郁
の
次
男)

乾
隆
五
十
八
年
生、

道
光
十
五
年
卒。

- 1 35 - -134一



回

宜
野
湾
問
切
普
天
間

里

所
者
向
氏
伊
江

四

里
之
子
親
雲
上
朝
平
給
之

道
光
五
年
乙
酉
卜
月
廿
四
日

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
卜

四
号

こ

八
二
七
年)

〔
注
〕

十
一

世
朝
要
(
朝
英
の
次
男) 、

嘉
慶
二
十
五
年
生 、

道
光
八
年
卒 。

14 
回

伊
江
嶋
物心
地
頭
弁

知
行
高
四
拾
石
者
向
氏

嫡
子
真
蒲
戸
金
按
司

朝
要
給
之

固

道
光
七
年
丁
亥
七
月
対
日

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
十
五
号

こ

八
二
八
年)

〔
注
〕

道
光
八
年
戊
子
二
月
朔
日
任
御
双
紙
庫
理
職
賜
知
行
高
四
十
剤 。

15 
固

御
双
紙
庫
理
井

知
行
高
四
捨
石
者

向門
呼均
一並日
工人
間円
相机
歪芦
トム

団

朝
平
給
之

道
光
八
年
戊
子
二
月
朔
日

16 
首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
十
六
号

二

八
三
五
年

〔
注
〕

十

回

伊
江
嶋
物心
地
頭
者

尚
氏
猶
子
大
城
王
子

回

朝
忠
給
之

道
光
十
五
年
乙
未
五
月
十
三
日

辞令書に見る王国の存住形態とその変化

17 

伊
江
家
辞
令

第
十
七
号

二

八
四
一

年)

〔
注
〕

道
光
二
十
一

年
辛
丑
三
月
十
五
日
加
賜
知
行
高
百
桝
(
郁
合
四
百
餅)

。

首
里
之
御
詔

回

加
増
知
高
百
桝
者

尚
氏
伊
江
王
子

回

朝
忠
給
之

道
光
二
十

年
辛
丑
三
月
十
五
日

第 2 王者ー

18 

伊
江
家
辞
令
書
第
卜

y
号
(
一

/
人
四
年

世
朝
忠
(
朝
平
の
嗣
子) 、

嘉
慶
二
十
三
年
生 。
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首
里
之
御
認

回

宜
野
湾
問
切
安
良
城
者

尚
氏
伊
江
王
チ
朝
忠

回

奥
方
給
之

同
治
三
年
甲
子
二
月
廿
四
日

〔
注
〕

朝
忠
の
継
室 、

安
良
城
翁
主
童
名
真
牛
金 、

道
光
卜

五
年
生 。

室一
瑞
慶
覧
翁
主
章
名
真

鶴
金
は
同
治

年
卒。

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
卜

九
号

こ

八
七
三
年)

〔
注〕

家
譜
控
に
十
世
朝
平
に
嗣
な
く
道
光
十
四
年
朝
直
そ
の
嗣
子
と
な
り
同
治
十
二
年
葵
酉

1 9  
回

久
米
具
志
川
間
切

惣
地
頭
者
尚
氏
伊
江

回

王
子
朝
直
給
之

同
治
十

二
年
葵
酉
二
月
卜

ハ
日

一
一
月
卜

八
日
久
米
具
志
川
間
切
惣
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
る
と
あ
る 。

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
二
卜

号

こ

八
七
四
年)

〔
注〕

家
譜
控
に
本
年
(
同
治
十
三
年)

九
月
十
二
日 、

賜
恩
納
間
切
惣
地
頭
職
井
加
増
地
高

20 
回

恩
納
間
切
惣
地
頭
者

尚
氏
伊
江
王
子
朝
直

固

之

同
治
十
三
年
甲
成
九
月
十
二
日

百
餅
と
あ
る 。

首
里
之
御
詔

伊
江
家
辞
令
書
第
二
十
一

号
(
一

八
七
四
年)

〔
注〕

右
第
二
十
号
の
注
を
参
照 。

家
譜
控
に
よ
れ
ば 、

朝
直 、

光
緒
二
年
内
子
六
月
卜

八
日

2 1  
回

加
増
知
高
弐
百
桝
者

尚
氏
伊
江
王
子
朝
直

回

之

同
治
十
三
年
甲
成
九
月
卜

二
日

辞令書に見る1国の存在形態とその変化第2章

因
病
致
仕
隠
居
と
い
う 。
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- 1 39-



第
三

章

玉
御
殿
の

石
厨
子
銘
書
に
つ
い
て

ーー
仲
松
H
高
城
説
的
解
釈
の
問
題
点



「
琉
球
王
国
論
争」

と
銘
書
問
題

弘
治
十

四
年
二
五
O
二 、
尚
真
王
は
王
家の
陵
墓
と
し
て
玉
御
殿
を
造
営
し 、
ザ人
王
尚
円
を
見
上
森
陵
か
ら
移
葬
す
る
と
と
も
に 、

陵
墓の一
隅
に
玉
御
殿
の
碑
文
こ
五
O一
年)
を
建
立
し
て
被
葬
者の
規
定
を
お
こ
なっ
て
い
る 。
そ
の
碑
文
に
よ
れ
ば 、
尚
真
王
当

人 、
世
添
御
殿
大
按
司
オ
ギ
ヤ
カ
(
母) 、
聞
得
大
君
按
司
オ
ト

チ
ト
ノ
モ
イ
カ
ネ
妹) 、
佐
司
笠
按
司マ
ナペ
ダ
ル
(
長
女) 、
中
城

肢
司マ
ニ
キヨ
ダ
ル
(
尚
清 、
五
男) 、
今
帰
仁
按
司マ
モ
タ
イ
カ
ネ(
尚
詔
威 、
三
男) 、
越
来
按
司マ
サ
フ
ロ
カ
ネ
(
尚
龍
徳 、
四
男) 、

金
武
按
司マ
サ .フ
ロ
カ
ネ
(
尚
亨
仁 、
六
男) 、
豊
見
城
按
司
オ
モ
ヒ
フ
タ
カ
ネ
(
尚
源
道 、
七
男)
の
名 、が
示
さ
れ 、
以
上
九
人
の
「
御

す
ゑ
は
千
年
万
年
に
い
た
る
ま
で
こ
の
と
こ
か
〔
玉
御
殿〕
に
お
さ
ま
るへ
し」
と
規
定
さ
れ
て
い
る 。
周
知
の
よ
う
に 、
九
人
の
中
に

長
男
尚
維
衡
な
ど
の
名
は
除
外
さ
れ
て
い
た 。

尚
真
王
以
後 、
玉
御
殿
は一
体い
か
な
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か 。
碑
文の
規
定
を
遵
守
す
る
形
で
被
葬
者の
安
葬
は
お
こ

な
わ
れつ
づ
け
た
の
だ
ろ
う
か 。
国
王
お
よ
び
そ
の一
族の
葬
制
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
か 、
ま
た 、
葬
制
は
レ
か
な
る
歴
史
的

変
化
を
と
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か 。
そ
も
そ
も 、

一主
御
殿
は
い
か
な
る
歴
史
を
ひ
め
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
||
こ
う
し

わ
れ
わ
れ
の
研
究
ー
ま
た
玉
御
慰
問
題
の
入
口
に
さ
え
達
し
て
し
な
い
こ
と
を
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
疑
問
を
設
定
し
て
み
る
と、

玉
御
殿
の
た
ど
っ

た
歴
史
は、

残
念
な
が
ら、

今
の
研
究
段
階
で
は
ま
だ
薄
明
の
か
な
た
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
よ
う

玉
御
殿
が
現
在
の
姿
を
わ
れ
わ
れの
前
に
現
わ
す
の
は
ご
く
最
近の
こ
と
に
す
ぎ
な
い 。

な
不
分
明の
歴
史
を
重
ね
た
あ
と
で 、

九
七

四
年二
月か
ら
七
七
年
九
月
に
か
け
て
玉
御
殿
の
復
原
修
理
工
事が
実
施
さ
れ 、
同
工
事
に
際
し
て
学
術
調
査が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る 。

調
査の
成
果
は
『
重
要
文
化
財
玉
陵
復
原
修
理
工
事
報
告
書』
(一
九
七
七
年 、
玉
陵
復
原
修
理
委
員
会)
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が 、

こ
れ
に
よ
り

わ
れ
わ
れ
は
玉
御
殿の
全
貌
を
は
じ

め
て
知
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る 。

『
重
要
文
化
財
玉
陵
復
原
工
事
報
告
書』
(
以
下
『
工
事
報
告
書』
と
略
称)
を一
読
し
て
得た
感
想の一
つ
は 、
玉
御
殿
が
尚
真
王

以
後
今
日
ま
で
の
五
OO
年
近い
歳
月の
聞
に 、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
状
況の
規
定
を
う
け
何
度か
改
変
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
点
で

あっ
た 。
し
た
がっ
て 、
玉
御
殿
を
論
議
す
る
際に
は 、
こ
の
時
代
改
変
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
と
り

わ
け
重
要
だ
と
痛
感
し
た
次

第で
あっ
た 。

さ
て 、
仲
松
弥
秀
と
私
の
間
で
展
開
さ
れ
て
い
る
古
琉
球
の
琉
球
王
国
を
め
ぐ
る
「
論
争」
に
お
い
て 、
玉
御
殿の
石
厨
子
銘
書の
解

釈
が一
つ
の
争
点
と
なっ
て
い
る 。
本
章で
は 、
こ
の
争
点
を
追
求
しつ
つ 、
玉
御
殿
の
ひ
め
た
薄
明の
歴
史の一
角
を
照
し
出
し
て
み

王御殿の石岡子銘苫につレて

た
い
と
思
う 。

ま
ず 、
「
論
争」
の
経
過
と
争
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
説
明
し
て
お
くこ
と
に
し
よ
う 。

仲
松
弥
秀
は
一
九
八
年
十
月
三
十一
日
東
町
会
館
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
縄
古
代
文
化
を
め
ぐっ
て」
(
主
催・
小

学
館 、
沖
縄タ
イム
ス
社)
に
お
い
て 、
「
沖
縄
文
化
研
究
の
課
題
と
姿
勢
に
つ
い
て
||

琉
球
王
国
を
ど
う
み
る
か」
と
題
し
て
基
調

報
告
を
お
こ
な
い 、
そ
の
中で
古
琉
球の
琉
球
王
国の
存
在
を
否
定
す
る
主
張
を
力
説
さ
れ
た 。
こ
れ
に
対
し 、
同シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司

第3 青空

会で
あっ
た
私
が
討
論
の
場
で
仲
松
の
見
解
を
批
判
し
た
た
め「
論
争」
が
は
じ
ま
る
形
と
なっ
た(
そ
の
全
容
は
大
森
太
良
ほ
か
編『シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
沖
縄の
古
代
文
化』
小
学
館
に
収
録) 。
そ
の
後 、
仲
松
は
「『
琉
球
王
国
存
否』
に
つ
い
て」
(
沖
縄タ
イム
ス 、
一
九
八

-142一-143-



一

年
卜
て
月
間
口
1
八
日

を
発
表
し
自
論
を
再
説

れ
た
が、

私
も
ま
た
「
『
琉
球
王
国
』

の
評
価
」
(
同
紙、

同
年
十

月
九
日
1
十

を
書
き、

再
び
仲
松
の
所
論
に
批
判
を
加
え
た。
「
論
争
」

は
こ
こ
で
い
っ

た
ん
休
止
さ
れ
た
恰
好
に
な
っ

て

三
日。

本
章
付
論
・

l
)

い
た
が、

最
近
高
城
隆
が
「
古
琉
球
研
究
の
諸
問
題
」
(
同
紙、

九
八
三
年
九
月
三
十
日
1
十
月
十
一

日)

を
発
表、

そ
の
中
で
「
仲

松
弥
秀
・

高
良
倉
吉
論
争」

を
「
検
討
」

し
て
仲
松
説
の
側
に
立
っ

て
私
を
「
批
判
」

す
る
所
見
を
述
べ

た
た
め、

再
び
息
を
ふ
き
か
え

章
付
論
・

2)

す
形
と
な
っ

た。

高
城
の
「
批
判
」

に
対
し
て
私
は
「
『
琉
球
王
国
』

の
評
価
・

再
論
」
(
同
紙、

同
年
十
月
二
十
一

日
i
二
十
二
日。

本

を
書
き、

「
論
争」

の
経
過
と
若
干
の
感
想
を
述
べ

る
に
と
ど
め、

論
議
を
新
聞
紙
上
に
お
い
て
で
は
な
く、

将
来
雑
誌

な
ど
の
場
に
お
い
て
本
格
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
約
束
し
た。

紙
上
を
避
け
た
の
ま、

諸
史
料
や
分
析
図
表
を
多
用
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と、

長
々
と
紙
面
を
独
占
す
る
こ
と
は
読
者
の
手
前
遠
慮
す.
べ

き
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と、

な
ど
の
理
由
か
ら
で
あ
る。

以
上
が
「
論
争」

の
あ
ら
ま
し
の
経
過
で
あ
る
が、

本
章
は、

右
に
約
束
し
た
本
格
的
「
論
争」

論
文
の
第
一

弾
と
し
て
位
置
づ
け
執

「
論
争」

の
重
要
な
争
点
の
一

つ
で
あ
る
こ
と、

そ
の
理
由
は、

こ
の
問
題
が

筆
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る。

テ
ー
マ

は
玉
御
殿
の
石
厨
子
銘
書
を
め
ぐ
る
問
題
の
検
討
と
し
た
が、

発
表
す
る
」
(
前
掲
「
『
琉
球
王
国
』

の
評
価
・

再
論
」)、

と
約
束
し
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る。

ま
た、

「
な
る
べ

く
早
い
機
会
に
私
の
分
析
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
批
判
論
文
と
し
て

ま
ず
は
そ
の
争
点
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
解
説
を
加
え
て

さ
て、

「
論
争」

で
争
わ
れ
て
い
る
玉
御
殿
の
石
厨
子
銘
書
問
題
と
は
何
か、

お
く
べ

き
で
あ
ろ
う。

表
印
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
表
は
第
二
尚
氏
王
朝
歴
代
の
各
王
を
収
め
た
玉
御
殿
内
の
石
厨
子
銘
書
を
一

覧
す
る
目
的
で
作
成

し
た
も
の
で
あ
る。

尚
円、

尚
宣
威、

尚
寧
の
三
王
を
除
く
一

六
人
の
王
な
ど
を
収
め
た
そ
の
石
厨
子
の
銘
書
を
見
て、

仲
松
は
先
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
報
告
の
中
で
次
の
よ
う
な
立
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る。

表
10 

r--l 
l代

尚尚尚尚尚尚尚尚尚 自 尚
ヱ

貞質賢豊寧永 元清算旦円 b肱 J 名

[御殿のイj附子銘i'jについて

19 18 17 16 15 2 3 5 6 7 8 9 11 10 14 13 12 

第3市

(
前
略)

と
こ
ろ
で
第
二
両
家
霊
御
殿
(
玉
陵)

内
の
御
骨
石
棺
に
は、

向
円
以
下
尚
豊
ま
で
が

石
厨
子
銘
書
-

覧

尚尚尚尚尚尚尚尚尚尚

*育頗f}文温官接敬益純

死
去
(
「
世
譜
」

成

化

二

a

年

七

月

-

a

八

円

成

化

4

で

一

年

八

月

四

日

嘉

靖

五

年

一

-

a

月

F

一

日

嘉

靖

三

四

年

六

月

二

五

日

隆

慶

六

年

四

月

♂

日

万

暦

岬

六

年

一

一

月

a

一

五

日

万

暦

四

八

年

九

月

一

九

日

山宗

禎

.

一

-

一

年

五

月

四

円

順

治

四

年

九

月

一

了

a

口

康

照

七

年

一

-

月

-

七

日

康

県

内

八

年

七

月

二

ニ

日

康

照

四

五

年

一

-

9

月

三

O

日

康

照

五

4

年

七

月

一

五

日

乾

隆

-

六

年

-

月

-

a

九

日

乾

隆

五

九

年

四

月

八

日

乾

隆

五

一

二

年

八

月

-

」

O

円

嘉

慶

七

年

七

月

一

‘

日

嘉

慶

八

年

a

e

a

月

a

a

六

円

道

光

a

内

年

丘

月

一

一

九

円

道

光

a

-

七

年

九

月

e

じ

n

見|別

石

肘

f 

銘

;tJ­E3 

尚

円

公
の

お

も
い

く

わ

お

き

や

か

も
い

か

な

し

法

名

尚

真

公

尚

真

公
の

お

も
い

く

わ

て

に

つ

き
の

ミ

お

ま
へ

法

名

尚

清

公

玉
一

尚

清

公
の

お

も

ひ

く

わ

て

た

は

し

め

あ

ん

し

お

も

ひ

く

わ

法

名

尚

元

公

玉
一

尚

元

公

お

も
レ

く

わ

ゑ

そ

に

や

す
ヘ

ミ

御

ま
へ

法

名

尚

永

公

極
一

玉
一

尚

久

公
の

お

も

ひ

く

わ

天

き

や

す

ゑ

あ

ん

し

門U
か

な

し

法

名

尚

豊

公

玉
一

尚

豊

王

か

な

し

の

お

も

ひ

く

わ

尚

賢

王

か

な

し

玉
一

尚

賢

工

か

な

し

の

御

舎

弟

也

尚

質

王

か

な

し

玉
一

尚

貞

王

玉
一

王

世

子

尚

純

了
一

神

位

玉
一

尚

益

王

王
一
尚

敬
王

玉
一

尚

穆

王

玉
一

先

世

子

尚

哲

宝

宮

川川
一

尚

温

王

同
一

尚

成

王

玉
一

尚

瀬

王

否
一

尚

育

王

従
4

位

侯

爵

尚

泰

(
尚
寧
不
知)
、

患

同

陰
刻
墨
入
銘

墨

書

銘

金塁
形

同同[iiJ箔� [，司 同 同同

た
と
え
ま
尚
円

式

(注) 死去年月日'1 jj"中山世活」奈温本によるc í見」は見上森陵、 r- ? J �主不明、 F玉J (;t 

五御殿、 「極Jよ極策陵(浦添ょうと.tl)のこと。 石厨チ銘書および銘苫形式は『重要文

化財玉陵復原修f聖工事報告書』による。
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公 、

尚
真
公
な
ど
と
「
O
O
八ム」

と
市一円
か
れ
て
い
ま
す 。
「
O
O
ヱ
」

と
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん 。

い
っ

た
い
ど
う
し
て
「
公
」

と

さ
れ
て
い
る
か 。

恥
の
考
え
で
は
「
国
司
」

で
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
し
か
と
思
い
ま
す 。

ま
さ
か
後
世
に
お
レ
て 、

陵
墓
の
石
棺
に

「
王
」

と

れ
て
い
た
の
を
「
公
」

と
書
き
改
め
た
も
の
と
は
思
え
な
い
の
で
す 。

と
こ
ろ
が 、

尚
賢
か
ら
以
後
は 、

尚
賢
王
な
ど
と
「
王
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す 。

こ
の
こ
と
に
よ
っ

て 、

尚
豊
と
尚
賢
と
の
聞
に 、

琉
球
の
政
治
的
性
格
に
大
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す 。

と
申
し
ま
す
の
は 、

一

六
三
九
年
(
寛
永

ハ)

に
鎖
国
令

が
出

れ
て
い
ま
す
が

そ
の
翌
年
に
尚
豊
公
は
他
界
し

一

六
四
一

年
尚
賢
が
継
い
で
い
ま
す 。

こ
の
経
緯
か
ら
み
て
も 、

日
木

か
ら
名
日
・

形
式
上
な
が
ら
独
立

国
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
が
尚
賢
か
ら
で
あ
り 、

こ
れ
に
よ
っ

て
以
後
石
棺
に
も
「
O
O
王
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
(
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
沖
縄
の
古
代
文
化
』

五
O
頁)

。

右
の
立
論
に
立
っ

て 、

仲
松
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
論
に
お
い
て
も 、

-146-

(
前
略)

な
ぜ
首
里
の
尚
家
の
墓
に
あ
る
石
棺
に
「
王
」

と
書
い
て
な
く
て
「
公
」

と
書
い
て
あ
る
の
か 。

こ
れ
を
ど
う
説
明
す
る

か 。

と
こ
ろ
が
尚
賢
王
か
ら
は
「
王
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す 。

し
か
も
そ
の
尚
賢
王
の
前
々
年
こ

鎖
国
が
始
ま
っ

て
い
る 。

と
す
れ

ば 、

実
質
的
な
琉
球

国
と
い
う
の
は
せ
い
ぜ
い
島
津
入
り
後
二
六
O
年 、

あ
る
い
は
尚
賢
王
か
ら
す
る
と

ニ
O
年
し
か
な
い
(
同

右
三主� 

ノ
ー

一

二
九
頁)

。

と
発
言
し、

自
論
を
再
確
認
し
て
い
る 。
「
『
琉
球
王
国
存
否』

に
つ
い
て
」

に
お
い
て
も
同
様
の
主
張
を
く
り

か
え
し
て
い
る
の
で 、

右

の
主
張
は
仲
怯
に
お
い
て
確
信
と
い
っ

て
も
よ
い
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

そ
の
主
張
の
骨
子
は 、

①
尚
円
か
ら
尚
豊
ま
で

の
各
王
は
当
時
「
公」

と
称
し
て
い
た 、

②
そ
れ
は
彼
ら
が
「
国
司
」

で
あ
っ

た
か
ら
だ 、

③
近
世
の
鎖
国
制
定
置
と
と
も
に
名
R
・

形

式
上
の
独
立
王
国
が
つ

く
ら
れ
た
た
め
「
王
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た、

子
持
書
ユ
教
え
て
い
る 、

と
仲
訟
は
確
信
し
て
い
る 。

と
い
う
も
の
で 、

以
上
の
理
解
の
妥
当
性
を
玉
御
殿
の
石
厨

仲
怯
の
右
の
立
論
に
は
明
確
な
前
提
が
お
か
れ
て
レ
る。

そ
れ
は、

玉
御
殿
の
石
厨
千
銘
書
が
各
王
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
忠
実
に
書
き

こ
ま
れ
た
も
の
て
あ
り、

「
ま
さ
か
後
世
に
お
い
て、

陵
墓
の
石
持
に
『
王
』

と
さ
れ
て
い
た
の
を
『
公
』

と
書
き
改
め
た
も
の
と
は
思

え
な
い
」

と
い
う
前
提
で
あ
る 。

こ
の
前
提
を
不
動
の
確
信
と
し
て
先
の
①
1

①
の
主
張
が
展
開
さ
れ
る
形
と
な
っ

て
い
る
の
だ
が 、

し

か
し 、

ま
こ
と
に
奇
妙
な
こ
と
に 、

仲
松
は
な
ぜ
こ
の
前
提
が
正
し
い
の
か 、

と
い
う

点
に
つ
い
て
は
一

言
も
言
及
し
て
い
な
い

。
「
ま

さ
か
後
世
に
お
い
て 、

陵
墓
の
石
棺
に
『
王
』

と
さ
れ
て
い
た
の
を
『
公』

と
書
き
改
め
た
も
の
と
は
思
え
な
い
」

と
い
う
の
で
あ
る
が 、

そ
の
根
拠
が
ポ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る 。

立
証
ぬ
き
の
前
提
に
寄
り

か
か
っ

て
主
張
を
お
こ
な
う
こ
と
は
方
法
論
の
う
え
で
杜
撰
で
あ

る
と
考
え
る
が 、

そ
れ
は
と
も
か
く 、

仲
訟
の
確
信
す
る
前
提
は
は
た
し
て
成
り

立
つ
の
だ
ろ
う
か 。

私
の
結
論
か
ら
先
に
い
え
ば 、

そ

の
確
信
す
る
と
こ
ろ
の
前
提
は
と
て
も
成
立
す
る
と
は
思
え
な
い

。

つ
ま
り 、
「
ま
さ
か
後
世
に
お
い
て

き
改
め
た
も
の
と
は
思

え
な
い
」

と
仲
訟
が
一

蹴
し
た 、

そ
の
「
ま
さ
か
」

が
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
あ
る 。

-147-

ゾ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
論
に
お
い
て 、

私
は 、
「
霊
御
殿
(
玉
陵
と
も
書
く)

の
石
厨
子
の
銘
文
を
仲
松
さ
ん
は
根
拠
に
し
て
い
ま
す
が 、

あ
れ
は
古
琉
球
(
H

中
世)

に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く 、

近
世
初
頭
に
書
か
れ
た
も
の
」
(
『
沖
縄
の
古
代
文
化
』
一

二
六
頁)

だ
と
述

E御殿のúfùJ子銘;!H二ついて

ベ
、

仲
松
の
確
信
す
る
前
提
そ
の
も
の
が
全
く
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た 。

ま
た 、
「
『
琉
球
王
国』

の
評
価」

の
中
で
も 、

「
仲
松
氏
の
決
定
的
な
誤
り

は 、

玉
御
殿
の
石
厨
子
の
銘
文
が
い
つ
の
時
点
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か 、

と
い
う
基

的
な
分
析
作

業
を
欠
落
さ
せ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
」

と
指
摘
し 、

新
聞
紙
上
の
制
約
上
「
詳
し
い
分
析
図
表
の
掲
載
は
割
愛
し
て
結
論
だ
け
を
述

べ
る
と 、
『
八ム
』

と
表
記
さ
れ
た
銘
文
は 、

仲
松
氏
の
勝
手
な
思
い
こ
み
に
反
し
て
近
世
初
頭
に
あ
ら
た
に
書
き
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
り 、

そ
れ
以
前
の
古
琉
球 、

す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
『
公
』

が
生
き 、

死
去
し
た
時
代
に
代
々
記
述
さ
れ
た
も
の
で
は
全
く
な
い
」

と
批
判
し

第3市

た 。

そ
し
て 、

っ
て一
御
殿
の
す
べ
て
の
石
厨
子
銘
文
に
つ
い
て
の
比
較 、

表
記
形
式 、

仏
教
の
影
響 、

中
国
の
明
清
交
代
期
に
と
も
な
う

年
号
表
記
問
題 、

三
御
殿
の
被
葬
者
の
移
動
な
ど
を
考
慮
に
レ
れ
て 、

仲
松
氏
は
銘
文
の
記
述
年
代
の
分
析
作
業
を
お
こ
な
う
義
務
が
あ



る」
と
注
文
も
つ
け
て
お
い
た 。
こ
の
指
摘・
批
判
に
よ
り 、
少
な
く
と
も
石
厨
子
銘
書
を
前
提
に
し
た
仲
松
の
主
張
は
く
ず
れ
去
り 、

問
題
の
争
点
は
解
消
し
た
も
の
と
私
は
考
え
て
い
た 。

と
こ
ろ
が 、
「
仲
松
弥
秀・
高
良
倉
吉
論
争」
を
「
検
討」
し
た
は
ず
の
高
城
が
再
び
こ
の
争
点
を
拾
い
あ
げ 、
次
の
よ
う
こ

私
を
「
批

判」
し
た
の
で
あ
る 。

第

点 、
「
玉
御
殿
の
銘
文」
に
つ
い
て
で
あ
る 。
高
良
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に 、
そ
れ
が
近
世
初
頭
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
も 、
尚
円
か
ら
尚
豊
ま
で
は
「
公」 、
尚
賢
か
ら
は
「
王」
と
銘
文
に-
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら 、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
を

読
み
と
る
べ
き
で
あ
る 。
高
良
は
銘
文
に
つ
い
て 、
「
そ
れ
以
前
の
古
琉
球 、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
『
公』
が
生
き 、
死
去
し
た

時
代
に
代
-々
記
述
さ
れ
た
も
の
で
は
全
く
な
い」
と
述
べ
て
い
る
が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
呼
ば
れ
て
い
た
通
り
に 、
近
世
に
な
っ

て
か
ら
銘
文
を
刻
ん
だ
と
考
え
た
ほ
う
が
無
理
が
な
い
だ
ろ
う 。

玉
御
殿
の
石
厨
子
銘
書
を
真
面
目
に
検
討
し
た
う
え
で
の
発
言
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が 、
し
か
も
な
お
い
た
だ
け
な
い
の
は
「
仲

訟・
高
良
論
争」
を
真
に
検
討
し
た
か
ど
う
か
さ
え
疑
い
た
く
な
る一
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う 。
こ
こ
で
は 、
「
ま
さ
か
後
世
に

お
い
て 、
陵
墓
の
石
棺
に
『
王』
と
さ
れ
て
い
た
の
を
『
公』
と
書
き
改
め
た
も
の
と
は
思
え
な
い」
と
い
う
前
提
に
立
っ

て
自
説
を
主

張
す
る
仲
松
の
論
に
対
し 、
「
近
世
初
頭
に
あ
ら
た
に

国会C
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
り 、
そ
れ
以
前
の
古
琉
球 、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
『
公』

が
生
き 、
死
去
し
た
時
代
に
代
々
記
述
さ
れ
た
も
の
で
は
全
く
な
い」
と
す
る
私
の
主
張
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
こ
の
両
意
見
を

検
討
す
る
と
は 、
と
り
も
な
お
さ
ず
石
厨
子
銘
書
に
即
し
て
ど
ち
ら
が
実
証
的
に
妥
当
か
を
論
評
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ

て 、

そ
れ
が
近
世
初
頭
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
も」
と
か 、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
呼
ば
れ
て
い
た
通
り
に 、

近
世
に
な
っ

て
か
ら
銘
文
を
刻
ん
だ
と
考
え
た
ほ
う
が
無
理
が
な
い
だ
ろ
う」
と
か 、
要
す
る
に
自
ら
の
確
固
た
る
分
析
作
業
を
欠
落
し

し
か
も、

高
良
の
い
う
よ
う
に

「
そ
れ
が
近
世
初
頭
に
書
か

良
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に 、

た
ま
ま
た
ど
思
い
つ

き
を
並
べ

れ
ぷ
ょ
い
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

れ
た
も
の
て
あ
っ

て
も
」、

「
尚
円
か
ら
尚
豊
ま
で
は
『
公
』、

尚
賢
か
ら
は
『
王
』

と
銘
文
に-
記
述
さ
れ
て
レ
る
の
だ
か
ら、

そ
こ
に
何

ら
か
の
意
味
を
読
み
と
る
べ

き
で
あ
る
」

な
ど
と
私
を
説
教
す
る
に
至
っ

て
は
全
く
あ
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
。

高
城
の
い
う
よ
う
に、

「
何
ら
か
の
意
味
を
読
み
と
る
べ
き」
た
め
に
「
玉
御
殿
の
す
べ
て
の
石
厨
子
銘
文
に
つ
い
て
の
比
較 、
表
記
形
式 、
仏
教
の
影
響 、
中

国
の
明
清
交
代
期
に
と
も
な
う
年
号
表
記
問
題 、

、一
御
殿
の
被
葬
者
の
移
動
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
て」 、
「
銘
文
の
記
述
年
代
の
分
析
作
業」

を
す
べ
き
だ 、
と
私
は
力
説
し
て
お
い
た
の
で
あ
る 。
そ
れ
と
も 、
そ
う
い
う
分
析
作
業
ぬ
き
に
「
何
ら
か
の
意
味」
を
高
城
は
読
み
と

っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か 。
も
し
そ
う
な
ら 、
分
析
ぬ
き
で
成
立
す
る
ら
し
い
高
説
を
参
考
ま
で
に
是
非
御
教
示
い
た
だ
き
た
い
も
の

だ 。
つ
レ
で
に
い
え
ば 、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
呼
ば
れ
て
い
た
通
り

に 、
近
世
に
な
っ

て
か
ら
銘
文
を
ル
ル
ル
と
考
え
た
ほ
う
が
無
理

が
な
い」
(
傍
点
引
用
者)
な
ど
と
い
わ
れ
る
が 、
何
を
根
拠
に
そ
う
思
う
の
か 、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
実
証
的
事
例
に
即
し
た
高
城
の

見
解
を
是
非
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
(「
刻
ん
だ」
に
傍
点
を
付
し
た
の
は 、
高
城
の
無
知
の一
端
に
注
意
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る 。

念
の
た
め
に
訂
正
す
る
と

玉
御
殿
の

厨
子
銘
田
は
刻
文
で
は
な
く
墨
書
で
あ
る) 。

以
上
の
経
過・
論
点
の
紹
介
で
明
ら
か
な
よ
う
に 、
仲
松・
高
城
両
氏
の
主
張
は
玉
御
殿
の
石
厨
子
銘
書
を
真
面
目
に
分
析
し
た
う
え

f�御殿の11肘子銘��HこつL'て

で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
は
全
く
な
い 。
研
究
者
ら
し
か
ら
ぬ
こ
の
よ
う
な
思
い
つ
き
め
い
た
主
張
を
事
実
認
識
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
ひ
き
つ

け
批
評
す
る
た
め
に

私
と
し
て
は

争
点
を
実
証
的
課
題
と
し
て
論
議
す
る
必
要
が
出
て
き
た
次
第
で
あ
る 。
以

具
体
的
に
検
討

し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う 。

陵
墓
の
含
む
変
化
の
事
例

第1市:

そ
も
そ
も 、
七
尉
子
の
銘
去
を
恨
拠
に
お
レ
て
仲
訟
の
よ
う
な

張
を
な
し
う
る
か
ど
う
か
さ
え
ま
ず
疑
問
な
の
で
あ
る 。

「十
回向
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表
叩
を
今
日

度
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い

。

第

尚
氏
王
朝
八
代
目
の
王
尚
豊
の
父
尚
久
は
主
で
あ
っ

た
こ
と
は
な
い

。

な
の
に 、

と

う

し
て
尚
豊
王
の -
七
厨
子
銘
書
に
「
尚
久
公
の
お
も
ひ
く
わ

尚
豊
公
」

と

か
れ
た
の
か

。

仲
松
流
に
い
え
ば 、

「
公
」

は
当
時
の
王

の
呼
称
で
あ
る
か
ら 、
「
尚
久
公
」

も
ま
た
王
で
あ
っ

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か

。

王
御
殿
の
中
に
は
ま
た 、

尚
永
王
妃
坤
功
の

も
の
と
い
わ
れ
る
石
厨
子
が
あ
り 、

そ
れ
に
「
尚
永
王
妃
島
尻
佐
司
笠
按
司
加
那
志」

と
い
う
銘
書
が
あ
る 。

仲
松
に
よ
れ
ば
尚
永
は
当

時
「
八ム
」

を
称
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り 、

妃
の
厨
子
に
「
王
」

と
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う。

つ
い
で

に
い
う
と 、

尚
貞
王
妃
月
心
な
ど
を
収
め
る
と
い
う
石
厨
子
に
は
「
尚
貞
様
御
女

」

と
あ
る
か
ら 、

こ
れ
も
仲
松
流
に
い
え
ば
「
尚

貞
王
御
女

」

と
書
か
れ
る
べ

き
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か

。

石
厨
子
の
銘
書
を
用
い
て
何
ら
か
の
歴
史
的
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か 、

銘
書
に
は
そ
れ
だ
け
の
史
料
的
価
値
が
あ
る 、

と
い
う
課
題
を
示
し
た
点
に
関
し
て
は
私
も
仲
松
の
役
割
を
評
価
し
た
い
と
思
う。

玉
御
殿
の
石
厨
子
に
書
か
れ
た
銘
書
が
そ

し
か
し 、

の
ま
ま
当
時
の
王
の
呼
称
を
正
確
に
伝
え
る 、

と
い
う
氏
の
理
解
に
は
賛
成
で
き
か
ね
る 。

仲
松
に
従
え
ば 、

王
の
呼
称
で
あ
る
は
ず
の

「
公
」

が
王
で
も
な
い
尚
久
に
冠
せ
ら
れ
た
り 、
「
公
」

を
称
し
て
い
た
は
ず
の
尚
永
に
「
王
」

が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
り 、
「
王
」

を
称
し

て
い
る
は
ず
の
尚
貞
に
「
様」

が
冠
せ
ら
れ
た
り
と
い
っ

た
矛
盾
が
出
て
く
る
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か
だ
か 、

よ
う
す
る
に 、

事
柄
の
真

相
は
仲
松
が
考
え
る
よ
う
な
単
純
な
シ
ロ
モ
ノ
で
は
な
い

。

複
雑
か
つ

多
様
な
状
況
が
玉
御
殿
の
中
に
は
い
っ

ぱ
い
つ
ま
っ

て
い
る
こ
と

を
知
る
べ

き
で
あ
る 。

第
一

に
確
認
す
べ

き
点
は 、

弘
治
十
四
年

二

五
O

二

に
造
営
さ
れ
て
以
後
今
日
ま
で 、

玉
御
殿
は
五
O
O
年
近
い
歴
史
を
も
っ

て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う。

と
い
う
の
は

、一
御
殿
は 、

古
代
エ
ジ
プ
ト

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

や
古
代
日
本
の
古
墳
の
よ
う
に
特
定
さ
れ
た

被
葬
者
の
た
め
に
造
営
さ
れ
る
個
人
墓
な
の
で
は
な
く 、

造
営
後
も
特
定
の
血
筋
集
団
(
こ
の
場
合
は
国
王
と
そ
の
一

族)

に
よ
っ

て
代

ん吋

継
起
的
に
使
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
集
団
墓
で
あ
る
か
ら
だ
。

つ
ま
り
被
葬
者
が
随
時
そ
の
墓
空
間
に
収
め
ら
れ
る
の
で
あ
り、

そ
の
都

度
基
百
が
開
け
ら
れ
た
の
で
あ
る。

し
か
も、

葬
制
と
そ
れ
を
支
え
る
観
念
は
歴
史
的
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら、

こ
う
し
た
葬
墓

制
に
お
い
て
は
新
し
い
観
点
に
立
っ

て
前
代
の
被
葬
状
況
に
手
が
加
え
ら
れ
る
可
能
性
が
卜
分
に
予
想
さ
れ
る。

問
題
の
ポ
イ
ン
ト
は、

こ
う
し
た
被
葬
状
況
の
改
変
可
能
性
を
念
頭
に
お
い
た
う
え
で
玉
御
殿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か 、

と
い
う
点
に
あ
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

一

例
を
あ
げ
て
お
こ
う。

先
述
し
た
よ
う
に 、

尚
真
王
の
長
男
尚
維
衡
は
玉
御
殿
の
碑
文

ご

五
O
一

年)

に
お
い
て
玉
御
殿
の
被
葬
者
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た

。

『
工
事
報
告
書
』

に
よ
る
と 、

現
在
の
玉
御
殿
の
中
で
尚
維
衡
の
も
の
と
明
確
に
断
定
で
き
る
石
厨
子
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

。

と
こ
ろ

が 、

尚
維
衡
の
長
女
「
峯
間
関
得
大
君
加
那
志」

は
西
室
に
収
め
ら
れ
て
い
る 、

と
報
告
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
一

つ
の
事
実
か
ら 、

玉
御

殿
の
碑
文
に
み
る
尚
真
王
の
規
定
は
尚
維
衡
自
身
に
つ
い
て
は
そ
の
後
守
ら
れ
た
も
の
の
そ
の
「
す
ゑ
」
(
峯
間
聞
得
大
君
加
那
志)

つ
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ

た 、

と
後
世
の
改
変
ぶ
り
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る 。

な
ぜ
な
ら 、

『
王
代

記
』

に
よ
る
と
尚
維
衡
は
浦
添
極
楽
陵
(
浦
添
ょ
う
ど
れ)

に
葬
ら
れ
た
後 、

尚
清
王
の
時
に
尚
真
王
の
葬
礼
に
際
し
て
霊
骨
を
西
玉
陵

正御殿の石厨子銘�rrにつレて

に
遷
さ
れ 、

長
女
峰
間
聞
得
大
君
加
那
士
心
と
一

厨
子
に
合
葬
さ
れ
た 、

と
あ
る
か
ら
で
あ
る 。

問
題
は
こ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い

。

嘉

味
田
家
文
書
の
一

つ
、

『
尚
敬
様
御
安
骨
井
御
移
骨
日
記
写
』
(
乾
隆
二
卜

内
年 、

評
定
所
作
成)

中
の
「
玉
御
殿
西
之
御
墓
御
安
葬
御
人

数
」

の
冒
頭
に

尚
真
様
御
長
男
御
神

具
志
頭
按
司
宅

尚
維
衡
浦
添
王
子

?;iO市

尚
維
衡
浦
添
王
子
御
娘
神

羽
地
妓
司
宅

峯
間
関
得
大
君
加
那
志
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七
御
両
所
白
石
御
厨
子
壱一一

御
安
骨

と
あ
り 、

乾
降

ト
四
年

こ

じ
五
九)

時
点
で
尚
維
衡
も
た
し
か
に
そ
の
長
女
と
と
も
に
西
室
に
安
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
だ

か
ら
で
あ
る 。

右
史
料
中
の
極
楽
陵
(
浦
添
ょ
う
ど
れ)
「
御
安
葬
御
人
数」
(
後
出)

に
は
尚
維
衡
浦
添
王
子
御
嫡
子
H

尚
弘
業
浦
添
王

子
な
ど
の
名
は
見
え
る
が 、

尚
維
衡
と
そ
の
長
女
の
名
は
見
え
な
い
の
で 、

た
し
か
に
尚
維
衡
は
玉
御
殿
西
室
に
安
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い

。

『
工
事
報
告
書』

の
尚
維
衡
長
女
の
項
に
は 、

生
没
年
「
不
明
」

と
あ
り 、

厨
子
銘
文
は 、

尚
真

浦
添

円H
w
hド

ゴ
ン

台
M
羽
刀

ゴ
ペ

峯
間
聞
得
大
君
加
那
士心

と
報
告
さ
れ 、

銘
文
が
墨

銘
で
あ
る
こ
と 、

石
灰
岩
製
の
家
形
厨
子
で
あ
る
こ
と 、
「
王
代
記
に
父
維
衡
と
極
楽
寺
よ
り

西
玉
陵
に
移

葬
す
る
と
あ
る 。
一

九
四
五
年
玉
陵
に
移
し
た
か
」

な
ど
と
い
っ

た
注
記
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
(
五
二
頁)

。

老
婆
心
な
が
ら
つ
い
で
に
指
摘
し
て
お
く
と 、

実
は
『
工
事
報
告

つ
の
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

』

の
右
の
部
分
に
は

一

つ
は 、

こ
の
石
灰
岩
製
家
形
石
厨
子
一

基
が
あ
た
か
も
尚
維
衡
長
女
(
峯
間
聞
得
大
君
加
那
志)
一

人
の
も
の
で
あ
る
か
の
ご
と
く
思

い
こ
ん
で
い
る
こ
と 、

今
一

つ
は 、
「
西
玉
陵」

を
玉
御
殿
の
西
室
の
こ
と
で
は
な
く
別
の
墓
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

前
者
に
つ

い
て
い
え
は 、

判
読
不
能
の
「
尚
真

」
「
浦
添

加
那
志」

の
部
分
を
含
め
て
考
え
る
と 、

少
な
く
と
も
複
数
の
人
物
が
右

の
石
厨
子
一

基
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
(
「
尚
真

」

は
尚
維
衡
の
こ
と
だ
と
私
は
考
え
る
が

」
こ
で
は

こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る)
。

後
者
に
つ
い
て
は、

す
で
に
渡
口
真
清
が
「
『
西
玉
陵
』

考」
(
『
地
域
と
文
化
』

第
一

三
・

四
合
併
号、

-

九
八
二
年以

で、

真
栄
平
房
敬
が
「
王
家
の
墓
制
と
山
川
陵
」
(
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、

一

九
八
二
年
十
一

月
十
三
日
1
十
六

日)

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く、
「
西
玉
陵
」

と
は
玉
御
殿
の
西
室
を
指
す
点
は
疑
う
余
地
が
な
い
の
で
あ
る。
「
西
玉
陵
」

を
別
墓
と
誤
解
し
た
た
め
に
「
一

九
四
五
年
玉
陵
に
移
葬
し
た
か
」

な
ど
と
い
う
類
推
を
『
工
事
報
告

』

は
お
か
ざ
る
を
え
な
か
っ

た

だ
け
の
話
で
あ
る 。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に 、

玉
御
殿
の
碑
文
で
被
葬
者
と
し
て
除
外
さ
れ
た
は
ず
の
尚
維
衡
に
つ
い
て
見
て
も 、

①
浦
添
ょ
う
ど
れ
に
葬

ら
れ
た
あ
と 、

②
尚
清
王
代
に
な
っ

て
玉
御
殿
に
移
葬
さ
れ
た
こ
と 、

③
乾
隆
二
十
四
年
時
点
で
た
し

か
に
玉
御
殿
に
安
葬
さ
れ
て
い
た

こ
と 、

④
し

か
し 、

現
在
の
玉
御
殿
内
に
は
尚
維
衡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
示
す
手
が
か
り

が
見
ら
れ
な
い
こ
と 、

な
ど
幾

多
の
吟
味
す
べ
き
変
化
要
因
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
あ
る 。

右
の
一

例
だ
け
で
は
ま
だ
説
明
不
足
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
今

つ
、

尚
寧
王
お
よ
び
同
王
妃
の
問
題
も
参
考
の
た
め
に
と

く
に
と
り

あ
げ
て
お
き
た
い

。

表
刊
に
示
し
た
よ
う
に 、

現
在
の
玉
御
殿
内
に
は
尚
寧
王
の
石
厨
子
は
見
当
ら
な
い

。

同
王
は
万
暦
四
十
八
年
(
一

六
二
O)

九
月
十

玉御殿の石厨子銘3について

九
日
に
死
去
し
た
後 、
「
葬
子
極
楽
陵」

ら
れ
た
の
で
あ
る
(
『
中
山
世
譜
』

な
ど)
。

尚
寧
王
一

人
な
ぜ
玉
御
殿
に
で
は
な
く
極
楽
陵
(
浦

添
ょ
う
ど
れ)

に
葬
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

か 。

島
津
侵
入
事
件
と
い
う
困
難
を
ま
ね
い
た
自
ら
の
不
徳
を
詫
び
て
そ
う

願
っ

た 、

と
い
う

世

上
に
流
布
し
て
い
る
根
も
葉
も
な
い
誤
説
が
理
由
だ
か
ら
で
は
な
い

。

王
は
「
う
ら
お
そ
ひ
よ
り
し
よ
り

に
て
り

あ
か
り

め
し
よ
わ
ち
ゃ
」

る
王
で
あ
り

(
浦
添
城
の
前
の
碑
文

万
暦
二
十
五
年) 、

英
祖

つ
ま
り
「
ゑ
そ
の
て
た
の
御
は
か
」

に
隣
接
し
て
一

族
の
墓
を
整
備

し 、
「
大
ち
よ
も
い
か
な
し
お
や
か
な
し

」

と
も
ど
も
自
分
自
身
(
「
て
た
か
す
ゑ
あ
ん
し
お
そ
い
か
な
し

」)

も
そ
の
墓
こ

安
葬
さ
れ
る

」
と
を
願
っ

た
か
ら
で
あ
る
(
浦
添
ょ
う
ど
れ
の
碑
文 、

万
暦
四
十
八
年)

。

す
な
わ
ち
尚
寧
王
は
浦
添
の
陵
墓
に
死
後
帰
る
べ
く
し
て

第3章

帰
っ

た
に
す
ぎ
な
い

。

先
の
『
尚
敬
様
御
安
骨
井
御
移
骨
日
記
写』

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る 。
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白
隠
轟
陶
革
命H
d

口

口

口

口
御
安
葬

御
人
数

一

尚
寧
様

尚
寧
様 白

御 石
口き御
父 厨

御 子
神
主
天
界
寺

一

尚
鉱
様

{
観
賃
上
}

尚
誌
様

御
娘
英
氏
渡
名
喜
口
口

口
元
祖
渡
慶
次
里
主
室

一

思
い
真
加
戸
樽
金
按
司

右
御
両
所
様
白
石

御
厨
子
壱
ニ

御
安
骨

尚
維
衡
浦
添
王
子

御
嫡
子

一

尚
弘
業
浦
添
王
子

尚
弘
業
浦
添
王
子
四
男
後
胤
無

一

尚
乗
礼
勝
連
按
司

右
御
両
所
白
石

御
厨
子
壱-一

御
安
骨

銘
書
無

一

唐
御
厨
子
四

右

同

一

黒

石

御

厨

子

弐

つ
ま
り、
向
軍
平土
人
は
白
石
厨
子-
基
に、
向
寧
王
の
父
向
箆
と
妹
思
い
真
加
戸
樽
金
按
司
は
白
石
厨
子一
基
に、
向
寧
王
の
祖
父

尚
弘
業
と
叔
父
尚
乗
礼
は
白
石
厨
子一
基
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
が、
墓
内
に
は
他
に
唐
厨
子
(
後
で
触

れ

る
輝

緑

岩

製

石

棺

の

こ

と
)

四

基
、

黒

石

厨

子

二

基

が

あ

る

も

の

の

無

銘

で

あ

り
、

そ
の
中
に
誰
を
収
め
て
い
る
か
は
不
明 、

と
レ
う

わ
け
で
あ
る 。

し
か
し 、

浦
添
ょ
う
ど
れ
の
碑
文
が
示
す
よ
う
に 、
「
大
ち
よ
も
い
か
な
し

」
(
尚
弘
業) 、
「
お
や
か
な
し

」
(
尚
諒)
「
て

た
か
す
ゑ
あ
ん
し
お
そ
い
か
な
し

」
(
尚
寧)

な
ど
を
収
め
て
い
る
こ
と
は
右
の
史
料
に
よ
り

確
認
で
き
る 。

こ
こ
で
一
つ
の
事
実
に
着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い

。

一

つ
は 、

被
葬
者
が
判
明
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
二
基
は
二
名 、

つ
ま
り

複
数
の

人
物
を
一

基
に
合
葬
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

今
一

つ
は 、

尚
誌
の
娘
が
渡
慶
次
里
主
の
室
と
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

死
後
は
彼
女

の
出
で
あ
る
一

族
の
墓
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

石
厨
子
に
複
数
の
人
を
収
め
る
と
い
う
前
者
の
ケ
|

ス
は
例
外
的
な
事
例
な

の
で
は
な
く 、

玉
御
殿
に
も 、

そ
の
他
の
陵
墓
に
も
認
め
ら
れ
る
一

般
的
な
被
葬
形
態
で
あ
る
(
た
だ
し 、

い
つ
の
時
代
か
ら
そ
う
し
た

形
態
が
一

般
化
し
た
の
か
は
究
明
す
べ

き
論
点
と
し
て
残
る
が)

。

後
者
に
つ
レ
て
は
尚
寧
王
妃
の
事
例
を
示
し
て
今
少
し

説
明
を
加
え

て
お
く

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う 。

尚
寧
王
妃 、

す
な
わ
ち
阿
応
理
屋
恵
按
司
加
那
士心
(
尚
永
王
長
女)

は
尚
寧
王
死
去
の
四
O

余
年
後 、

康
照
二
年
八
月
七
日
に
死
去
し

王御殿の石厨子銘;t}について

た
が 、

妃
は
夫
の
眠
る
浦
添
ょ
う
ど
れ
に
葬
ら
れ
た
の
で
は
な
く 、

ま
た 、

玉
御
殿
に
安
葬
さ
れ
た
の
で
も
な
か
っ

た
。

彼
女
は
帰
る
ベ

き
一

族
の
墓 、

す
な
わ
ち
天
山
陵
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
(
『
中
山
世
譜
』

な
ど
を
見
よ)

。

こ
う
し
た
葬
制
は
当
時
広
く
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
も
の
ら
し
く 、

他
に
も
数
多
く
の
事
例
が
み
ら
れ
る
が
こ
こ
で
は
割
愛
す
る 。

し
た
が
っ

て 、

先
の
『
尚
敬
様

御
安
骨
井

御
移
骨
日
記
写
』

中
の
極
楽
陵
の
項
に
彼
女
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る

が 、

そ
の
か
わ
り 、

『
尚
敬
様

御
安
骨
井

御
移
骨
日
記
写
』

の
「
天
山

御
墓

御
安
葬
」

の
項
こ

は 、

第3 �空

尚
寧
様

御
妃
尚
永
様

御
姫

一

阿
応
理
屋
恵
按
司
加
那
士心
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と
出
て
お
り 、
彼
女
が
天
山
陵
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

変
化
を
た
どっ
た
の
で
あ
る 。

し
か
し 、
こ
う
し
た
葬
制
は
や
が
て
あ
る
種
の

『
中
山
世
譜』
は
尚
寧
王
妃
に
つ
い
て 、
「
乾
隆
二
十
四
年
己
卯 、
十一
月
二
十一
日 、
移
葬
子
極
楽
陵」
と
記
し 、
彼
女
が
乾
隆一

卜
四
年
十一
月
二
十一
日
付
で
天
山
陵
か
ら
極
楽
陵
に
移
葬
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
レ
る 。
そ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
証
拠
と
し
て 、
「
尚

寧
王
妃
阿
応
理
屋
恵
按
司
加
那士心
康
照
二
年
己
卯
八
月
初
七
日
莞」
と
墨
書
で-記
さ
れ
た
木
製
誌
板
が
浦
添
ょ
う
ど
れ
か
ら
発
見
さ

れ
て
い
る
(
沖
縄
県
立
博
物
館
蔵 、
『
浦
添
市
史』
第
二
巻
参
照) 。
あ
え
て
注
意
を
う
な
が
す
と 、
尚
寧
王
妃
が
乾
隆
二
十

四
年
十一
月

二
十一
日
付
で
移
葬
さ
れ
た
と
い
う
点
に
着
目
し
て
レ
た
だ
き
た
い 。
こ
の
年
月
日
は
先
の
『
尚
敬
様

御
安
骨
井

御
移
骨
日
記
写』
(
以

下
『
日
記
写』
と
略
称)
の
作
成
さ
れ
た
年
月
日
と
全
く
同一
で
あ
る 。

『
日
記
写』
は
評
定
所
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で 、
「
乾
隆
二
十
四
年
己
卯
十一
月
廿一
日」
の
日
付
が
あ
る 。
『
玉

御
殿
御
厨
子
記』
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『
御
厨
子
図
帳』
『

御
碑
文
記』
な
ど
現
存
を
確
認
さ
れ
て
い
な
い
文
書
の
ほ
か
に 、
『
中
山
世
譜』 、
玉

御
殿

の
碑
文 、
浦
添
ょ
う
ど
れ

の
碑
文 、
具
志
頭
按
司
家
譜
抜
書
な
ど
を
参
照
し
て

② ①  
口二 玉
口2御
口号殿
口ニ 西

御 之
安 御
葬 墓

御 御
人 安
数 葬

御
人
数

④ ③  
口白天
川 山

御 御
墓 墓

御 御
安 安
葬 葬

⑤
知
名
親
雲
上
山
川
墓

御
安
葬

⑤真
壁
按
司
墓
御
安
葬

mU中木士ロ
今乙
制抑
首箆
一例仰
宇uハ
亮什

③国
頭
按
司
見
上
森
墓
御
安
葬

③金
武
按
司
墓
御
安
葬

⑬
御
神
主
天
界
寺

御
安
置

御
葬
所
不
相
知

御
人
数

⑪
御
神
主
天
界
寺ニ

御
安
置
玉

御
殿
厨
子
記ニ
は

御
立
早口
候
処

御
銘
書
無

御
厨
子ニ
て

御
碑
文
記一一
ハ
玉

御
殿へ
御
安
葬
之
段
相
見

得
候

御
人
数
(
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
直
し
て
引
用 。
以
下
同
じ

の
一
件
の
項
目
に
つ
い
て
被
葬
者
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る 。
何
故
に
こ
う
し
た
文
書
を
評
定
所
は
作
成
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か 。

ーー
そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る 。

尚
敬
王
は
乾
隆
十
六
年
二
七
五
二
辛
未
正
月
二
十
九
日
に
死
去 、
玉

御
殿

に
葬
ら
れ
た
『
中
山
世
譜』
な
ど) 。
『
日
記
写』
が

尚
敬
王
死
去
よ
り

か
ぞ与え
て
八
年
後
に
作
成
さ
れ 、
し

か
も
表
題
に
「

御
安
骨」
「

御
移
骨」
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
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る
と 、
こ
の
文
書
は
尚
敬
王
の
洗
骨
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
て
ほ
ぼ
ま
ち
が
レ
な
い 。
念
の
た
め
補
足
し
て
お
く
と 、
死
去
か

王御殿の石厨チ銘3につL、て

ら
洗
骨
ま
で
の
期
間
は
尚
純
で
三
年 、
尚
質
で
七
年 、
尚
益
で
十一
年
で
あ
る
か
ら
(『
工
事
報
告
書』
参
照) 、
右
の
推
定
に
矛
盾
は
な

い
と
考
え
る 。
つ
ま
り 、
尚
敬
王
洗
骨
お
よ
び
安
葬
に
際
し
て
玉

御
殿

を
は
じ

め
と
す
る
関
係
陵
墓
を
調
査
し 、
被
葬
者
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
『
日
記
写』
は
作
成
さ
れ
た
の
で
あっ
た 。
そ
の
う
え
で 、
あ
る
種
の
観
が
に
立っ
て
被
葬
者
の
適
否
を
判
断
し 、
被
葬
者

の
移
骨
を
お
こ
なっ
た
と
見
ら
れ
る 。
尚
寧
王
妃
が
『
日
記
写』
の
天
山
陵
の
項
に
登
場
し 、
『
日
記
写』
と
同
年
月
日
付
で
極
楽
陵
に

移
葬・
移
骨
さ
れ
た
の
は
右
の
こ
と
を
示
す
好
個
の
事
例
と
い
え
よ
う 。

と
い
う
こ
と
は 、
玉

御
殿

内
の
石
厨
子
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
他
の
木
製
誌
板
と
対
照
し
つ
つ
考
え
る
と 、
浦
添
ょ
う
ど
れ
か
ら
発
見

第3意:

さ
れ
て
い
る
「
尚
寧
王
妃

王
妃
の
死
去
し
た
康

阿
応
理
屋
恵
按
司
加
那士心
康
照
二
年
契
卯
八
月
初
七
日
義」
の
墨
書
木
製
誌
板
は

照
二
年
頃
に
作
成
さ
れ
天
山
陵
に
収
め
ら
れ
て
レ
た
も
の
な
の
で
は
な
く 、
浦
添
ょ
う
と
れ
に
移
骨・
移
葬
さ
れ
た
乾
隆
二
|

四
年
こ

あ



ら
た
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
レ
こ
と
に
な
る 。

こ
う
し
た
観
点
を
ぬ
き
に 、

記
載
年
号
を
そ
の
ま
ま
製
作
年
号
と
早

合
点
し
て 、
工
妃
の
木
製
誌
板
が
康
県
二
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
端
か
ら
信
じ
こ
む
こ
と
の
危
険
に
注
意
し
な
け
れ ，
主

な
ら
な
い
と
思
う。

以
上 、

二
例
を
あ
げ
て
示
し
た
よ
う
に 、

陵
墓
と
そ
こ
に
刻
み
こ
ま
れ
た
歴
史
を
観
察
す
る
た
め
に
は 、

陵
墓
の
含
む
変
化
を
十

分
に

カ
ウ
ン
ト

に
い
れ
る
必
要
が
あ
る 。

刻
文
と
墨
書
の

意
義

尚
寧
王
は
死
去
後
浦
添
ょ
う
ど
れ
に
葬
ら
れ 、

先
の
『
日
記
写
』

の
時
点
で
も
浦
添
ょ
う
ど
れ
に
安
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る 。

ま
た 、
『
工
事
報
告
書
』

の
伝
え
る
よ
う
に
玉
御
殿
内
に
も
同
王
の
石
厨
子
は
見
当
ら
な
い

。

こ
の
こ
と
か
ら 、

万
暦
四
卜
八
年

二

六
二
O)

に
死
去
し
た
尚
寧
王
は 、

浦
添
ょ
う
ど
れ
の
中
で
永
遠
の
眠
り
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
眠
り
つ
つ
け
て
き
た 、

と
の
見

当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
か
(
と
は
い
っ

て
も 、

乾
隆
二
十
四
年
に
王
妃
が
移
葬
さ
れ
て
き
た
り 、

去
る
沖
縄
戦
で
被
害
を
こ
う
む
っ

た

り
と
い
っ

た
大
き
な
変
化
は
あ
っ

た
の
だ
が
)

。

そ
こ
で 、

尚
寧
王
の
場
合
を
一

つ
の
手
か
が
り
と
し
て
検
討
を
は
じ
め
る
べ

き
で
あ
ろ

う

一

九
五
六
年
版
(
沖
縄
県
教
育
委
員
会
監
修
『
沖
縄
文
化
財
調
査
報
告
』

四
一

八
i

そ
れ
に
よ
る
と 、

「
尚
寧
王
陵
」

の
中
か
ら 、

「
万
暦
四
十
八
年 、

O
の
え
さ
る
年 、

あ
ん
し
お
そ
へ
か

と
云
う
銘
の
あ
る
石
灰
岩
で
製
作
さ
れ
た
破
片
と 、

尚
寧
王
妃
阿
応
理
屋
恵
加
那
士心
康
き
二
年
葵
卯
八
月
初
七
日
莞
と
記
し
た
槙

製
の
木
札
が
発
見
さ
れ
」

て
い
る。

向
寧
王
妃
の
木
製
誌
板
に
つ
い
て
は
す
て
に
触
れ
た
の
で
再
説
し
な
い
が、

向
寧
王
の
石
厨
子
の
銘

浦
添
ょ
う
ど
れ
の
調
査
結
果
は
『
文
化
財
要
覧
』

四

二
ハ
頁)

に
載
っ

て
い
る
が 、

な
し 、

文
が
「
万
暦
四
十
八
年、

O
の
え
さ
る
年、

あ
ん
し
お
そ
へ
か
な
し
」

と
な
っ
て
い
る
点
は
大
い
に
注
目
し
て
よ
レ
事
実
で
あ
ろ
う。

万
暦
四
十
八
年

ご

六
二
O)

は
庚
申
年
で
あ
る
か
ら、

右
の
銘
文
は
「
か
の
え
さ
る
年
」

で、

し
う
ま
で
も
な
く
尚
寧
王
の
死
去
年

の
こ
と
で
あ
る 。

調
査
団
の
一

員
で
あ
っ

た
元
沖
縄
県
立
博
物
館
長
の
外
間
正
幸
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は 、

右
の
銘
文
は
墨
書
で
は
な

く
刻
文
で
あ
る 。

こ
こ
か
ら
二
つ
の
着
目
す
べ

き
事
実
が
う
か
び
あ
が
っ

て
く
る 。
一

つ
は

石
厨
子
に
は
「
て
た
か
す
ゑ
あ
ん
し
お
そ
い
す
へ

ま
さ
る

守
に
せ
か
な
し

」
(
尚
寧
王
の
神
号)

で
は
な
く 、

王
の
一

般
的
呼
称
の
一

つ
で
あ
る
「
あ
ん
し
お
そ
へ
か
な
し

」

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と 、

今
一

つ
は
銘
文
が
墨
書
で
は
な
く
刻
文
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と 、

で
あ
ろ
う。

こ
の
二
つ
の
事
実
を
表
印
に
か
か
げ
た
玉
御
殿
内
の

歴
代
国
王
の
石
厨
子
銘
書
と
比
べ

る
と 、

両
者
の
聞
に
横
た
わ
る
差
異
は
歴
然
と
し
て
く
る 。

玉
御
殿
流
に
い
う
と 、

尚
寧
王
の
石
厨
子
銘
文
は
「
尚
鼓
公
の
お
も
ひ
く
わ
て
た
か
す
ゑ
あ
ん
し
お
そ
い
す
へ

ま
さ
る
王
に
せ
か
な
し

法
名
尚
寧
公
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず 、

ま
た 、

銘
文
は
刻
文
で
は
な
く
墨
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

し
か
し 、

実

際
は
「
あ
ん
し
お
そ
へ
か
な
し

」

で
あ
り 、

し
か
も
刻
文
で
あ
る 。

こ
の
事
実
は 、

玉
御
殿
の
石
厨
子
銘
書
を
考
え
る
う
え
で
最
も
重
要

主御殿の石厨f銘j;について

な
手
か
が
り
と
な
っ

て
い
る 。

な
ぜ 、
浦
添
ょ
う
ど
れ
内
の
尚
寧
王
石
厨
子
と
玉
御
殿
内
の
各
王
た
ち
の
石
厨
子
と
は
表
記
形
式
が
全
然
異
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

。

尚
寧
王
石
厨
子
が
特
殊
例
外
的
な
の
だ 、

と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が 、

し
か
し 、

こ
の
見
通
し
は
成
立
し
な

ぃ
。

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
事
情
が
横
た
わ
っ

て
い
る
か
ら
だ

。

私
の
知
る
範
囲
で
は 、

古
琉
球
か
ら
近
世
の
あ
る
時
期
ま
で
の
石
厨
子
(
当
時
は
焼
物
の
厨
子
・

斐
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が 、

有
銘
の
も
の
に
つ
い
て
み
る
と
そ
の
す
べ
て
が

、
、

第3章

な
い
)

に
は
銘
の
入
っ

て
い
る
も
の
と
無
銘
の
も
の
と

で
は
な
く
刻
文
で
あ
る 。
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た

と

え

工

パJ

禄

墓

(

宜

野

湾

市

嘉

数
)

の

石

厨

子

の

銘

文
。

現

存

す

る

最

古

の

平

仮

名

表

記

「

お

ろ

く

大

や

く

も

い
」

の

銘

文

を

も

っ

輝

緑

岩

製

石

棺

と

し

て

有

名

で

あ

り
、

弘

治

七

年

(

四

九

四
)

六

月

吉

日

の

年

号

が

あ

る
。

む

ろ

ん

刻

文

で

あ

る
。

伊

是

名

玉

御

殿

の

場

合
。

墓

内

に

基

の

輝

緑

岩

製

石

棺

が

あ

り
、

記

述

の

年

代

は

不

明

だ

が
、

古

琉

球

期

に

彫

ら

れ

た

と

み

ら

れ

る

「

よ

そ

ひ

を

と

ん

の

大

あ

ん

し

お

き

や

か
」

「

お

も

ひ

ま

せ

に

か

ね

御

物
」

の

銘

文

が

あ

る
。

こ

れ

も

ま

た

刻

文

で

あ

る
。

首

里

の

玉

御

殿

の

例
。

古

琉

球

期

の

製

作

と

断

定

し

て

よ

い

四

基

の

「

閃

緑

岩

製

家

形

厨

子
」

の

う

ち

の

二

基

(

他

二

基

は

無

銘
)

に

そ

れ

ぞ

れ

「

首

里

お

と

ん

の

を

も

い

か

な

し

お

と

も

い

き

よ

か

ね

の

御

物
」

「

き

こ

へ

大

き
J、

の

あ

ん

し

を

と

ち

と

の

も

レ

か

ね

御

物
」

、

と

明

確

に

刻

文

で-

記

さ

れ

て

い

る
。

近

位

に

入

っ

て

も
、

た

と

え

は

池

城

墓

(

今

帰

仁

村

平

敷
)

の

寛

文

三

年

こ

六

六

三
)

八

月

二

1
一

日

の

日

付

を

も

っ

海

石

製

石

厨

子
一

基

に

記

さ

れ

る

「

崎

山

大

や

く

も

い
」

は

や

は

り

刻

文

で

あ

る
。

い

わ

ゆ

る

尚

宣

威

王

の

墓

(

沖

縄

市

越

来
)

中

の

石

厨

子

二

基

の

う

ち
一

基

(

他
一

基

は

無

銘
)

も

ま

た

刻

文

で

記

さ

れ
、

寛

文

四

年

二

六

六

四
)

甲

辰

十
一

月

二

十

二

日

の

日

付

が

あ

る

(

沖

縄

市

教

育

委

員

会

『

尚

宣

威

王

の

墓
』
)

。

上

里

墓

(

那

覇

市

繁

多

川
)

の

「

屋

形

蓋

の

石

桔
」

三

基

の

う

ち

の

基

(

尚

禎

妃

豊

見

城

按

司

加

那

志

の

も

の

だ

と

レ

う
」

に

も

「

と

み

く

す

く

の

不

明

の

お

も

ひ

ぐ

わ

め

つ

ら

し

き

み

の

あ

ん

じ
」

と

刻

文

の

銘

が

入
っ

て

お

り
、

崇

禎

四

年

二

ハ

三

二

辛

未

八

月

十

一

月

十

二

日

卒

と

刻

ま

れ

て

い

る

大

嶺

h

「

四

百

年

前

の

歴

史

の

秘

め

ら

れ

た

上

里

墓

調

査

報

告
」

、

前

掲

『

沖

縄

文

化

財

調

査

報

告
』

二

四

九

頁
)

。

以

上

の

よ

う

に
、

古

琉

球

か

ら

近

世

の

あ

る

時

期

ま

で

は

刻

文

の

事

例

が

す

べ

て

な

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て
、

万

麿

四

十

八

年

こ

/'\ 

O
)

の

日

付

を

も

っ

尚

寧

王

石

厨

子

は

銘

文

の

形

式

と

し

て

全

く

妥

当

な

位

置

を

占

め

て

い

る

の

で

あ

り
、

銘

文

の

時

代

的

特

質

を

忠

実

に

反

映

し

た

も

の

と

い

う

べ

き

で

あ

る
。

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

表

印

に

示

し

た

よ

う

に
、

な

ぜ

玉

御

殿

の

各

王

た

ち

の

石

厨

子

は

墨

書
な
の
か

こ

れ

こ

そ

問

題

と

す

べ

き

事

柄

で

あ

ろ

う
。

右
の
疑
問
に
対
す
る
窓口
え
は
二
つ

し
か
用
意
で
き
な
い
。

玉
御
殿
内
の
古
琉
球
期
の
各
王
た
ち
の
石
厨
子
銘
書
が
古
琉
球
に

一

つ
は、

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
も
前
提
と
す
る
た
め
に、

古
琉
球
の
石
厨
子
銘
書
は
刻
文
だ
け
で
は
な
く
墨
書
も
あ
っ

た、

主
張
す
る
立
場
で
あ
る。

今
一

つ
は、

各
王
の
石
厨
子
銘
章一回
は
古
琉
球
に
お
い
て
で
は
な
く
近
世
の
あ
る
時
期
以
後
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ

る
、

と

見

る

立

場

で

あ

る
。

前

者

の

立

場

に

立

つ

と
、

自

動

的

に
、

で

は

な

ぜ

玉

御

殿

の

み

墨

書

な

の

か

と

い

う

あ

ら

た

に

登

場

す

る

疑

問

に

答

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

む

ろ

ん

私

は

後

者

の

立

場

に

立

つ

が
、

そ

れ

は

次

の

よ

う

な

基

本

認

識

を

も
っ

て

い

る

か

ら

に

ほ

か

工
‘
つ

工
、
O

T

F，

f
 

銘

文
・

銘

書

に

か

ぎ
っ

て

考

え

る

と
、

古

琉

球

か

ら

近

世

の

あ

る

時

期

ま

で

は

刻

文

主

体

時

代

で

あ

り
、

つ
つ

い

て

墨

書

が

登

場

し

て

刻

文
・

墨

書

併

用

時

代

を

迎

え

そ

の

後

に

黒

』

主

体

時

代

へ

と

移

行

す

る
。

刻

文
・

患

国

併

用

時

代
、

墨

主

体

時

代

と

い

う

継

起

的

変

遷

を

時

代

的

に

い

つ

で

区

切

る

か
、

そ

の

変

遷

を

規

定

し

た

要

因

は

何

か
、

と

い

っ

た

問

題

に

つ

い

て

は

今

後

の

研

究

課

題

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が
、

私

の

見

た

範

囲

で

は

右

の

傾

向

は

か

な

り

明

瞭

に

認

め

ら

れ

る
。

し

た

が

っ

て
、

当

然

の

こ

と

な

が

ら

玉

御

殿

の

各

王

た

ち

の

石

厨

子

銘

書

は

右

の

シ

ェ

ー

マ

に

も

と
ε

つ

い

て

再

検

討

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

つ

い

で

に

付

言

す

る

と
、

表

印

の

尚

貞

王

の

石

厨

子

は

「

陰

刻

墨

入

銘
」

、

つ

ま

り

刻

文

を

墨

書

で

な

ぞ
っ

た

形

の

銘

文

で

あ

る
。

こ

T，御殿の行間子銘�!1につL‘て

の

形

式

は

玉

御

殿

内

の

他

の

石

厨

子

に

も

散

見

さ

れ
、

薙

正

元

年

ご

七

二

三
)

死

去

の

尚

純

王

妃

義

雲

の

家

形

石

厨

子
、

万

暦

十
七

年

二

五

九

九
)

の

年

号

を

も

っ

尚

元

夫

人

雪

嶺

の

家

形

石

厨

子

が

や

は

り

「

陰

刻

墨

入

銘
」

で

あ

る

(
『

工

事

報

告

書
』
)

。

こ

の

形

ず

は
、

刻

文

を

ま

ど

こ

し

た

あ

と

に

後

世

墨

入

れ

が

お

こ

な

わ

れ

た

も

の

な

の

か
、

そ

れ

と

も
、

刻

文

と

墨

入

れ

が

同

じ

時

点

で

お

こ

な

わ

れ

た

も

の

な

の

か
、

現

段

階

で

は

判

断

し

か

ね

る

が
、

銘

文

の

変

遷

史

を

考

え

る

う

え

で

注

目

す

べ

き

事

例

と

い

え

る

だ

ろ

う
。

そ

れ

は

と

も

か

く
、

古

琉

球

期

か

ら

近

世

初

期

ま

で

の

時

代

に

生

き

た

各

王

た

ち

を

収

め

た

石

厨

子

の

銘一

力、、

患

聞

で

あ

る

と

い

う

事

第3�

実

は
、

そ

の

時

代

の

銘

文

が

刻

文

で

あ

る

と

い

う

事

例

に

照

ら

し

て

考

え

る

と

不

可

解

と

い

わ

ざ

る

を

え

な

い
。

こ

の

奇

異

な

現

象

を

説

明

す

る

た

め

に

は
、

次

の

仮

定
、

す

な

わ

ち

各

王

た

ち

の

銘

書

は

刻

文
・

墨

書

併

用

時

代

か
、

さ

も

な

く

ば

患

体

時

代

の

い

ず

れ

か と

-160--161-



の
時
代
に

か
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い 、
と
い
う
考
え
を
お
か
ざ
る
を
え
な
い 。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
く
な
ら
ば 、
「
ま
さ
か

と
い
う
仲
松
弥
秀
の
主

後
世
に
お
い
て 、
陵
墓
の
石
桔
に
『
王』
と
さ
れ
て
い
た
の
を
『
公』
と
書
き
改
め
た
も
の
と
は
思
え
な
い」

て
も
ま
た

張
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
自
体
不
可
解
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う 。
仲
松
の
主
張
を
成
り

立
た
せ
る
た
め
に
は 、
少
な
く
と
も
古
琉
球
に
お
い

書
銘
の
入
っ

た
石
厨
子
が
存
在
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る 。

四

輝
緑
岩
製
石
惜
の
意
味

争
点
を
別
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
た
め
に 、
石
厨
子
そ
の
も
の
の
は
ら
む
問
題
も
と
り
あ
げ
て
お
き
た
い 。

『
工
事
報
告
書』
に
収
録
さ
れ
た
歴
代
国
王
の
石
厨
子
の
写
真
を
見
て
誰
し
も
首
を
か
し
げ
る
の
は 、
予
想
に
反
し
て
各
王
の
石
厨
子

が
「
組
末」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
王
国
最
盛
期
の
王
で
あっ
た
は
ず
の
尚
真
や
尚
清
の
石
厨
子
は
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
に

H
見
す
ぼ
ら
し
いが
の
か 。
玉
御
殿
の
豪
壮
さ
に
比
べ
て
も
不
可
解
で
あ
り 、
ま
た 、
彼
ら
の
治
世
中
の
諸
造
営
事
業
の
華
麗
さ

を
念
頭
に
お
い
て
も
理
解
に
苦
し
ま
ざ
る
を
え
な
い 。
各
王
の
眠
る
と
い
う
墨
書
銘
の
入
っ

た
石
灰
岩
製
厨
子
の

H
見
す
ぼ
ら
し
さH
に

出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う 。

反
し
て 、
墓
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
四
基
の
輝
緑
岩
製
石
棺
は
な
ん
と
ま
た
み
ご
と
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
ll
こ
の
素
朴
な
疑
問
か
ら

問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に 、
輝
緑
岩
製
石
棺
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う 。

表
日
に
示
し
た
よ
う
に、

輝
緑
岩
製
石
棺
は
現
在
の
と
こ
ろ
一

一
基
確
認
さ
れ
て
い
る。

そ
の
う
ち
四
基
は
有
銘、

七
基
は
無
銘、

残

り
-

基
よ
台
座
の
み
な
の
で
不
明
で
あ
る
が、

何
故
に
こ
う
し
た
有
銘
・

無
銘
の
区
別
が
あ
る
の
か
は
今
後
究
明
す
べ

き
課
題
と
し
て
残

加山輔

さ
れ
る。

そ
れ
は
と
も
か
く、

四
基
の
有
銘
石
信
の
銘
文
す
べ

て
が
刻
文
で
あ
る
点
は
再
度
確
認
し
て
お
き
た
レ
。

中
期
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る 。

二
基
の
う
ち
四
基
は
玉
御
殿
に
あ
り 、

こ
の
輝
緑
岩
製
石
棺
は、

多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
レ
る
よ
う
に
尚
真
・

尚
清
両
王
の
治
世
を
中
心
と
す
る
十
五
世
紀
i
十
六
世
紀

A
石
棺
の
左

う
ち
二
基
は
有
銘
(
刻
文)
の
石
棺
で
あ
る
が 、

柱
に
は
「
首
里
お
と
ん
の
を
も
い
か
な
し」 、

右
柱
に
は
「
お
と
も
い
き
よ
か
ね
の
御
物」
と
刻
ま
れ
て
い
る 。
C
石
棺
の
左
柱
に
は
「
き

『
工
事
報
告

こ
へ
大
き
み
あ
ん
し」 、
右
柱
に
は
「
を
と
ち
と
の
も
い
か
ね
御
物」
と
刻
ま
れ
て
い
る
(『
工
事
報
告
書』) 。

A
石
棺
を
尚
円
王
を
収
め
た
石
棺
と
断
定
し 、

』
は 、
後
世
に
そ
う
入
さ
れ
た
陶
製
誌
板
の
記
述
な
ど
を
参
照
し
て 、

そ
の
中
に
「
量
か
ら
し
て

体
分」
の
遺
骨
が
あ
り 、
う
ち一
体
は
「
六
二
才
よ
り

若
い」
男
性 、
残
り一

体
は
「
女
性」
と
推
定
し
て

]z御殿の.fíJ荷F銘，l?につL‘て

No 記号 所 ú: 銘 形式

A E御殿束室内 有 刻文

2 B 問 中室内 盤

3 C 同 西室内 有 刻文i

4 D 同 上 盤

5 E 浦添ょうどれ英祖王陵内 盤

6 F 同 上 盤

7 G |司 上 査E

8 H 同尚寧王陵内 無

9 伊是名玉御殿東室内 有 刻文

10 同 上 盤

11 K 小禄墓内 有 刻文

12 L 天山墓外 不明

「蹄緑円製j石持 ー覧

第3 i主

長11

い
る 。
C
石
棺
に
つ
い
て
は 、
尚
円
王
の
長
女
月
清
と
し 、

棺
中
よ

り
「
女
性
で
年
令
は
二
0
1

三
O
才
代」
と
み
ら
れ
る
遺
骨一
体
分

が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
い
る 。
ま
た

B
石
棺
に
つ
い
て
は 、
「
こ

の
厨
子
は
東
室
尚
円
王
厨
子
〔
A
石
棺
の
こ
と〕
に
次
ぐ
逸
品
で 、

い
ず
れ
名
の
あ
る
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
あ
る
い

は
尚
真
王
の
も
の
で
あっ
た
だ
ろ
う
か」
と
注
記
し
て
い
る
が

石
棺
に
つ
い
て
は
単
に
「
尚
円
王
妃
う
き
や
か
の
も
の
か」
と
コ
メ

ン
ト

す
る
に
と
ど
まっ
て
い
る 。
B 、
D
石
棺
と
も
石
棺
内
の
遺
骨

に
関
す
る
注
記
が
み
ら
れ
な
い
の
で

お
そ
ら
く
両
石
棺
中
に
は
す

で
に
被
葬
者
の
遺
骨
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う 。
A
石
棺
を
尚
円

王
の
石
棺
と
す
る
と 、
彼
の
童
名
を
「
思
徳
金」 、
神
号
を
「
金
丸 D 
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按
司
添
末
続
之
王
仁
子」

と
伝
え
る
『
中
山
世
譜』

の
記
事
と
符
号
し
な
い
と
い
う
問
題
が
残
る 。

し
か
も 、

遺
骨
の
状
況
か
ら
被
葬
者

が
男
女
各

名
だ
と
い
う
問
題
も
あ
る 。

C
石
棺
は 、
『
工
事
報
告
書
』

が
指
摘
す
る
よ
う
に 、

初
代
の
聞
得
大
君
と
い
わ
れ
る
オ
ト

チ

卜
ノ
モ
イ
カ
ネ
を
収
め
た
も
の
と
考
え
て
ま
ず
さ
し
っ
か
え
な
い
と
思
う

A 、

C
石
棺
の
銘
文
に
登
場
す
る
「
御
物」

と
い
う
表
現
は

ー
石
棺
に
も
み
ら
れ
る
が 、

よ
う
す
る
に
そ
の
人
物
を
被
葬
し
た
石
棺
の
こ
と
を
指
す
文
言
で
あ
る)

。

B
石
棺
を
「
あ
る
い
は
尚
真
王

の
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
」

と
し
た
の
は 、

そ
の
石
棺
が
逸
品
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
が 、

ま
だ
推
測
の
域
を

出
て
い
な
い

。

そ
れ
に 、

玉
御
殿
に
は
表
印
に
示
し
た
よ
う
に 、
「
尚
円
公
の
お
も
い
く
わ
お
き
や
か
も
い
か
な
し
法
名
尚
真
公
」

と

行一回
で
書
き
こ
ま
れ
た
石
灰
岩
製
石
厨
子
が
厳
然
と
存
在
す
る
の
で
あ
り 、

そ
れ
と
B
石
棺
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か

。

そ
う
し
な
け
れ
ば 、

玉
御
殿
内
に
は
尚
真
王
の
収
ま
っ

た一

つ
の
石
厨
子
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま

う
疑
問
は
ま
だ
あ
る 。

①
尚
真
王
の
妹
オ
ト

チ
ト
ノ
モ
イ
カ
ネ
の
被
葬
さ
れ
る
石
棺
が
輝
緑
岩
製
の
り
っ

ぱ
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し 、

彼
女
と
同
時
代
の
人
物
で 、

し
か
も
王
国
最
盛
期
を
現
出
し
た
は
ず
の
絶
対
者
尚
真
王
の
被
葬
さ
れ
る
石
厨
子
が
「
粗
末
」

な
石
灰
岩
製

で
あ
る
と
い
う
の
も
奇
妙
で
あ
る 。

②
A
石
棺
を
仮
に
尚
円
王
の
石
措
と
す
る
と 、

な
ぜ
そ
の
中
に
今
一

人
女
性
の
被
葬
者
が
存
在
す
る

の
だ
ろ
う
か

。

③
一

体 、

B 、

D
石
棺
に
は
そ
も
そ
も
い
か
な
る
人
物
た
ち
が
被
葬
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

。

①
の
疑
問
に
関
連
し
て 、

『
日
記
写
』

の
オ
ト

チ
ト
ノ
モ
イ
カ
ネ
の
項
に
は
「
御
世
譜
ニ

は
玉
御
殿
一一

御
安
葬
之
段
相
見
得
候
へ
と
も

御
銘
書
無
之
御
厨
子
ニ
て
候
哉
御
厨
子
図
帳
口
口
御
立
不
被
成
候
処
碑
文
記
等
ニ

も
御
安
葬
之
段
相
見
得
申
候
」 、

と
あ
る 。
つ
ま
り 、
『
中

山
世
譜
』

に
よ
れ
ば
玉
御
殿
に
安
葬
さ
れ
た
と
い
う
が 、

あ
る
い
は
無
銘
の
石
厨
子
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
か 、

『
御
厨
子
図
帳』

に
も
記
述
が
な
い、

し
か
し、

玉
御
殿
の
碑
文
を
記
す
『
碑
文
記
』

な
ど
に
は
玉
御
殿
に
安
葬
と
あ
る、

と
評
定
所
の
役
人
は
し
た
た
め

て
い
る
の
で
あ
る。

こ
の
記
述
は
全
く
意
外
と
い
う
ま
か
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら、

墓
内
に
「
き
こ
へ

大
き
み
あ
ん
し

を
と
ち
と
の
も
い

か
ね
御
物
」

と
確
か
に
刻
ま
れ
た
C
石
桔
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

何
故
に
『
日
記
写
』

は
「
御
銘
書
無
之
御
厨
子
ニ

て
候
哉
」

と
述
べ

る
の
か、

奇
妙
だ
か
ら
で
あ
る。

今
後
究
明
す
べ

き
疑
問
の
一

つ
で
あ
ろ
う。

②
の
疑
問
は

一

般
的
な
葬
制
が
石
厨
子
一

基
に
対
し

複
数
の
人
物
を
安
葬
す
る
と
い
う
点
か
ら
説
明
で
き
る
と
思
う
が 、

③
に
つ
い

て
は
『
日
記
写
』

中
の
次
の
事
実
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

。

尚
真
様
御
長
女
御
神
主
湧
川
親
方
宅

大
さ
す
か
さ
按
司
加
那
志

湧
川
親
方
先
祖

見
里
王
子
朝
易
室

尚
真
様
御
内
男
喜
屋
武
按
司
元
祖

一

こ
ゑ
く
の
大
按
司
加
那
志

や
ま
か
わ
の
按
司
加
那
士心

r御殿のfí厨チ銘乃につレて

御
厨
子
記
ニ

相
見
得
御
世
譜
ニ

御
立
不
被

成
何
方
之
先
祖
共
不
相
知

湧
川
親
方
先
祖
見
里
王
子
ニ
て
御
座
候
哉

一

ミ
さ
と
の
按
司
加
那
志

右
御
四
人
唐
黒
石
御
厨
子
壱-一

御
安
骨

第3奇

右
の
記
述
は
玉
御
殿
西
室
の
被
葬
者
の

の
表
記
が
見
え
る

部
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
た

文
中
に
「
唐
黒
石
御
厨
子」

こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て 、

表
2
の
D
石
棺
の
被
葬
者
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。

つ
ま
り

D
石
棺
H

輝
緑
岩
製
石
棺
H
「
唐
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黒
石
御
厨
子
」

の
被
葬
者
を
評
定
所
は
佐
司
笠
按
司
加
那
士心
マ
ナ
ペ
ダ
ル

(
尚
真
王
長
女)

越
来
按
司
マ
サ
ブ
ロ
カ
ネ
(
同
四
男)、

川
按
司
加
那
士心
(
不
明)、

見
里
按
司
加
那
志
(
見
里
王
子
朝
易
か
)

の
四
人
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る。

こ
の
記
述
が
妥
当
な
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か、

今
後
検
討
す
べ

き
だ
と
思
う。

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
玉
御
殿
の
石
厨
子
を
な
が
め
る
と、

ど
う
し
て
も
石
厨
子
の
た
ど
っ

た
複
雑
な
変
化
と
い

う
も
の
を
想
定
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る。

つ
ま
り、

輝
緑
岩
製
石
棺
の
用
い
ら
れ
た
後
に
石
灰
岩
製
石
厨
子
が
あ
る
時
期
か

ら
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か、

そ
れ
と
も、

輝
緑
岩
製
石
棺
と
石
灰
岩
製
石
厨
子
は
と
も
に
同
じ
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
な
の

か、

と
い
う
論
点
の
存
在
で
あ
る。

こ
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う。

一

五
O
一

年
に
玉
御
殿
が
造
営
さ
れ、

見
上
森
陵
か
ら
故
尚
円
王
が
移
葬
さ
れ
た
時、

つ
ま
り
玉
御
殿
の
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点

に
お
い
て、

墓
内
に
は
い
か
な
る
石
棺
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

や
が
て、

玉
御
殿
の
碑
文
に
規
定
さ
れ
た
尚
真
王
以
下
九
人
が
死
去

し
た
時、

玉
御
殿
に
は
ど
の
よ
う
な
石
厨
子
が
用
意
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

尚
清、

尚
元、

尚
永
と
つ
づ
く
各
王
の
時
代
に
は
ど
う
で
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

新
た
な
被
葬
者
を
迎
え、

墓
口
を
何
度
も
開
け
た
は
ず
の
玉
御
殿
に
一

体
い
つ
の
時
点
か
ら
輝
緑
岩
製
石
棺
は
加
わ

っ

た
の
か
。

ま
た、

石
灰
岩
製
石
厨
子
は
い
つ
か
ら
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

そ
こ
で
気
に
な
る
の
は、

表
印
の
各
王
た
ち
(
尚
真
・

尚
清
1
尚
豊)

の
石
灰
岩
製
石
厨
子
が
ほ
ぼ
同
形
の
石
灰
岩
製
石
厨
子
で
あ
り、

し
か
も
尚
真
・

尚
清
を
除
い
て
は
石
厨
子
一

基
に
整
然
と
一

人
づ
っ

安
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り、

こ
れ
に
対
し
て、

四
基
の
輝
緑
岩

製
石
棺
は、

疑
問
つ

き
の
ま
ま
被
葬
者
を
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず、

そ
の
う
え
に
な
お、

基
本
的
に
は
被
葬
者
も
複
数
で
あ
る

と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る。

両
者
を
比
較
し
た
時、

ど
ち
ら
が
古
形
を
伝
え
る
と
見
る
べ

き
だ
ろ
う
か
。

私
は
輝
緑
岩
製
石
棺
の
ほ
う
が

-
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石
灰
岩
製
石
厨
子
に
比
べ

て
玉
御
殿
内
で
は
古
い
と
考
え
る。

こ
の
理
解
は、

先
述
し
た
よ
う
に
刻
文
か
そ
れ
と
も
墨
書
か
と
い
う
観
点

を

も

加

味

す

る

と 、

い

よ
い

よ

確

定

的

と

な

ら

ざ

る

を

え

な
い

と

思

う ・
か
、

い

か

が

な

も
の

で

あ

ろ

う
か
。

五

銘

書

の

記

述

年

代

以
上
の
検
討
か
ら、

玉
御
殿
内
に
あ
っ

て
各
王
の
眠
る
と
レ
う
石
灰
岩
製
石
厨
子
(
少
な
く
と
も
そ
の
銘
書)

は、

や
は
り
後
世
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う。

で
は、

そ
の
時
期
は
い
つ
の
こ
と
か、

当
然
そ
れ
が
次
に
問
題
と
な
ろ
う。

浦
添
ょ
う
ど
れ
の
尚
寧
王
石
厨
子
が
一

つ
の
目
途
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が、

残
念
な
が
ら
完
形
を
と
ど
め
な
い
の
で
詳
し
い
比
較
分
析

を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

玉
御
殿
の
中
か
ら
手
が
か
り
を
つ
か
む
の
が
順
当
で
あ
ろ
う。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は、

尚
豊
王
と
尚
賢
王
の
石
灰
岩
製
石
厨
子
で
あ
る。

尚
豊
王
の
石
厨
子
に
は
「
崇
禎
十
三
年
庚
辰
五
月
十
/

日
ニ

お
く
り

弘
光
二
年
丙
成
二
日
ニ

ふ
ね
け
ら
へ

候
」

と
あ
り、

尚
賢
王
の
石
厨
子
に
は
「
隆
武
三
年
丁
亥
九
月
以川
日
ニ

御
お
く
り

隆
武
七
年
辛
卯
四
月
廿
三
日
ふ
ね
け
ら
へ

申
候
」

と
あ
る。

について

周
知
の
よ
う
に

一

六
四
四
年
に
中
国
で
は
明
が
滅
び
清
が
建
国
さ
れ
た
が

明
の
遺
臣
た
ち
は
な
お
も
各
地
で
兵
を
か
ま
え
清
に
抵

抗
し
た
た
め

い
わ
ゆ
る
明
清
交
替
期
の
混
乱
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る。

察
度
以
来
進
貢
し、

長
期
に
わ
た
っ

て
明
と
の
間
に
冊
封
・

進

王御殿の訂厨子銘

貝
関
係
を
維
持
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
琉
球
も
ま
た

こ
の
明
清
交
替
期
の
混
乱
へ
の
対
処
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

『
歴
代
宝
案
』

を
は
じ

め
と
す
る
各
種
史
料
に
こ
の
時
期
の
混
乱
の
模
様
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が、

古
典
的
研
究
と
し
て
は
石
原
道
博
『
明
末
清
初
日
本
乞

師
の
研
究
』
(
一

九
四
五
年)

が
あ
る
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

第3 �聖

木
章
の
テ
l
マ

と
の
関
連
で
注
目
し
た
い
の
は
中
国
元
号
の
問
題
で
あ
る。

つ
ま
り、

清
が
建
国
さ
れ
た
た
め
明
元
号
か
ら
清
元
号
へ

の
転
換
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
が、

そ
の
転
換
は
い
つ
い
か
な
る
形
で
実
施
さ
れ
た
の
か、

と
い
う
問
題
で
あ 山
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る。

細
か
い
分
析
は
割
愛
す
る
が 、

王
府
の
正
史
類 、

た
と
え
ば
『
中
山
世
譜』

な
ど
を
見
る
と 、

崇
禎
十
六
年
(
一

六
四
三)

ま
で
は

明
元
号 、

順
治
元
年

ご

六
四
四)

か
ら
は
清
元
号
を
用
い 、

あ
た
か
も
当
時
か
ら
明
清
交
替
の
時
点
に
合
わ
せ
て
元
号
も
ま
た
明
確
に

使
い
分
け
ら
れ
た
か
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
て
い
る
が 、

実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た 。

そ
の
好
例
が
尚
豊
・

尚
賢
両
王
の
石
厨
子
で
あ

る
尚
豊
王
の
石
厨
子
に
「
崇
禎
十
三
年
庚
辰
五
月
十
八
日
ニ
お
く
り

弘
光
二
年
丙
戊
二
日
ニ
ふ
ね
け
ら
へ

候」

と
あ
る
の
は 、

崇
禎
十

三
年

こ

六
四
O)

に
王
を
葬
り 、

弘
光
二
年
(
一

六
四
六)

に
洗
骨
し
た
と
い
う
意
味
だ
が 、

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は 、

崇
禎
十
=

年
は
明
滅
亡
直
前
の
年
号
だ
か
ら
よ
い
と
し
て 、

弘
光
二
年
と
い
う
明
遺
臣
政
権
(
福
王)

の
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う 。

尚
賢
王
の
石
厨
子
も
「
隆
武
三
年
(
一

六
四
七)

丁
亥
」

に
王
を
葬
り 、
「
隆
武
七
年

こ

六
五

二

辛
卯
」

洗
骨
し
た 、

と
同
様
に
明

遺
臣
政
権
(
唐
王)

い
て
あ
る。

こ
の
事
例
は 、

明
清
交
替
期
に
と
も
な
う

琉
球
の
中
国
元
号
表
記
の
混
乱
を
そ
の

の
年
号
を
用
い
て

ま
ま
反
映
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う 。

し
か
も 、

弘
光
は
元
年
の
み
し
か
用
い
ら
れ
な
い
の
に
「
弘
光
二
年」

と
記
し 、

隆

武
も
ま
た
元
年
の
み
使
用
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
隆
武
三
年」
「
隆
武
七
年」

な
ど
と
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

結
論
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う 。

尚
豊 、

尚
賢
両
王
の
石
厨
子
は 、

琉
球
が
明
清
交
替
期
の
混
乱
に
規
定
さ
れ 、

明
遺
臣
政
権

の
元
号
を
な
お
も
用
い
つ
づ
け 、

や
が
て
清
元
号
へ
と
完
全
に
転
換
す
る
ま
で
の
時
期
に
製
作
さ
れ
黒
面
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
石
厨
子
な
の

で
あ
る。

こ
の
こ
と
か
ら 、

一

六
五
0
年
代
初
期
に
は
石
灰
岩
製
で 、

し
か
も
墨
書
で
銘
を
書
き
こ
ん
だ
石
厨
子
が
す
で
に
玉
御
殿
の
中

に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い 、

と
の
結
論
を
ひ
き
出
す
こ
と
が
で
き
る。

こ
の
事
実
と
尚
寧
王
石
厨
子
の
例
と
を
重

ね
合
わ
せ
る
と 、

一

六
二
0
年
代
に
は
石
灰
岩
製
石
厨
子
は
す
で
に
登
場
し
て
い
た
が 、

し
か
し
墨
書
で
は
な
く
刻
文
で
あ
り 、

一

六
四

0
1
五
0
年
代
の
同
形
の
石
厨
子
で
は
墨
書
銘
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た、

折、
必の
4hvo

と
の
お
お
よ
そ
の
目
途
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
次
の
点
を
確
認
す
べ

き
だ
ろ
う。

①
尚
真
・

尚
清
王
以
下、

尚
賢
王
ま
で
の
石
灰
岩
製
石
厨
子
が
基

本
的
に
同
形
式
で
あ
る
こ
と、

②
尚
賢
王
の
銘
書
を
除
く
尚
真
・

尚
清
両
王
か
ら
尚
豊
王
ま
で
の
銘
書
が
「
O
O
公
の
お
も
い
く
わ
・

神

号
-

法
号
O
O
八ム」

と
い
う
同
一

形
式
に
な
っ

て
い
る
こ
と 、

③
先
述
し
た
よ
う
に
そ
の
銘
の
す
べ
て
が
墨
書
で
あ
る
こ
と 、

④
被
葬
者

が
不
明
も
し
く
は
疑
問
符
つ
き
の
ま
ま
で
あ
る
四
基
の
輝
緑
岩
製
石
棺
が
あ
り
な
が
ら 、

な
ぜ
か
尚
真
・

尚
清
王
以
下
の
各
王
の
石
灰
岩

製
石
厨
子
が
き
ち
ん
と
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と 、

⑤
尚
豊
王
ま
で
は
「
公」

が
用
い
ら
れ
な
が
ら
尚
賢
王
か
ら
は
「
王
」

に
表
記
が
変
わ
っ

て
い
る
こ
と 、

以
上
で
あ
る。

右
の
点
か
ら 、

尚
真
・

尚
清

以
下

尚
豊
王
ま
で
の
各
王
の
石
厨
子
は 、

尚
豊
王
の
洗
骨
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う

弘
光
二
年

こ

ナ

四
六 、

尚
賢
王
在
位
六
年)

頃
に
は
す
で
に
玉
御
殿
内
に
存
在
し
た
と
い
う
仮
定
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る。

こ
れ
は
下

限
で
あ
る。

上
限
は 、

刻
文
か
墨

か
と
い
う

点
を
基
準
に
考
え
る
と 、

尚
寧
王
の
死
去
年
(
一

六
二
O
年)

を
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
う 。

つ
ま
り 、

尚
真
・

尚
清
両
王
以
下
尚
豊
玉
ま
で
の
石
厨
子
銘
書
は
十
七
世
紀
の
二
0
年
代
か
ら
四
0
年
代
の
あ
る
時
期
に
成
立
し
た 、

と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
と
私
は
考
え
る。

E御殿の石厨子銘Aについて

な
ぜ 、

こ
の
時
期
に
こ
う
し
た
改
変
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か 、

直
接
的
な
事
情
を
示
す
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
が 、

時
代
的

上
原
兼
善
ら
の
一

連
の
研
究
で
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に 、

薩
摩
溝
に
よ
る
琉
球

背
景
と
し
て
は 、

梅
木
哲
人 、

紙
屋
敦
之 、

支
配
の
確
立
期
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う 。

仲
松
が
「
琉
球
の
政
治
的
性
格
に
大
変
化
」

が
あ
る
と
指
摘
し 、

鎖

国
令
の
出
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
時
期
に
も
相
当
す
る
の
で 、

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る。
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